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舞鑢 肉量ド褥爾学冒研究大饉覆わかえて

全国協同学習研究会会長 杉江 修治

大山市の授業改革の取・り組みは 2ool年度から始まり、市内 14の小、中学校が、いずれ

も学び合いを軸とした実践を広げ深めてきています。学び合いの授業の背景には、教師主

導ではなく、子どもが主役となる授業をいかに設計していくかという考えがあり、その手

立ての発想の背景には、「自ら学び、自ら考える」力を備えた子どもを育てたいという教育

目標があります。授業改善を、めざす学力の実現にしっかりと方向づけた試みといえるで

しょう。また、そのような挑戦を、市をあげて行っていることは、新しい時代の新 しい教

育を追求する、あるべき方向を示す重要な事例として評価できるのではないかと思います。

子どもたちが共に育ち合う教育は、協同学習の基本理念です。国内各地の最近の授業改

善のさまざまな事例に、この協同の考え方が次々に入り込んできています。協同学習の実

践校も増えてきています。子どもの違いのみを個性と捉え、それに着目することが子ども

を育てることだといった、おとなの論理による指導という視点の誤りが、教育現場で実感

を持って認識されてきていることによるのだろうと考えます。

実践に協同、学び合いの導入が相次ぎ、確実にこの領域への関心が高まってきているこ

とは、日本協同教育学会のワークショップの人気にもうかがうことができます。2oo7年は
アメリカの代表的な協同学習研究者であるジョンソン兄弟の講演や協同学習関連の出版も

予定されており、協同学習がより大きな広がりを見せるステップの年になるでしょう。日

本の今後の教育への有効な視点が広がろうとしています。

第 38回をむかえた、この全国協同学習研究会大会に、多忙な時間を割き、発表に、討議
にご参加くださった多くの方々に心より御礼申し上げます。このような、インフォーマル

な研究会への自由な参加が、日本の学校現場にもっと定着することが本当に必要だと思い

ます。また、大会を引き受けてくださった大山市立大山北小学校のFJE地健校長先生をはじ

め教職員、保護者の皆様に深く感謝いたします。大山北小学校は、この大会の翌由には「子

育てフォーラム」を引き続き開催されることから分かるように、「共に学び、共に育つ」こと

を学校内の学習指導の原理にとどめるのでなく、地域、家庭との連携による、子どもの育

ちのよりよい環境づくりに生かそうと取り組んでいる学校です。子どものために学校がで

きる思いつく限りのよいことに挑戦しているということができるでしょう。学校は子ども

に何ができるか、その可能性を知る機会としての意義も、この大会にあるといえますよ

子どもたちのよりよい学びと育ちへの、大人の適切な支援を生み出すための情報にあふ

れた研究大会になると確信いたします。
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12:30～ 13:30  昼食・休憩
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13:30～ 13:50  開会行事
(福社会館 大ホール)

13:50～ 14:50  講演
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『犬山の教育改革』
犬山市教育長 瀬見丼 久
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第電分科会 14,:50～ 16:5o

会 場  福llL会館 4階 中ホール

助言者  犬山市立犬曲画増ヽ学校   中村 安志
増ヽ松市立今江層ヽ学校    高島 雅展
名古屋外国語大学     石囲 勢津子

琶会者  犬山市立犬曲南小学校   中野 太四

発 表 ⑪ 特殊学級と地域の方との協同学習の試み
自分らしさを発揮し、地域で生きていく力を育む実践

犬山市立犬山北層ヽ学校   高本 真曲美

② 学び含う人間関係を駆常生活に生かしながら、主体的|こ学び続
ける子どもの育成をめざず

名張市立つつしが丘層ゝ学校 岩森 進



特殊学級と地域の方との協同学習の試み

自分らしさを発揮し、地域で生きていく力を育む実践

犬曲北小学校  高本 真由美
1 はじめに
児童が将来自立して生きていけるようにコミュニケーション能力を育成しているが、障害を持
っていても、快く支援し合える関係があれば生活の質は向上する。障害を理解し支援してくださ
る地動 方を増やしておくことも必要だと考え、地域の方との協同学習の取り組みをしている。
地域の方との交流を通して、自分らしさを発揮し、地域で生きていく力を育む実践を述べたい。
2 研究の構想
特殊学級児童は抽象的な説明より、

実際|こ体験し、具体的に学習すること

が効果的である。より多様な人と多様

な場において交流することがコミュニ

ケーション能力を高めると考え、資料

1のように地域の方との交流の場を設
定し、意図的なかかわりを持っている。
3 実践  ヽ

(D デイサービスの方との交流
① ねらいと手立て
本年度lよ、自分の思いを伝えな

がら、思いやりのある行動がとれ

るようにしたいと思い、「デイサー

ビスの方と伸良くなるJFディサー

ビスの方に教えていただく」「デイ

サービスの方の役に立つ」という

目標にした。そして、毎回、体操

資料1 研究の構想図

イ 「rldメ電 を楽しもう
ユ 学習を発表しよう

を教えていただいた後、お茶出しの手伝いをさせていただいている。
活動の時間は時間割に設定したり、ペアやグループを固定して活動したりしてかかわりが

深くなるようにしている。事前に支援方法等の打ち合わせもしている

② 活動の実際

ア 17年度の活動
ウ シャボン玉遊びを楽しもう
③ 結果と考察
活動内容は、四季の行事やレクリユーション活動と学習の成果が発表できる活動にした。
事前に支援内容などを打ち合わせ、特殊児童とデイサービス利用者が、一緒に活動すること
で、より楽しい活動になるようJか掛けた。初ぬは緊張していた児童もペアを固定したことで

速くうち解けることができた。そして、ど仰児童も次国の活動を心待ちにするようになった。
担任と少人数で活動することの多い特殊学級では味わえないかかわりが持て、賞賛される

時も、「すごい」等とあちこちから声が上がり、一緒に活動することで喜びが倍増したからだ
と思う。デイサービス職員からも利用者の倉J作意欲が高まり、活動を楽しみにしていると聞
いている。「相手のために」という目的を持って活動し、「喜んでくれた」と実感できたこと
で、互い仰絆が深まった。

デイサービスで劇を上.演したり、発表会にお招きしたりして、伝える楽しさや、伝わる喜
びが味わえる場の設定に心がけたが、参加してくださる方の理解と優しさが児童の意欲や自
信を育んだと思っている。

9 学校支援者との交流



① ねらいと手立て
学校支援者に、交流学習に付き添っていただくことで、特殊学級児童が通常学級児萱と楽
しくかかわりながら、充実した交流の時間が過ごせるようにしたり、地域の方に学校支援者
として児童にかかわっていただくことで障害を理解していただいたりしている。

保護者、支援者、学校職員が話し合いを持ち、支援計画をたてている。

本年度は、昨年度築いた信頼関係を深め、更に理解し合えるようにするため、
の支援の他に、特殊学級での学習に参加していただいている。

交流学級で

② 活動の実際
ア 交流学習への参加
イ 特殊学級での習字の学習
ウ 特殊学級での珠算の学習
工 特殊学級での墨絵の学習
③ 結果と考察
ボランティアによる交流学習での付き添いは、昨年度より行っているので、交流学級児童
にも理解されている。支援者と共に特殊学級で行っている学習活動では、写真でも分かるよ

うに個31Jに対応できるので学力は伸びているが、それ以上に信頼関係が深まった。また、墨

絵の学習で支援者も児童と同じ教えてもらう立場で参加することで、学習の場では味わえな
いかかわりが持て、さらにかかわりが深まっている。
3 2年 FHDの実践の結果と考察
実践を始めてまだ2年目だが、いろいろな方々とかかわることで児童の力
は着実に伸びている。作文2は助言を受けながら平成 17年度当初に書いた
作文で、作文3は同じ児童が、平成 18年度に自分の力だけで書いた作文で
ある。「伝えたいことJがあり、「伝えたいん がいて、「伝える楽しさJ「伝
わる喜びJを実感すれば自分の思いを伝える力は育つことを確信した。
資料 3はt保護者が連絡帳に書かれた文章である。自分で考え、1行動する
ことが難しく、力を付けるのに時間が掛かる児童だからこそ、何が必要なの

か、そのためにはどうすればよいのかということをしっかり見極め、楽しく

活動することが大切だと改めて思った。

資料4は、学習の成果を知らせる「すく
すくだより」の返信欄に同じ保護者が書か

れた文章である。いろいろな方といろいろ

な場でかかわることでコミュニケーション

能力が伸びていることが分かる。

地域の方と交流し、学び合う体験をする

ことは、将来、地域でいろいろな年齢層の

方とかかわり豊かな社会生活を営む時硼 ^

産になると確信した。

4 おわり}こ
障害者と健常者が理解し合うには時間が

Ａ
男
の
七
月
申
旬
の
様
子

Ａ
男
の
年
度
当
初
の
様
子

かかるからこそ、地域の方と

学び合う機会を設定する必要

を痛感している。

社会全体がfm~見のない、誰

にとっても住みよい社会にな

ることを願って、地道に活動

を継続していきたい。
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第1分科会②

学ぴ合う人間関係を国常生満に生かしながらt主体的i=学が続ける

予どもの育成をめざす

二重 名張市立つつじが丘小学校 岩 森 進

1.研究課題の設定理由

本校の実態として、対人関係を構築する能力、つまり児童の人間関係の希薄さが挙げられる。

それは、コミュニケーション能力や言語感覚の不足、語彙力の低下から来ていると考えられる。ま

た、教師が、教材や学習内容の認知を前面に押し出そうとする授業パターンヘの園執から、なか

なか抜け出せないでいる状況にあることも無関係ではない。

そこで、本年度の方向として、次のような仮説を立てた。

語彙力を高めれば、自分の混沌とした内面を意識 (言語化、言葉を獲得)することで自我が明

確になり、相手とのコミュニケーションが図れ、信頼関係を強められると考える。また、信頼に支え

られた人間関係の中で学びあう授業を展開することで、意欲的・主体的な子どもが生まれるので

はなしヽか。

国語科の「聞く。話す書書くJ活動樋 して、

9 言語環境を整え、語彙を増やす。
饉 語彙機 やすことで、コミュニケーション能力を高める。
・ 書くことを日常化し、定着させ、自己を発見・表現する。

・ 学びあう授業を展開していく。
つまり、「聞く」「話す』は人間関係の構築を、「書く」は個人内の自己実現を図る活動と提え、そ

こに、他者と関わりながら深めてぃく学習活動の展開を組み込むことで、本校テーマの主体的に

学び続ける子どもを育てることに追れると考えた。

2.研究鍛概要

主体的に学び続ける子どもの育成をめざす研究の具体的てだてとして、大きく2つに分類でき

る。

(1)言語暉境審整えるこしヽも視点での政り組み

ι掲示物  教室内や教室前廊下や中央廊下に「声のものさし」F発表のしかたJ「学習のなが
れJ「学び勢足跡」作品、学習の成果、ワークシ轟卜など、学習単元全体が見通せたり、他学級

や他学年の学びが見えるも備を掲示する。

・さわやかタイム 朝の会終IF後、文字、音読、読書、漢宇、詩、読み聞かせなどを行い、語
彙力をつけたり、構成力をつヤすたりするための日常的・訪1練的な取り組みにより語彙力の充実



を図る。

言語環境を整える取り組みは、同時に子どもたち同士がお互いの学びの成長を確かめ合え

る仕掛けになっている。仲間の良いところを知り、伸間のおかげで伸びていることを実感できる。

全員の伸びが全員の喜びとできる学級・学校づくりに貢献している。その意味で、次の項目とは

車の両輸のような関係にあり、切り離せないものである。

(露 )他と闘わりながら深めていく学習活動の展開

・ミニ集会 2学年単位の集会を行うことで、学びを表現・発表し、異学年が交流する場を設定
し、学年の壁を越えたたてのつながりを強化する。また、本年度は集会以外にも運動会競技や

校内作品展、児童会行事でも縦割りを強く意識した企画運営がされた。

・授業の設計  「教材をどう教えるか」ではなく、テーマに追るための子どもが主体的に学び合
う授業を国語科でどう構成するか ?学び合う人間関係を日常生活に生かすには ?

国語に限らず、さまざまな学習活動の場で、グループの話し合いなど、子ども同士の緊密な

関わり合いを意図的に仕組み、思いを語り合える仲間をつくる。そして、ともに考えたり活動した

りする中で、互いを認め合い、学び合い、高め合う共同体的な感覚を身につける。授業で人間

関係を育て、人間関係を育てることで学びも深まる。そのためには、子どもの学びを教師中心の

活動から子ども中心の活動へと転換していかなくてはならない。

そこで、3つのポイントを押さえている。

①  学びの全体図を提示すること
単元の学習に見通しをもち、学習内容の目的やねらいを明確にして、学習課題をつ

かませる。見通しをもつことで、意欲的に学習に参加するようになる。また、教師の側も、

ねらい。学習内容と手順・到達目標を明確にもつておく。

② 子ども同士を横につなぐための伸間との協同

教育の基盤は信頼に支えられた人間関係にあることは言うまでもなく、学級の中に、

自由で多様な発想を発言できる支持的風土があれば、子どもは課題の解決に向けて進

んで取り組む。そうなるためには、従来の一斉指導で!ま難しく、協同学習の考えを取り

入れた小集団学習が有効である。

そのために、場面に合わせて机を配置、話し合いを広げ深めるためにホフイトボード

を活用したり、話し合いのルールや役割を作つたりする。こうした他者との対話により関

心お意欲 0思考。表現力が育成され、仲間との協同により自分が伸び、友だちを自分が

fllばしているという有用感桃 つことが、次への意欲につながる。

③ 振り返り活動 (自 己評価)

学習したことを振り返る活動により、友だちの良いところを発見したり、自分の良さを再

認識したりする。また、教師にとってはアィードバック情報として、授業の修正・改善に生

かす。なによりも自分の現在の立場を確認する作業:ま、学びが極めて個人的で、狭く軽

くなつている現状を打開する一つの方法で曲 いかと思う。



実践例

5年2組 「伝え合って考えよう1(教材「人と『もの』との付き合い方J)

(1)ねらい「ごみ問題つてなあに」をきっかけに、自分なりの課題をもつて調べ、発表して交
流し、まとめようとして書くことを通して、自分の生活の中での「ものJとの付き合い方を

見直す。

本単元は、特に「聞くこと」「書くことJに焦点が当てられている。テーマをごみ問題や人と「も

の」とのかかわりに絞ることで、交流会では友だちの考えと自分の考えとの共通点や違いに気づ

・き、さらに自分の考えを深めていくことをねらつている。自分の考えと照らし合わせながら友だち

の考えを「聞くこと」で自己内対話をし、さらに、「書くことJで自分の考えを確かめたり深めたりす

ることを大切にしている。これらのことを通して、確かな「聞く力、話す力、書く力」を身につけさ

せていくことができると考える。

(2)指導計画

第1次 学習の大まかな流れを知り、調査計画を立てる。

第2次 調査活動を行い、交流会を開く。

第3次 深まった自分の考えを書く。

(3)本時の指導

目標 ・聞き手を意識しながら、自分の考えを伝えることができる。

・自分の考えと照らし合わせながら、相手の考えを聞くことができる。

展開 1、 一斉(6分)本時の学習について知る。

2度目の交流会、調査内容が異なること、本時の学習の流れを確認す

る。

2、 グループ (20分 )交流会をする。

発表2分、書く1分、交流3分 X3セット

3、 一斉 (15分 )感想を発表する。

全体の学習形態 (車座)にする。

4、 個人(4分)振り返リカードを書く。

事後反省会で

学習課題の提示、学習手順の明示など、十分な時間をかけていた。また、単元の流れを掲示し

見通しをもたせるなど、児童の学びを促す工夫がされていた。車座の形をとり、学習活動に応じた

座席配置になっていた。



話す、聞く、伝え返すという、コミュニケーション技能に関わる目標が明示され、学習後の振り返

りでも同様の評価鍮視点を用意している。このような首尾一貫した計画|ま大切なこと。一斉形態の

交流で、子どもたちの中で話し′合いが進んでいた。教師の介入が最小限にとどまり、必要な視点
の転換など|1支援を限ってぃた。学級を課題解決で協同する集団として育て上!ずている成果が

垣FHD見える。

3.成果と課題

0進度のばらつきや活動の意欲を持続させるということから、学習の流れを提示し、見通しをもた

せることはよかつた。

・個人の活動の次にグループで確認し合ったり、考えを出し合つたりする場をもつことで、自分

が気づかなかったことを見うけたり、自分の考えに自信をもつたりできた。個人の考えをグルー

プや全体で交流し、深まった考えをまとめて書く活動を通して、友だちの考えがあるから自分の

考えが深まることに気づかせることができた。

・グループでまとめられた意見を発表するだけで、その後の意見交換が不十分で終わる場合が

ある。学習課題に有効に働くグループ学習を今後も研究していく必要がある。



第2懲科会 電4i50～ 16:5o

会 場  福社会館 4階 401

動言者  犬出市立楽田堪ヽ学校    有本 高尉
練馬区立第二小学校    荒木 正志
神戸大学         伊藤 篤

国会者  犬山市立城東JJL学校    水谷 茂

発 表 ① 心をあわせ,力をあわせ,共に学ぶ子の育成
米調査隊 F米・lyりから学ぼう 広げよう 深めよう」の授業

実践を通して

犬山市立羽黒小学校    高本 泰子

② 分かる喜びを味わえる算数科学習
野田市立山崎小学校    船橋 高念



籠盆分科奎 ⑪

艤審趾わは,力を輯鵜鬱,哭 |こ睾夢予聰由釉
米鯛鷺蠍「米作りが嚇学ぼう 鷹ばよう 灘珈よう』聰授業製餞警通して

愛知県大山市立羽黒ノ』ヽ学校 高本 泰子

1譲 鶴絣に

本校では,子どもたちの「自ら学ボカ」を育む授業づくりをめざしている。総合的な学 '

習の時間の学習においても,毎年,学年当初に子どもたちの実態や願いに合わせたテーマ

を設定することから始め,子どもたちが大達と協力 しながら主f4‐的に学習を進めることが
できる授業づくりに取り組んでいる。 5年生では,社会科学習との関連を考え,米作り体
験を含めた F米Jに関するテー・ヾ を設け,米作りの体験活動を出発点とヒノで自分たちの課
題を設定し,それを追究してまとめ,発表するという活動

を行つている。今年度|ま「学び合うJと いぅ視点から,特
に,学習したことを伝え合う段階を重視 したいと考え,発
表の場などのように設定するかにつ秒でも重点的に考えな

がら学習を進めてきた。

量 機難靱実麟 輸総合飾な学
"の
鋳聞 (機 難範)のな呼組み～

1 子どもたちの姿
犬LIJ羽黒地区は,田畑が混在し,米作りや犬山市の特産物である挑作りが行われてい

ゐ。そのような地域で育つた子どもたちであるが,地域の社会的事象に対する関心は決
して高いとは言えず,学年当初は,身近に見ているはずの米作りに対する知識も乏しか
った。しかし,多くの子どもたちは,社会科の学習がきっか:すで羽黒の米作りについて
聞′かを持ち始め,「米についてもつと調べてみたい」「自分たちも米作りをしてみたい」
「羽黒の米作りについて知りたいJな どという気持ちの高まりが見られるようになった。

2 単元「米調査隊」の設定  ※資料 1参照
米作りに対する関心が高まった子どもたちに対して,総合的な学習の時間の単元墓を
F米調査隊Jと し,大テーマは,「米作りから学ぼう 広げよう 深めょう」とした。
(1)単元の目標
。 米作りの体験を通して,農家の人の苦労や米に対する思いを理解するとともに,
主食である米や “食

讐
始のものに関心を持ち,様々な角度から考えることができる。

(2)め ざす子ども像
。 米作りに積極的に関わって活動できる子
。 米作りの体験から,由 分なりの課題を見つけ,友逮と協力しながら主体的に違
究し,ま とめ,表現できる子

-1…



。 調査や体験を通して,地域の人たちとの関わりを多く持ち,農家の人|の苦労や

米に対する思いが分かり,自分たちの “食"について考える予

3 年間計画 (46時間完了) メ資料 1参照
米作り体験活動と大テーマから予想される子どもた

tら
の活動をもとに年間計画を作成

した。田植えを終えた頃から,課題設定,グループごとでの追究活動を行い,稲刈りや
脱毅の終了後,ま とめ,発表の活動を行つていくよう計画した。特に,ま とめの発表に
ついては,子 どもたち自らの学びを深める大切な交流の場 l‐

~f3~と

とらえ,他の行事との兼
ね合いから 1月 末に計画した。

4 活動経過  ※資料 2参照
(1)獲達と話し合い,課題をはらきりさせょぅ|の段階
「米作りから学ぼう」という大きなテーマを提示 し,「米」に関することでやって

みたいことや知りたいこと,調べてみたいことなどをまず個々に自由に書き出させ

た。その後,学級全体で話し合いながら共通するものをグルーピングしていくと本

学級 (27名 )では,次のような 5つのグループ,そ して,学年全体では 16のグル
ープができた。共通課題を持つ友達ができ,自分の課題が明確になったことでどの

子も今後
1の
追究活動に対する意欲を高め,早速,家庭でインターネットを活用して

調べたり,学校や市の図書館で関係のありそうな本を借りてきたりする子の姿が見
られた。

グループの課題 (本学級) 人 数
米の秘密をさぐろう ～生長 。種類 0成分など～ 7

米からできる物 大発見 ! 4

世界の米料理を調べよう 7

すずめよ:すで稲穂を守ろう 4

かかしで米を守ろう 轟

(2)

く

①

達比_協力しながら謀悪を西死薇 巧 の段階
「米からできる物 大発見 ]」 グループ (4峯 )の様子 >
何をどのように調べていくのか話し合 う。

。 「酒」「せんべい」「酢」「餅」の四つを二つずつに分 !す ,二人ずつで担当し
て調べていくことに 1ノた0

C 図書資料 ,イ ンターネットで調べる。その
後,実際に作つてみたり,実際に見学 3取材

に行つたりすること|まできないかを話し合い ,

教師の支援で酒については,学校の隣の酒進

工場に出か |す ることにした。

② 酒め担当者 2名 で見学 0取材に出かまする。他
の2名 は,学校で他の調べ活動を行う。

… 2-



③ 取材 L′て分かつたことを早速、グループの他の2名 に教える。そして,「 これ
をまとめて他のグループの子たちにもぜひ教えたい」と申し出る。

(3)置べたことをまとめて発表しよ」の段階
「調べたことをみんなに発表 したいJ「お世話になつた方々に感謝の気持ちを表し

たい」という子どもたちの思いから,次に示したような学習計画を立て,学年全体

で「米こめフェスティバルJを開催することにした。

表 1  発表会実施学習計画 (12時間完了)
学 習 内 容 (形態) 時間

1 発表計画を立てる (グループ )
露 発表会の名前や発表会を成功させるために必要な係を考える (全体)
3 発表会に向けてグループ発表の準備をする (グループ) 3

4 各係に分かれて発表会の準備をする (グループ) 4
5 発表会「米こめプェスティバル」を開催する (全体,グループ,燿 ) 3

① 発表計画を立てる (グループ)
どのグルTプ も課題追先の段階から,自 分たちが調べてきたことをどのような

形で発表したいかについで話し合つていたので,こ こでは,分かりやすく伝える

発表,よ り注目してもらえる発表をするためには,どのようにしたらよいかをさ

らに検討する時間になつた。その結果,B紙にまとめて説明する以外に,紙芝居
にして発表する,せんべい試食 =―ナーを設ける,わらじ体験コーナーを作る,
クイズ形式で発表すめ、ショー トコント風で発表するなどのさまざまなアイディ

アが出され,具体的な活動にとりかかることにした。

② フェスティバル開催に向|サて必要な係を考える (全体)
みんなで話し合い,発表会の名前を「米こめフェスティバル」と決めた後,子
どもたち|ま ,「米こめフェスティバルを成功させょう」という共通テーマのもと,

必要な仕事を考えた上で話し合い,大 きく3つの係 (会場,運営,宣伝)を作る

こと|こ した (表 2)。

表 2  米こめプェスティバルの仕事分担

ここでも,自 らの希望で係分担を行い,それぞれの係でプェスティバルを成功

させるにはどうしたらよいかを話し合い,各係内で仕事内容を考えながらさらに

分かれて活動することになった。

③ 発表会に向|すてグループ発表の準備をする (グループ)
短時間で籠率良く準備するには,グル t―‐プで仕事仰役割分担をいかに行うかが

大切となる。調べたことをB紙にまとめ,発表するグループでは,全体の構成を

係 担 当 す プ０ 役 害苺 ′入

会 場 会場作り (発表場所設置,飾 り付 |す 参照明,放送,)案内表示作り 33

運 営 司会進行,発表に対する表彰の考案,接待 13

宣 伝 校内校外用広告作 り,広告配布,案内状作り。霧待状作りと発送 34

-3-



考える,文章を考える,絵を描く,文字を書く,発表原稿を考えるなどの仕事を
分担をし,一人一人が自分の役割を果たしながら

活動を進めてきた。また,学級内で |ま ,他のグル
ープの進み具合をお互いに見ながら質問したり,

発表方法でよいと思われることについては自分た

ちにも取り入れたりしながら、さらに工夫しよう

という姿が見られた。

④ 各係に分かれて発表会 「米こめフェスティバル」の準備する (係のグループ)
アニスティバルの企画iから当日の運営まで、できる限り子どもたちのアイディ

アを生かし,子 どもたち自身の手で進められるよう支援 してきた。当日は、これ
までお世話になった方を招待して、運営係の司会進行により次のような日程で行

う予定でいる。

第一部

第二部

<米 こめフェスティバル当日の日程 >
「伝えよう 1私たちの成果を」        lo時 40分～12時

「味わってはしい lば くらの感議まの気持ちを」 13時～14時30分

轟 考鱚
学年全体で実施した米作りとグループごとの課題迫究活動,そ して,ア _T_ス ティバルに
向けての準備とこれまで長期に渡る活動を行つてきたが,終始,子 どもたちの主体的な姿
が見られた。これらの活動により,子 どもたちは,一人で|ま困難なことも協力すればでき
ることや,友達と議し合うことでょりよい解決方法が見つ:す られることを体験を通して学
んできた。 1月 30日 に実施する「米こめフェスティバル」では、子どもたちが他のグルー
プの発表を聞き,米についての自らの学びをさらに深めることになることを期待している。

おかけに

現在,子 どもたちは「米こめフェスティバルJの準備で忙しい無日を送っている。「自
分たちで考えた事を友達と一緒にどんどん調べてまとめていくことができるか怒総合の学

習が一番好きJ―そんな声をある子から聞いた。自分たちが設定した課題解決のために自
分lr■何をしたらいいのかをきちんと理解して実践し,できたことを喜び,それを他の人に
知らせるためξこまとめ,発表するという一連の活動を,友達と一緒に考え,悩みながらも
進めていく中で,充実感や学ぶ喜びを味わっている姿が始こにはある。複雑化している社
会を子どもたちがたくましく生き抜くためには,このような活動の積み重ねから得られる

総合的な力こ考必要なのではなかろうか。これからも子どもたちが友逮とうまく蘭わり合

いながら学び合いができる授業づくりに努めたい。

-4-



わかる喜プを味わえる算数科学習

千葉 野田市立山崎小学校  船橋 高志
1.は じめに

本校教育簿標の「積極的に学習する予」を達成するには、児童の興味関j卜を高め、「わ

かる」喜びを体感し、一人一人が充実感を持てるようにすればよいと考えた。、児童が自

分の良さを見つけ出し、そ鍮力を発揮し、より向上したいという願いを大切にすることに

より、学校教育目標の「′か豊かでたくましい子J「積極的に学習する子」の育成を図ろう

と考えた。                          、

3.平成 18年度の取り組み

(1)研究の概要

本校は研究主題を昨年度に馨|き続き、「わかる喜びを味わえる算数科学習Jと し、研

究主題の中の「わかる喜び」を、次のように定義した。

「わかる喜び」|ま結果も含め、過程にかかわることが明らかになり、納得した喜びで

ある。

※「できる喜び」はできたという結果が表れた事に対する喜ぴであり、Fゎかる喜び

れま違う。

研究仮説は「単元の内容に即した指導法を工夫すれば、一人一人がわかる喜びを味わえ

る算数科学習が行えるだろう。Jと した。授業研究を通して明確になった課題を基に、平

成 18年度は次の点を柱に取り組んだ。

0 「学び合い』を取り入れた学習を行う。
算数の学習④特性として、個別学習の要素が強いが、「教えたい」「教わりたい」「自

分で考えたい」といった児童の様々な欲求に即した学習活動を取り入れ、他者との関わ

りを通してより理解を深めたり、学習への意欲を高めるようにしたい。そのために、ど

うような F学び合い」が適切か、どの場面や単元のどこで取り入れたらいいかを検証し

ていく。

ア.学び合いの場面

・自分の考えを比較・検討する場

。・自分の考えが持てない、理解できない時の教え合いの場

。グループで協力して、問題の解決を図る場

イ.学び合いの姿を検証し、まとめていく。

(山崎小の学び合い)

子どもたちが、お互いに関わることにより、理解を深めていくことができる、学習方法

の一 つ



各学国の学び合う姿

聞 く 擢蒙 く 話 す

低

学

年

・話す人を見て聞く。 役害1や手1贋にしたがって

考えをボー ド等に書ける

人に聞こえる声の大き

さで話す。

申

学

年

・相手の考えに反応しな

がら聞く。

自分の考えを文や図など

でわかりやすく書ける。

自分の言葉で自分の考

えを話す。

高

学

年

話の内容と自分の考え

を比べ、違いやおなじ

ところがわかる。

自分の考えをわかりやす

く書ける。

みんなの顔を見てわか

りやすく話すことがで

きる。

ウ.単元計画の中の「学び合い」の反映

② 「ふり返リカー ドJを活用する。
昨年度から取り入れているが、目的をはっきりさせて、よりよいものを作成していく。

ア.児童に学習の見通しを持たせるための活用

イ.児童が自分の学習をふり返るためf/b活用

ウ.教師が児童の学習への取り組みを知る資料としての活用

③ 学習の基礎・基本を大切にするよ

目に見える学力|まもちろん、算数だけでなく全ての教科を通して、小学生として必要

な学習態度を身につけさせる。

ア.基礎的学力の定着

・本校自作の「計算プリントJの活用
。野田市副読本「マイステップJの活用
・基礎的学力を定着させるための単元計画の申での計画的な取り組み

イ.学習する上での基本的約束の定着
。発表の仕方の定着 指名後の返事、発表する時のことばつかい
・友達の意見を聞く時の態度

(2)授業研究

① 7月 わ目 第1回校内研究会
2年「いろいろな形J(T・ T指導)

4年「角J (少人数指導)

今回の 2つの授業では、学び合いの姿がどうであつたかが、大きなポイントになった。

そのため、「ふり返リカー ド」にも学び合いの姿を、児童が自己評価できるような項目

を組み入れた。課題として、少人数指導の場合の教師問り違いをどういい方向に持って

いくべきか、また、児童に授業 1時間だけでなく、単元を通して見通しを持たせること

も考えてみてはどうかなどが出された。



②10月 31日  第2回校内研究会
3年「わり算J(少人数指導)

5年「図形の面積J(T・ T指導)

今回から、「ふり返リカー ドJの活用の一つとして、単元のはじめにガイダンスの時
間を設け、そこで、実態調査のほかに単元の学習の計画を知らせ、毎時の学習FFE題を確

認した。また、ノー ト指導の試みとして、見聞きで 1時間使用するようにし、毎時の学

習問題を予めガイダンスの際に貼り付けるようにした。課題として子どもの自力解決を

どうとらえていくかが話し合われた。

③12月 5日 第3回校内研究会
1年「ひき算 (2)」 (T・ T指導)

6年「比」 (少人数指導)

前国に引き続き、単元のはじめにガイダンスを設定し、ノー ト指導と合わせて単元の

計画を知らせた。 6年生では今年度から新たに加わった「選択」内容の授業を行つた。

選択特有の授業のねらいがあり、それをどうしていくかが課題になった。また、あらた

めて教材研究の考え方や子どもたちの学びの意味についても話し合われた。

4.今年度を終えて

今年度を通して、まず、子どもたちが友だちと共に学習していく姿が、あたりまえな光

景になりつつあると感じる。また、算数だけでなく、いろいろな教科や領域に「学び合い」

は存在していることもわかってきた。学び合いは、学習に対してだけで:まなく、学級経営

にも密接に関係しており、欠かせないものであることも明らかになってきた。そして、学

習の基本的な学ぶための姿 (しっかり返事をする、大きな声で発表する、など)が重要で

あることも感じる。今年度は 3つの柱について取り組んでみたが、それぞれのことが少し

ずつ明らかになってきた。来年度は、これらの課題をふまえ、研修を深めていきたい。



第3分科念 14:50～ 16:50

会 場  福社会館 4階 402

麟言者  犬曲市立城東Fjl学校    須賀 陽子
名張市立つつじ丘増ヽ学校  山本 美―
神戸学饒大学       ′Jヽ石 寛文

国会者  太曲市立東小学校     市原 尊光

発 表 ①  「こと|ざが1断をつなぐ,未来を作る」
―確かな説解力と豊かなコミュニケーション能力の育成をめざして一

大山市立犬山西小学校  長谷川紀美子

②  「やる気満々,のびのび表現Jできる城出っ子をめざして
～学びの自立を育む授業の創造～

小松市立今江小学校   林  量子



研究主踵「ことばが心をつなぐフ未来を作る」

一―確かな読解力と豊かなコミュニケーション能力の育成をめざして一―

愛知県犬山市立犬曲西だヽ学校

長谷ノ|1 紀美子

1

2

( 1

Fよ く考え,自 ら学ボ子」の実現のためには,自 ら学ぶ態度を養い,基礎学力を確かに

身につけさせることが肝要である。国語力 (こ とばの力)を育てることは,学ぶこと全般
において基礎を支えるという意味で,きわめて重要な意味を持つ。

(2)児童の実態から

本校の児童は概 して明るく元気で,のびめびと学校生活を送っている。
S活
発に活動し,

自己表現する様子を見受けるが,時と場所をわきまえた言動が取れているとは言い難い。
おしゃがり好きの児童は多いのだが,必要なときに的確な表現で自分の思いを伝えること
のできる児童は少ない。

学習に向かう姿勢についても,落ち着きや集中力が十分ではない。集会等の際には目的
をわきまえて静かにすることができない場面も多い。また,思いやりのない言動から友達
との トラブルも起こりがちである。国語力向上のための手だてを通 して,児童の自己実現
とあたたかい人間関係の構築を目指す。

(3)社会的背景から

読解力が低下しているということが,国際的な学力調査の結果から指摘されている。活
字離れが叫ばれてからは既に久しいが,携帯電話や IT機器の発達もめざましく,「対話」
も現代人の生活からは離れつつある。メール等によってつながる人間関係は,姿も見えず ,

実体のない不確かな「もろいもの」に思える。ことばの力を育てることによって,相手に

投げかけることばの重さを知り,自分の気持ちを伝え合って,と もに学ぶ教室からあたた
かい人間関係を作っていける子どもを育てていきたい。

3 研究の目標
(1)目標

○国語力を総合的に養い,言語によるコミュニケーション能力を育てる。

研究主題について 。(略 )

研究の動機

)本校の教育目標から

よ く 考 え ,自 ら 学 ぶ 子

曲 学

よく考え,自ら学ボ 明るく,思いやりのある子 強く,たくましい子



○国語科と他教科・総合的な学習の時FBIと の関連を図り,感動を大切にした教材の開発や

授業実践を進める。

(2)研究の仮説

○国語の授業研究や各教科 。様々な活動を通して,言語能力ならびにコミュニケーション

能力を高めることにより,教師が変わり,「 ことばが′泌をつなぎ9未来を創るJ明 るい笑

顔の満ちた学校が実現するであろう。

(3)研究の方法

①国語の授業を中心にして授業研究を進め,総合的に国語力向上を目指す。

②読書指導の充実。

③「伝え合う力」 (コ ミュニケーション能力)の形成によって「思いやりJの心を育てる。

④相手の気持ちを思いやる態度を育てる生活指導を推進する。

⑤言語環境の整備を進める。

(4)研究の組織

量細 究 。ことばを豊かにする研究・読書をすすめる研究を3つの柱として,研究を進

めた。

3 授業研究
(1)国語力

わたしたちの考える国語力とは, 日本語を媒介として読み取り,考え 音声や文字で豊か

に表現し,コ ミュニケーションする力 である。

(2)授業研究の方針

(ア )到達点を見通す

<見通しを持って学習する>

児童が自分の学習を見通すこと

ができるように,到達点を明確に

した。

読解→表現→ コミュニケーショ

ンの段階に沿って,学習の最終段

階までのプロセスをしっかりと理

解 して学習を進めることができる

ようにしていくために,単元の構

成 (単元学習計画)を学習時に常

掲 して,1時 間ごとに自己評価に

よって学習をふりかえり,次 を見

通 し,単元の学習における自分の位置や次の活動をいつも確認できる状態で学習を進めた。

(イ )書 くことを重視 して,それぞれの考えを構築す鶴ことを目標とする

自分の意見を相手に効果的に伝えるためには,ま ず筋道を立てて自分の考えを述べるこ

とができなくてはならない。根拠を明らかにして,自 信を持って考えを伝えるために,じ
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っくりと書かせた。 自分の調べたことや意見を伝え合 って,成長する子どもたち鈴姿を見

たいと願 って, ワークシー トの様 々な様式を正夫

してきた。

(ウ )学びの協同体作り

『 く 義 し の 中 ゆ 和 と 洋 』 チ ヤ レ ン ジ カ … 浮群Q2

<書 くことを重視する>

<ルニブ lプ ックで評価し合う>

同じ課題で調べた児童,異なる課題で調べた児

童の交流 。学び合いを組織した。説明文の読解で

話し合ったり,発表の練習場面で助言し合ったり,

発表を聞いて質問したり,意見を述べたりする中
で友だちのよさを認め合い,お互いを高め合う姿を求めてきた。
以上が授業研究で追究してきた3つの柱である。

(3)単元の構成と具体的な手だて

下のような構成で国語の単元の学習を進めた。

読 解

↓

表 現

↓ ,

コ ミ ュ ニ ケ Tシ ョ ン
児童は表現活動を意識 して,読解の学習を進める。児童が自分に照らして感想を持ちな

がら,ま た,時には批判飾な立場から読み取っていけるように,読み取ったことを情報と

して選択 して取り入れることができるように,書 くことを重視してきた。文章を読む力を
つけることは,考えて自分の思いを伝え合うコミュニケーション能力を高めることにつな
がる。実現を目指す読解力を下のように定義した。

読解力・・・・・・活字を読み込む力・資料を調尋敗る力。受け身になりがちな情報社会で自分

で考え,判断するための基礎となる力。

手だて1 学びを見通す単元学習計画 手だて2 昔譴重視

壁新聞"紙芝居,劇,ス ピーチ,新聞,絵本,座談会等様々な表現方法をとりながら,児童が言語

一師』一メ＝ゲ一Ｌ“．Ｆ凛．島「一『̈一〓網聾．一計「．一・‥―　　・………・．ｌ一　‐．一

∴押一　　一一一〔一中「一一一一一”一一一一一一一一〓鵡７一一嘲̈一「“り一一一一”“一一一一一一一〓

一̈一　　一一一一一一・一・一・一一一一一一，”，一・”一一一一一一一」一一一」“一一一一一一一一一一一一“一一一一一

(目的をもって)文章を読み取る。

読み取ったことを生かれて,表現活動をする。

(    ・
鯖 鐵 )

作品発表や話し合い活動によって伝沿 う。

滞輩
=・

‐
:轟
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能力を伸長し,倉J造力を発揮していくことができるように」活動内容や手だてを正夫しながら支援 lノ

てきた。表現力を下のように定義した。

表現力……取り入れた情報を再構成し,発信糧ていく力。自分の考えや思しヽを動轟鉤な

方法を選んで表現する力。

手だで3 書 くこと (lジ ライ ト)を手がかりとして

③コミュニケーシ轟ン織階

手だで4 目的をもって論む

形態や方法を工夫しながら,豊かなコミュニケーションを倉J造 していく。コミュニケー

ション能力を下のように定義した。

コミュニケーション能力・・・…互 tヽを認め合う豊かな心・思℃ヽやりに支えられる情報活用

能力・情報を言語化する能力,情報を発信し,受容し,活用する能力.

手だても 学び合い,高蛉合う 手だて6 話し合し覧のマナーとルール
1,1:

<発表の練習をする(アト
゛
ギイスしてね)>

くたんぽぽげきじょう発表 (1年生のみなさん聞いてね)>

ればならない。

4 成果と課題

<どうボつクイズを出し合う(この本に書りであるよ)>
(4)他教科・総合的な学習と国語力

国語力は,国語科の授業だけで育てるもので

|まない。国語以外の学習においても,国語力向

上のための手だてを重ねてきた。他教科,総合

的な学習や行事の折にも,様々な場面で国語力

は育もていく。また,本研究でも,こ とばを豊

か:こする研究・読書をすすめる研究を並行して

進めてきている。学校生活・家庭や社会生活全

体で子どもたちの国語力向上を支えていかなけ

授業研究において lよ単元学習計画の常掲によって,見通 しを持 った学習が進められるよ

うになもてきた。話を聞くことの大切さを強 く自覚できてきた様子を見受ける。教師の同

僚性も高まってきている。書 く力 |よついてきた反面話 し合いの場面で |よ ,ま だ,自 分の考

えを出し合って,対話できるレベルには達 していない。今後追究 していきたい。

4-



「やる気満々,働ぴ働ぴ表現Jできる城山っ子奄綸ざしで
～学なの臨立登曹む授業の割遺～

1.主題設定の理由
石メ|1県小松市立今江小学校   林 貴子

本校では,平成 15年度より「やる気満々,のびのび表現」を主題に掲げ,自 ら課題に取
り組み自分の思いを表現できる子に育てたいという願いから,「国語科」,「算数科J,「情報J,

「道徳J,「総合的な学習の時間および生活科」の 5分野で研究を進めてきた。平成 16・ 17
年度 |よ,特に,算数科において「指導と評価の一体化を図る授業実践の工夫」をテーマとし,
一人一人にF確かな学力」をつけることを目指 して授業改善に取り組んできた。その結果,す
べての児童が「できる 。分かる」ようになるために,事前に個に応 じた支援を準備 し,事後
には補充的な指導を行うなど,評価を次の指導に生かす学習過程を組み立てることが学習内
容の定着につながることを再確認できた。また,協同学習に取り組んだことで,「 自己の学習
に責任を持つことの大切さ」を知り,「友だちと関わり,学び合う楽しさを感 じる」児童が増
え,学習への参加度が上がった。しかしながら,一方で以下のような課題も残っている。
・基礎・基本の力を生かし,新たな問題解決に取り組む力が十分ではない。
・基礎学力調査では学力がまだ十分についていないと見られる領域がある。

・人と積極的に関わり合いながら学びを深めていく力が十分ではない。

・自ら進んで意欲的に課題を追求し,解決していく力が育っていない。
そこで本年度は,これまでの取り組みを基盤としながら上記の課題を改善し,さ らに主体
的に学んでいく力を育てていくための手だてを工夫することで,研究主題に追ろうと考え,
副題を『学びの自立を育む授業の創造』とした。「学び」の手ごたえのある授業づくり,学習
の流れを教師と児童が共有し,ね らいが明確な単元構想及び授業設計など,学びの自立を育
むための授業改善にさらに取り組んでいきたいと考えた。

2.研究の全体構想 (一部抜粋)(一部抜粋 )



3.研 究の方法
<学びの自立を育むために>
児童が,生涯にわたって自ら学び続ける姿勢を育むためには:授業に主体的に取り組
む経験を積んでいくことが大切である。そのためには,教師主導の「教え込む授業」か
ら児童主体となって取り組む「学びの授業」への転換が必要である。そこで,次のよう
に指導方法の工夫を試みた。

・「学び」の手ごたえある授業作り

・児童に学習を任せられる教材準備

・個Eljの学習・協同の学習を通して身につける学習態度の育成

・学びの自立を育む授業モデルとしての「単元見通じ学習Jを実施
① 指導と評価の一体化を図る授業実践の工夫

ア争授業設計を工夫する

イ.徹底した教材研究を行う
ウ.授業研究を指導改善に生かす
工.基礎学力調査を生かす

② 協同学習の推進

ア.協同学習の有効性を生かし,教科をはじめさまざまな教育活動の場に取り入れ学
習に対する主体性を高める

イ.グループづくりを工夫する
ウ。ねらいにあった活動形態を工夫する

工.「算数科における学ぴ合いの視点と系統表」に基づき,系統立てて学び合う姿勢
を育む

4:研 究の成果 と課題
◇ 関わり学び合う学習過程を'よ り多く取り入れてきたことで,児童の中に励まし合い 。

助け合い 。高まり合おうとする人間関係が生まれ,授業の基盤である安定した学級づく
りができた。

◇  「本時のねらい」,「評価規準」,「学習課題」の整合性を高めることで,子どもと教師
がねらいを共有し,同 じゴールを目指して質の高い授業を行えるようになってきた。
◇ 研究の進め方や授業研究の行い方にも協同学習の理念を生かし,学習会を計画的に設
定したり少人数によるグループで研修を深めたりした結果,教師の授業改善に対する意
識が向上した。

◇ 毎時間の学習過程において形成的評価を重視してきた結果,個のつまずきを量的・質
的の二面から捉え,よ り個に応じた支援ができるようになってきた。

◆ 児童の自力解決に向かおうとする意欲を高め,「助け合い,励まし合い,高め合うJこ
とで得た成就感や満足感が持てるよう協同学習を取り入れた授業改善に工夫を凝らして

いく。

◆ 子どもたちが見通しを持ち,主体的に取り組むことができるように教材研究を一層深
め,学習課題の設定についてさらに工夫していく。

◆ 基礎的・基本的な内容の定着を図るために家庭との連携をさらに進め,個に応じた支
援計画を立てて,学びの自立をめざしていく。



第4分科会 14:50～ 16:SO

会 場  福祉会館 5階 5ol

助言者  犬山市立南部中学校    大矢 恵一
野田市教育委員会     大関 健道
南曲大学         宇田 光

国会者  犬曲市立南部申学校    河村 雅之

発 表 ⑪ 豊かで潤いのある学びの追求
犬山市立城東中学校    岩田 不□敬

② 実践から見えてきたもの
～豊かな学び含いをめざして～

野田市立南部中学校    梅  健



豊かで潤い鍛ある学びの追究
愛知県犬曲市立城東中学校

岩国 秘敬

城東中学校のめざす F学びの学校づく

(1)「かかゎり合いJ、「支え合いJ、「認め合いJ、「高め合う」学級環境 。学習環境の育成。安心感と帰属意識が活動効果 。学習効果を高める。
* 学級やグループで、誰からも非難や無視をされず、失敗をしても受け入れて
もらえるという安心感。
学級やグループで自分は、周りにいる人と「つなメっているJ、 周りの人か
ら「支えられているJ、 周りの人の「役に立ってぃる」、と感じる帰属意識。
つまり、生徒が脅威を感じることなく、周りから自分の考えを受け入れられ
たり、事情されたり、建設的な感想や足りない点を教えてもらえたりするよう
な環境づくり叫努めている。

(2)質の高ぃ「学級集団J、「学習集団」づくり
・集団づくりの視点 ,_
*人間関係・信頼関係の育成 :心が通し)合う人F・8関係・信頼関係:ま、集団生活を

生き生きと送るための基本:
:安心して心地よく生活し、学習できる環境の基本
には、ルールやマナーの定着が必要。
:軍標を具体的に設定し、個々がそれを十分理解す
ることで、集団がその目標に向かってまとまるこ
とができる。
:生徒個々の役割を明権花すぅことで、活動・学習
の動機付けができ、学級やグループに貢献し、共
に活勁・学習し、自分の力を発揮できる機会がで
きる:ま た、個人の責任感を養ぅことができる。

協闘学書
｀
の定義 (日本協同教育学会の定義から)

l 互恵的相互依存関係が成立している
2 学習目標の達成とグル…プの成功に輔する学習者自身鋤責儀が明確になってlr lる3 促進的相互交流の機会が保障され、実際に相互交流が活発に行われ,てい儀4 「協同」の体験的理解が促進されている

*ルール・・マナーの定着

*具体的な目標の設定

、*役割の明確化

豊かで、潤いのある学びの追究
・・豊かで潤いのある人間関係が、学びの力や意欲の源・・

生徒同士や生徒と教師の「豊かで潤ぃのあるJ人間関係が、学ぴの力や慧歎の
基礎と考え、積極的に人間関係能力を育成することを通して、教育力の向上ゃ学
校改善に努める。



(3)城東中学校集団育成のモデル

他との関わりを持とうとしない集団

*集団づくりの視点    *集 団づくりの方法
1 人間関係の育成    体験的な学習 (特に、ク゛ループアフ・響…チの導入)
2 ルール・マナーの定着  1 グループワークトレーニング (GwT)
3 具体的な目標の設定   2 構成的グループェンカウンター (sGE)
4 役割の明確化     3 特別活動 (生徒会活動)

4 部活動
*集団状態の把握・・・Qu(楽 しい学校生活を送るためのアンケー ト)

お互いを認め合うことができる集団

(信頼関係ができている集団)

*授業や様々な活動で活用できる指導 。学習形態

1 生徒同士がかかわる活動
2 班・グループ活動
3 話し合い 。ディスカッション活動
4 教え合う活動
5 聴き合う活動
6 役割行動の多様化 (いろいろな役割を経験する)
*学びを深めるための授業や活動場面での学習モデル

個人の思考 :個人でじっくり考える場画

班・グループ、クラス全体の思考
・個人の考えの発表
。他の考えの吸収  ヽ
・比較・吟味
。新しい、質の高い考え・アイデアの創造

「学び合い」0「高め合いJができる集団

“2‐



尋 実践事蠅
(1)上級生が下級生を指導する活動 (「橋渡し集会」に向けての活動)を通 して
事業式誨 :こ 3年生と、 1・ 2年生との「橋渡じ集会」 (本年度は 2月 26日 )
を毎年実施している。そこで、 1・ 2年生は Fよ さこいプーラン」を踊るのが伝
続になっている。 その踊りの振り付けを2年生が、 1年生に指導している。
この活動には、「集団づくりJの 4つの視点が組み込まれている6
ア 体育大会や舎唱発表会で培った人間関係・信頼関係 (注 :参照)をベースに
して

イ 活動の時間を厳守したり、指導する 。指導してもらう時のマナニやスキルを
意識たりすることを通 して、ルールやマナーを自然と身につけ

ウ 『「橋渡し集合」で3年生を気持ちよく送りだし、感謝の気持ちを示す』こ
とが目標であることを全員で理解して、

工 2年生が 1年生∵人一人を担当して踊りの振り付けを教えるという役割を    
・

担う

という4つのねらいが自然と (意図的に)身に付くように仕掛けがしてある。
教師は、裏方に徹して、生徒を全面に押し出すよう:こする。活動を通して、

集団の質が高まれば、学習目標 (振 り付けを教える)の質も高まる。また、
達成感や充実感、責任感、自己効力感も増し、さら・に集団の質も高まる。

注)本校では、体育大会め応援や競遊種目に縦割りを活用している。そめ鰊審
には、3年生が中心になり、企画や練習で102年生の指導をする1また、‐
合唱発表会では、体育

:大
会時の経割リクラスを生かして、合唱交流を行い、

上級生が下級生の合唱のアドバイスを行っている。          1

。(2)グループワニク トレーエング (cwT)の活用
。学級集団・学習集団づくりための方法として、グループ・アプローチの一つで

あるグル■プワータ
:卜'レーニング (ラボラトリーメソッドによる体験学習)の

活用 している。

*学級暴団づくりでは、特に、人間関係づくり1本間関係能力め青1歳:'
学ヽ習集団づくりでは1特に、力の合わせ方。協力の仕方、役割め意識め1育成。

(3)道徳の授業を通して
・現在の道徳授業の4つの主な指導方法

ア 価値の内面化方式
イ 鸞ラルジレンマ授業方式
ウ曜》授業方式
工 価値の明確化方式

‐
3時



「価値の明確化方式」の道徳授業とは

(価値の明確化方式の道徳授業で身につけさせたい力)

ア  「自分づくりJのカ
*「 自分の生き方を自分で選び取る力J「 自分の人生を自分で創 り止げるヵ」
価値が多様化 した今の世の中、もっと多様化するであろうこれからの世

の申では、昔と比べて、「どのように生きるべきか」を社会からは提示 し

てくれなくなってしまった。従って、多様な選択肢の中から「自分の生き

方」を自分で選び、Eljり 上げていく力を育てる必要がでてきている。
イ 自分で問題を発見し解決する力
*「問題発見Jと 「問題解決Jの力                、

今の社会が直面 している多くの問題、例えば、環境問題、人権問題、生

命問題は、一定の答えのない、多様な考えが衝突する問題である。従ってЪ

子どもたちは、これらのFED題については「自分で」考え「自分なりの」答
えを出していかなければならない。そのための力。

「価値の明確化方式」の授業展開

*基本的な授業の流れ (「自分づくりJの力を培うための授業展開の方法)

写真、精聞記事、教師の自己闘示による思考の活性化

展開

習

グ ル :_プ
き 慶嘉 可

_A学

~習

ふ喜貰職 訃 I咄
に取り絶

*発表タイム・・他のメンドTの意見を聴く。
*質問タイム 。・否定的な質問ではなく、

他のメンバこの考えでよ
くわからなかったとこ:ろ
を聞く。   ぃ。・グループ内での聴きあい7ic動春島た量

見を全体で聴きぁ
.っ
たり、:焦点を

'絞っ
た話し合いを聴きあったりするこ権で
新しい考えや選択枝に気づき∵自分勢
考えを深めていく。       ●

。もう一度自分の選択した価値とその選択
理由とを改めて点撓じ直す。

:

入 学 膏

不 装蹴  趙蹴 を

‐4哺

導入

で

終末



実践から見えできたも鋤
一豊かな学び合いをめざして一

千葉県野田市立南部中学校 梅  建 
｀

1.本校の研究主題

たしかな学力を身につけ、主体的に学ぶ生徒の育成

～協同学習をとおして～

2.「『学び合い』つて何だ?

① 「学び合い (協同学習)」 の定義って何?

②本当に効果があるのか?

③本校で出来るの?

3.授業 (生徒の見方)浄ミ変わった

①「生徒のつぶやきを拾つて組み立てる授業」力E容易に実践できる。

②できない生徒も豊かな発想をもつている

③教師と生徒の人間関係が豊になる

④「子どもに任せる」発想

4,生徒はこう変わった

①先生に質問に来ない

②豊かな「つぶやき」

‐
1‐



③多くの生徒が主役に

5。実践から明らかになったこと

①全教科で実践する意味

②グループ編成、多様なメンバーなど「しかけ」の必要性

③教師の役割が明確になった

6.今後の課題

①生徒の自己評価と教師の自己評価

生徒の、意義のある「振り返り」はどうあるべきか。

教師の自己評価、生徒評価を変える必要がある。

②教師の「問いか:す」の大切さ

「問いかけ」の研修 4_2行いたい。

7.参考文献

①塩田芳久「授業活性化の『バズ学習』入門」(1989)明治図書

②塩田芳久「バズ学習のめざす教育 塩田芳久講演集」(2000)揺蟹社

③ジェニ・ウィルソン&レスリー・ウィング・ジャン 吉田新一郎訳「『考える力』は
こうしてつける」(2004)新評論

④ジェイコブス,G「先生のためのアイディアブック」(2005)ナ カニシヤ出版

⑤ジョンソン,D.W「学習の輪」(1998)二弊社

⑥杉江修治「子どもの学びを育てる少人数授業理(2003)明治図書

⑦望月和三郎「ノいとこころの格闘技」(2002)一粒社
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第5翁科会 14:50～ 16:5o

会 場  福社会館 5階 502

助言者  犬曲市立犬曲中学校    奥村 英俊
主岐市立泉申学校     小栗 祥吾
懇城大学         伊藤 康児

司会者  犬曲市立東き5中学校    小川 仁史

発 表 0 “学び含い"を生かす総合的な学習
～東中グリーンマップ作りを通して～

犬出市立東部中学校    鍵野 英夫

②  『確かな学力を育む指導の研究』
～学ぶ意欲を高める授業を輸ざして～

小松市立丸内呻学校    本間 翼弓



“学び含ふ聰"を酒か彗鑢合的磐学習
～案中ゲ

gF―ンマッ寧作ιlを通じて～
大山市立東部中学校 鍵 野 英 夫

1  1ま じdウ :こ

"里 の学び"が本校の総合的な学習のテーマである。第 1学年は校区内の尾張冨
士で毎年 8月 に行われる市の重要無形文化財である石上げ祭 りの学習と参加、東中
グリーンマップ作 り、第 2学年は地域の企業を中心にした職場体験活動と 1年次か
らの学習を発展させた琵琶湖総合学習、第 3学年は修学旅行での首都圏総合学習と
学年のテーマとしている健康 と福祉に関わる福祉体験活動やボランテ ィア活動を中

心に地域に根ざした幅広い交流体験学習を進めている。

2 総合的な学習でのねらもヽ
(1)教 科 との関連
グリーンマップ作 りとは、そのali域の自然・文化・環境などを、調査・確認 し

て地図にまとめてい く取 り組みである。 1年総合では、校区の自然 。文化・環境
などを調査・確認 して東中グリマンマップ作 りを行っている。社会科での「羽黒

地区の歴史と文化の調査」や国語科・社会科での「石上げ祭りの伝承と歴史Jの
1学
習、理科では、「校内植物図鑑J作 りなど、教科での学習が更に深まり、発展
していくように計画に入れ教科と総合の学習を絶えずフオー ドバックさせながら

の実践を目指 している。

(2)行事・特別活動との関連
第 1学年「郷土学習Jの発展として、第 2学年では、宿泊行事「琵琶湖総合学
習Jに おいて、琵琶湖周辺の交通・産業・文化などについて、環境問題を中心に
数名の班に分かれて、調査・体験活動を実施 している。

(3)学習系統図
本校では3年間の総合的な学習を、図のような流れで提え指導している。

学び を
総合 し応 用 する

中学絞生 活の
オ リエ ンテー シ ョン

交流体験活動
逓江地方の自然・環境・ 歴史

調
購

分野創 優 入学 習
鍮近 な暮 ら しの中か ら

交流体験活動
石上げ祭 り参加

'中
学 校 生 活 の

藤 申 ぽ 督J… ン マ
生 活・ 文化・ 自然・ 鮮

総轟籍
オ リエ ンテ… シ ョン

‐
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(4)各 学年のテーマ     .
地域に根ざした幅広い交流体験学習を行うために、学校のテーマ『 里の学び』

から各学年では次のようなテーマを設定 した。

①  l年 生『暮 らしと郷土』
身近な地域の郷土を知 ることを第一と考え、石上げ祭 り 。東中グリーンマップ

作 りにつなげている。

②  2年 生『 暮 らしと環境』
郷土から環境をテーマとして、春の職場体験学習と秋の琵琶湖総合学習につな

げている。

③  3年 生『 暮 らしと健康・福祉』
健康 e福祉をテーマとして、国際理解を含めた首都圏総合学習と福祉・実践活
動の体験 (ボ ランティア活動等)に つなげている。
(5)身 につ 1サ させたもヽ能力

(6)
年間実践記録を作成 し、計画の見直しを年度末に行い、次年度の計画の手直しを確

実にやっていくことが大切である。

A=学年テーⅥ
一

挙習  B=行 |
学習活動への関心・童篠・態度【A】 む摯

第1学年の学習 【稟内ま崎数 翻 学年の学習 額】向ま崎数

前期の駿り織みの評儀【1】 A彗琵奮湖総合学習鶴準麟【翻】 事業研究の発表準備簸2】

A鶴土学習(GマップガイダンスXll
A難土学習《方法の検討と計画)【 2機

AB琵奮澪総合学習の準鱗【1】

AB琵琶滝総合学習の準備【鑽】

C卒業研究め斃我準備【2】

幸叢研究D難義準備【3を
前

中

性

AB琵奮瀬霧合挙習切準備【饗】

A日琵琶瀬籍舎学習【椰】

A冒近琵讐湖学習ゆまとめE2】

事業研究発表会《学年≫【8】

C卒襲研究 まと曖 群饉【9】

A福祉鶴識 体験く障害と高齢善介識〉【21

露3土撃習《翁マップ製齢 紙1藤 AC琵琶滝総含撃習尋全1申評価【1滉

AC環境学習(個人研究のまとめXl】 A健感麟話≪受験と餞勘 とまとめ【2】

難土学習く製作と発表準備)【 1】

環境学習C発表準備Xl】

環境学習く発表準備Xl】

A健康爽睦く食生活・運動・学靴 休養X2】

A健康実置く食生活・運動・学習と体養X2】

A健感謝話性 輝楽症)E2懇

断

中

餞

期土挙習《発表準備):1】

郷土学習く発表会》【窟】

郷土学習の評f繭【1菫

AC輩境挙習《発表準備Xl逓

全体発表会【2】

耀合のまとめと自己評価【1】 総合のまと蹴 自己評f面【1聰

‐
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⑪ 実神調査の地域が、身近であること。
② 少人数での実施ができるょうなテーマの設定が可能であること。
O 調査のための意見交換 。実地調査 。調査内容の整理とまと命 。発表

「
可能

であること。

3 総合飾な学膏鐘ぬける単ぴ合ぃ
東中グリーンマップ作りでは、
次の点に留意した。

～薫攀ゲリー )マ ップ作りを制 :こ～

取 り組離の中でお互いがかかわりを持てるように

以上の点を留意させる

査内容のまとめ方など、

とって、「気づき 。考ぇ

ことから、テーマの選択 。調査内容の確認 。調査方法 。調

多 くの面で話 し合い、考えることが可能となるこ 1年生に
。行動する」総合的な学習に適 した題材となると考えたこ

写真Φ l年生廊下に掲示した昨年度のグリーンマ
'プ

写真② 少人数の話し合い

4 影院制 特薫苧ゲリ…ルマップ作場をに 臨て～
(彎 ≫敷近な食料の利繭

①興味づ :サ

東中グリーンマップ作 りをスタ∵ 移させる前に、昨年度の生徒達が作成 したガ
リーンマップを廊下に掲示 し、自由に見られるようにした。 (写真①)グ リゃン
マップとは何かを自然に提えさせ、実際の活動に入る前に面白そうだなという感
触を持たせることができた。

om料 と態で
東中グリーンマップは、テ

ーマごとにt生活 (工場 。店 )
。文化 (文化福祉施設 )。 環

境 (交通・汚染 )。 自然 (動

物 。植物)に 分けて作成され
ており、自分たちが普段生活

している地域でも知 らなかった
ヽ
ことを発見 し、 F通 のメllに は、 こんな魚がいたん

だ」「あの石 (碑 )に書いてぁぅた内容は、こんな意味だっためかJと 話題にす
るよい資料とすること写できた。
《哩≫学び0鼈 lの糞粽

本年度、文化 。自然 。生活
0交通・汚染の 5っ のテーマ

で東中グリーンマップ作 りを

行った。生後の興味・関心に

より各テーマに分かれ、 3～
4人の少人数で調査方法や行
動計爾を地図上に記入し (写真②)自 分たちの実地調査の課題を明確にするため
に話 し合った。 3圏 聞翁実地調査で地́域をどう調べていくのか、 1回 圏から3国
目までの地域割を統請した。また、調べるポィントは何か、意見場饉し合ぃ、自
分たちが調査ずるべきことを明確にする通とができた。自然カミテーマのグループ
では、鱗同士のグループで「メ||を 申Jか に調べるJ「林ゃ麟圃 。畑を調べる」など

‐3暉



お互いの実地調査の分担を してゝ限られた時間の中で効率よく調査をすることを

考える班 も出てきた。事前に掲示 してあっ稔昨年の資料を見て、個で温めていた

考えを班内で「ノ||に生きている魚や生物を具体的に調べたいJな ど実地調査で調
べたいことを説明する生徒 も多 く聯ヽた。班内では、お互い硲考えを出し合しヽ、全

員カミ納得 して場調査活動カミ可能となった。

(3》 鑓鑢爾査

11月 の 3日 間を使 って、実

地調査を行 った。用水や小川

の調査では、中を真剣にのぞ

き込む姿や魚の様子を観察

し、メモする姿が見 られた。

また、地域の神社や石碑の立

(4》 薫申グリールマップの作成

調査内容を報告する会をテ

ーマEIJの 教室で実施 した。報

告後には、重な りを省 き、そ

れぞれの調査内容をどう活か

してまとめるかを話 し合 っ

た。「テーマに合った資料で

写真◎ 実地調査の様子

写真④ グリーンマップ作りの様―~■

っているところでは、普殿 llla気にすることもない碑文を写真に撮ったり、籍談をし

て、その内容をメモするなど協力して実地調査を進めることができた。実地調査後に

は、.テ ーマ別に別れ情報交換をし、次の調査への計画の見直しや準。備を行った。 1回

目より、 2回 目、そ して、 3回 圏と、調査内容 も明確にな り見落 としや ミスもな
くなり、お互いのかかわ りも増え、有益な実地調査を行う通とができた。

あるか」、「グリーンマップに載憶ることができ卜がゴ、お
=ぃ
の意見交換をする

中で、調査内容を整理する,こ とができた。さらに、実際の作成では、お互いがか
かわりながら絵を描く者、コメントを書く者等の役割を分担 し、わかりゃすくま
とめることができた。

(5)斃轟
東中グリーンマップ

の完成後、学年で発表

会を実施 した。

い おおり無
どの子も、興味 。関心を持って取り組むため》学習に参加 しているという突感を

持ちやすい。大切なことは、「実のぁる話し合いができること」「体験活動が目的に

あっていることJ「 グルニプ内でお互をヽにかかか りぁった取 り組数になっているこ

とゴである。

今後もかかわりを深め、高め合える学習にな卜手だてを考えたい。

学年発表会の様子

‐4‐



『確かな学力を育む指導の研究』

～学ぶ意欲を高める授業をめざして～

本聞 真弓 (石川県小松市立丸内中学校)
1.主題設定の理由と研究の全体構想

(1)主題設定の理由

確かな学力
:を
育むためには「課題に向かう力」すなわち学ぶ意欲を高めることが

大切なのではないかと考え、思考力、表現力など教科のつけるべき力を大事にしな

がら学ぶ意欲に焦点をあて、家庭学習に対しても主体的に取り組める支援を工夫し

たいと考えた。

(2)研究の仮説

授業理解と意欲の相乗効果をねらい次の 3つの仮説を設定した。

①生徒に単元の学習の見通しを持たせ 、ねらいが明確な授業を行つていけ|ず、生徒は意

欲的に授業に参BIIし、思考力、表現力を含めて学習の理解も高まるだろう。

②授業の中に主体的に学習に取り組む場面や、協同して学習する場面をつくり、自分や仲

.   間の成長を感じる評価を工夫すれば、生徒の学習意欲は高まるだろう。
③家庭学習 (予習・復習)のあり方を工夫すれば、生徒は授業に意欲的に取り組むだろう。

(3)研究の全体構想

3つの仮説から研究内容を「単元を見通した学習と毎時間の目標を明確に示す工夫」

「協同学習を取り入れた授業の工夫、評価の工夫」「家庭学習の指導の工夫」 とし 、

8つの手だて (2.研究の内容と実践にある①～◎)を考えた。 またこれらの実践
をささえるものとして

。基礎学力調査を効果的に活用する

。授業アンケートや学習意識調査を生かし、生徒の実態を把握する
.・
他教科を交えた授業研究を行びヽ、授業の改善に生かす

ことに取り組んだ。

2.研究の内容と実践

(1)単元を見通した学習と毎時間の目標を明確に示す工夫

①単元見通し学習の工夫・ :。「学びくん」 (シラバス的なもの)の活用と提示、
「     問題形式

②課題提示の仕方の工夫・・・黒板、ワークシート  |
③教材研究の充実 0。 ・・・ 。F学びくん」の作成七生徒の実態把握、授業研究



(2)協同学習を取り入れた授業の工夫・評価の工夫
④協同学習を取り入れた授業の工夫

・単元を見通して、主体的に学習する場や学び合いの場を設定する。

・協同して学び合う価値のある課題づくりをする。

・個人思考を大切にし、自分の学習に責任を持たせる。

・生徒に互いに学び高め合うという意識を持たせていく。

・グループ、ペア、二斉など学習内容に応じて活動形態を工夫する。

⑤評価方法の工夫・・・・自己評価、教師の評価、相互評価、評価のポー トフォリオ

⑥より良い学習集団の形成

●   (3)家 庭学習の指導の工夫
⑦「学びくん」の活用

③自学ノートの工夫

(4)実践をささえるもの
。授業研究会・・他教科との交流、授業参観用紙の活用による授業改善

・基礎学力調査の分析・・生徒の力を分析し、自分の授業を見直す機会とする

・授業アンケートや学習意識調査の実施・・生徒の意識の形成的変化や、授業の改

善の様子をつかむ

3.研究の成果と課題
(1)研究の成果
生徒の変容 。・①基礎学力調査から ②授業アンケートから

O各教科の研究実践から ④学年の取り組みから
教師の変容

。「学びくんJ作成による教材研究の充実、指導計画の工夫
・協同の意識を持って生徒を教えていこうとする姿勢

・客観的資料か.ら 自分の指導を振り返る

。生徒と共有した「ねらい」を常に意識して授業を進める

(2)今後の課ini
・「学びくんJの活用や、効果的な単元見通しの方法をさらに工夫していく。
・協同学習の基盤となる学習集団作り、課題の作り方、評価の工夫に努める。

・学習意識調査、授業アンケート結果の数fLT目標をどう設定していくか、検討す

るも

・「学びくん」をより家庭学習に利用できるように改善する。
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現職教育テーマ「自らの学びを倉J造する子どもの育成」
～伝え会う深め会うヵを誦ぼす指導の上夫～的指導目標

低

　

学

　

年

中

　

学

　

年

至1速度目標 (目指す学びの姿 ) 実現する具体的な場爾

課題を理解し、自分の考えを持つことが
できる。
自分の意見を伝えることができ島.

友だちの意見を聞くことができる。
誰とでもグループ学習ができる。
簡単な話し合いを進めることができる。
グループの考えをまとめて発表すること
ができる。
力を合わせて、みんなができるようにす
ることができる。

・分からないことを意思表示できる

er話 してもいいですか」などの声をかけ、きちんと伝えようとす
ることができる
・みんなの方を向いて話したり、みんなに聞こえる声の大きさで
話すことができる
0「どうですか」と聞くことができる
・ハンドサインやうなずきで反応することができる
。男女を気にしたり人によって態度を変えたりしない
。マニュアルに従つて話し合いが進められる
・ホワイトボー ドに考えをまとめて、役割分担をして説明できる

・グループで順番に回して答え合わせができる
・どうして間違えたのか話し合つて解決することができる
・友だちの手順や操作が合っているか確認し合って、正しく身に
つけることができる。
・自分の学習を振り返ることができる

課題を理解し、自分の考えを持つことが
できら。
自分の考えを分かりやすく話すことがで
きる。

自分の考えと比べながら友だちの意見を
聞く通とができる。

互いを認め合いながら、積極的にグルー
プ活動に関わることができる。
友だちの意見を受けて、臨分の考えを分
かりやすく話すことができる。
問題解決に向けて、分からなしヽことがあ
れば、友だちに聞いて分かろうとしたり、
困つている友だちにアドバィスをするこ
とができる。

巳話す人の方に体を向けて話を聞く。

こたくさんの人に聞こえるような方向を向いて自分の意見をわか
りやすく話す。
・みんなに聞こえるような声の大きさで話す。
・友達の意見に対して「どうですか。」と意見を求めたり、「oo
さんは私の意見 (考え)を どう思いますか。」と児童が指名して
つないでいく活動を行う通とができる。
・友達の意見を受けて「いしヽと思います」「付け足しがあります」
「私は、ここが違います」など、自分の意見を言うことができる。
・ホワイトボー ドに考えをまと静て、役割分担して説明できる。
・グループで順番に回して答え合わせができる。
'ど うして間違えた鈴か話し合つて解決することができる。
・友達の手llEや操作が合ってしヽるか確認じ合って、正しく身につ
けることができ る.
・自分の学習や友だちのよかったところを振り返ることができる。

高

　

学

　

年

自分の考えを分かりやすく話すことがで
きる。

自分の考えと比べながら友だちの意見を
聞くことができる。

互いを認め合いながら、積極的にグルー
プ活動∫こ闘わることができる。
なだちの意見を受 Iナて、寵分の考えを分
かりやすく話すことができる。
問瞳解決に向けて、分からなしヽことが毎
れば、次だち1通閲しヽて分かろうとしたり、
国つでしヽ建友だ部にアドバィスをするこ
とができる。
全体鍮場で話し合 Lゝを深めることができ
る。

・話す人働方に体を自:ナて語を聞く。
・たくさんの人に聞こえるような方向を向いて自分仰意見をわか
りやすく話す。
・友達の意見に対して「どうですか。』と意見を求めたり、『○○
さんは私命意見 (考え)を どう思しヽますか測 と児童が指名して
つないでしヽく活動を行うことができる。
・友達の意見を受 lサて『しヽいと思います」「付け足しがありますJ
「私|よ、ここが違しヽますJなど、自分の意見を言うことができる.
な友達母手順や操作が合つで鶴ヽるか確認し合って、正しく身につ
けることができ る。
・各自の考えを出し合って、考えを深めあうことができる。
中自分釣学習や学び合しヽを振り返ることができる。

仲

よ

し

自分∽考ぇを伝えようとする。

友だち∽意見を聞こうとする。

囲つたときiよ態度で示そうとする。
相手が分かるように講す。
轟を臨いてうなずいて答える。
友だち働話を聞いて、llH番を守つて話す。



伏 開 授 業 一 覧 義
第 3時眼 (10:50～ 1¶ :35)

学年・組 授業者 場  所 教 科 単 元 名 へ―゚シ
゛

1年 2組 大倉美喜子

近藤 真美
1の 2教室
1年 ワーク 算数 おお

いほう すくないほう 1～ 3

2年 1組 長屋 富子
大澤 宏美

2の 1教室
2年 ワーク 算数 ちが

いをみて 4～ 5

2年 4組 松曲 昌司 2の 4教室 生 活 あしたヘ ジャンプ 6～ 7

3年 1組 奥村有希代 3の 1教室 国 語 サーカスのライオン 8～ 9

4年 2組 小松 敏朗
tll藤  順子

室

ク

教

一

２
ワ
の
年
４
４

算数
はしたの大きさの
べつの表 し方を考えよう

10-11

4年 3組 平松 理穂 4の 3教室 国語 ごんぎつね 12 13

5年 2組 子
み
久
すま

村
賀
奥
有

5の 2教室 算 数 くらべ方を考えよう 14 15

5年 3組 滝   茂己 5の 3教室 社 会 わた したちの生活 と環境 16´ ″ヽ 17

6年 2組 間瀬千鶴子
氷室 朋子 6の 2教室 算数 6年のまとめ 18- 19

6年 3組 松浦 圭子 6の 3教室 国語 海のいのち 20′ ′ヽ21

第4時隈 (11:45～ 竜盆:30)

学年・組 授業者 場  所 教 科 単 元 名 へ:―シ
゛

1年 1組 浅輸 郁代 1の 1教室 国語 じゃんけん 22～ 24

1年 3組 大島奈保美 1の 3教室 国 語 たぬきの糸車 25～ 26

2年 2組 荒木 陽子 2の 2教室 国語 主語 と述語に気をつけよう 27～ 29

2年 3組 子
美
秀
宏

瀬
澤
村
大

室

ク

教

一

３

ワ
の
年
２
２ 算 数 長い長 さをはかろう 30-31

3年 2組 吉田 清美 3の 2教室 国語 サーカスのライオン 32 33

3年 3組 石田 洋子 3の 3教室 国 語 サーカス吟ライオン 34 36

4年 1組 子
愛
保
正
美島
倉
木
小 体  育 館 体 育 跳び箱運動 37 39

5年 1組 若原 公代 5の 1教 室 家庭 くふうしよう |か しこい生活 40～ 42

6年 1組 橋本 敦史 6り 1教室 社 会 日本 と関係の深い国 々 43 44

仲 よし 1 高木真 由美
NPO 仲 よ し 1教室

活
元
生
単 すみえきょうしつ 45 47

仲 よ じ 2 佐光美智子 仲 よ じ2教室 算数 スーパーで買い物をしよう 48～ 49





第 1学年 2組 算 数 科 学 習 指 導 案
第 38寺 限  1の 2教室

電年ワーク

指導者  大倉美喜子
指導者  近藤 翼美

1 単   元   おおいほ う す くないほう
2 単元 目標
○  日常の生活場面 での求小、求大 の問題 に興味や関心 を持 ち、進 んで解 こうとす る。
○ 小さい方の数量 と差を知 って大 きい方の数量を求める問題や、大きい方の数量 と差
を知 って小さい方の数量を求める問題を、図を使 った り数図プロックを使 った りして
考え、 Fnl題 を解決するための見通 しを持ち、解 くことができる。
○ 求小、求大のた し算やひき算の意味について理解することができる。
3 単元構想 (2時間完了 )

〈学 習 計 画〉 〈学び合いの場面〉

○ 日常の生活場面での求大 (大 きい方を求

める)の 問題を考える。
(関心・意欲・態度 )

○た し算の意味 (使 い方)に ついて筋道だ
ててグループで話 し合う。

(数学的な考え方 )

○求大の問題 をグループや 自分で考えて解

くことができるようにする。

(表現・処理 )

○求大のた し算の意味について理解す る。

(知識・理解)①

○ 日常の生活場面での求小 (小 さい方 を求

める)の 問題を考える。
(関心・意欲・態度 )

○ひき算の意味 (使 い方)に ついて筋道だ
ててグループで話 し合う。

(数学的な考え方 )

○求小の問題 をグループや 自分で考えて解

くことができるようにする。

(表現・処理 )

○求 /1Nの ひき算の意味について理解す る。

(知識・
:理
解)②

本時の学習 (2/2)
(1)本 時φね らい
① 学習のねらい
○ 求小 (小 さい方を求める)の 問題を、数図プロックを使ったり図を使ったりし
て考え解 くことができる。

② 学び合いのねらい
○ 自分の考えをグループの友達にきちんと伝えることができる。
○ 分からない友達に、自分の考えを説明することができる。

‐
1-

・具体物の操作によって、自分の考え

を持る、グループで話 し́合って全体に

伝え、みんなで考えを深わる。

・自分が考えた説明を分かってもらえ

るか、友達に聞いてもらって上手に言

えるようにする。

・具体物弾操作によって、自分の考え

をlleち、グループで話し合って全体に

伝え、みんなで考えを深める。
・自分が考えた説明を分かってもらえ

もか、友達に聞いてもらって上手に言

えるようにする。



(2)学 習の設計
段

階

児童の活動
教師の働 きかけ

学習活動 学び合い活動
つ

か

む

1 本時は Fあ きJ「 ふゆ J
の問題を、解 くことを理解

する。

2 本時のめあてと、学習の
流れを確認する。

すくないほうをもとめられるように

取

り

組

む

深

め

る

「あきJの 問題を解 .

①問題場面徹理解する。

②グループで数図プロッ

やOの絵を使って考え
る。

③グループで考えたことを

代表児童が発表する。

「ふゆ」の問題を解く。

①個人で考える。

②自分で考えたことを、グ

ループのみんなに発表す

る。

③代表児童が発表する。

練習問題 をす る。

○問題場面 を数図ブロ

ックやOの 絵を使 っ
て、グループで話 し

合う。

○分か らないことは質

問を して、グループ

のみんなが説明でき

るようにする。

○説明を しっか り聞い

て、聞いたことが言

えるようにする。

○友達 に分かってもら

えるように、数図ブ

ロックや○の絵を使

って説明をする。

○友達の発表を しっか

り聞 く。分か らない

こと |ま 質問する。

O説 明に困 ったら、グ
ループの友達に教え

てもらう。

○早 く解けた児童は、

教え合 って取 り組む

ようにする。

ヽ
る

　

話

ま

　

　

　

　

　

　

　

　

題

に

に

す

　

り

深

　

　

　

　

　

　

　

　

問

う

様

握

　

き

が

　

　

　

　

　

　

　

　

似

よ

同

把

　

っ
習

　

　

　

　

　

　

　

　

類

る

求

す

い

こ

引

前

は

関

確

戸

や

番

す

は

す

ま

と

め

る

6 本時の学習を振 り返 る。 付

と

気

こ

の

を

悌

と

方

よ

題

い

る

間

な

め

翁

少

か

時
　
ヽ
確

前

き

を

‐2‐



(3)評   価
① 学習の評価
○ 大きい方の数量 と差から小さい方の数量を、
たか。

○  自分の考えを筋道をたてて、答えを説明する
② 学び合いの評価

具体物 を使 って求め ることがで き

(ワ ークシー ト)

ことがで きたか。 (ヮ ークシー ト)

○  自分の考えを友達 に伝えたり、友達の考えを聞いた りして、グループ活動に意
欲的に参加できたか。 (振 り返 リカー ド)

繭3-



第 2学年 1網 算 数 科 学 習 指 導 案
第 3時限 2の 1教室

2年 ワーク
指導者 長屡 富子
指導者 大澤 宏美

1 単  元  ちがいをみて
2 単元目標
○ 進んで数量の関係をテープ図に書き、違 lr hに 着闘して問題を解こうとする。
0 2つ の数量があって、一方の数量が多いということは、他方の数量が少ないことで
あるというように、 2つ の数量の関係を逆に考えることができる。
0 2つ の数量の違いを比べやすいように、左側をそろえて 2本 のテープ図に表すこと
ができる。

○ 求大 。求小の逆思考の場面を知 り、 2つ り数量の違いに着目することを理解する。
3 単元構想 (3時間完了)

く学 習 計 画〉            〈学び合いの場面〉

一
　

ヽ

テ
　
えヽ

○ プ図をもとに して数量の関係をとら

グループで話 し合いをする。

(関心・意欲・態度 )

○テープ図の見方が分かり、説明ができる

ようにする。     (知 識 。理解)⑪

○進んでテープ図に書 こうとする。 ′
(関心・意欲 ,態 度 )

○テープ図に書いて問題を解 く。

(数学的な考え )

○テープ図を使 って説明する。

(知識・理解)②

○類似問題を解いたり問題作 りをして、間

題を出し合う。

(数学的な考え)(関 心・意欲・態度)③

4 本時吟学習 (1/3)
(1)本 時のね らい
① 学習のねらい
○ テープ図の意味を分かりやすく説明することができる。
○ 数量の違いに着ロヒノて逆思考で求小の問題を解 くことができる。
② 学び合′いのねらい
○ 友達の考えをきちんと聞いて、学習内容を共有することができる。

・隣同士で問題の意味の確認ができる。
・わからないとき|よ蓮んで聞いたり教え

たりすることができる。
・テープ図の説明を友達に聞ttて もらっ

で、意見を聞く。

・自分の考えを持ち、グループで話し合

って全体に伝えて、みんなで考えを深め

る。

・自分が書いたテープ図の説明が分かっ

てもらえるか、友達に聞いてもらって意

。問題が作れない友達に教えることがで

きる。

・友達と答え合わせをはたリプリントに

励まし参ことばを書いたりす番。

-4“



(2)学 習の設計
段

階

児童の活動
教師の働 きかけ

学習活動 学び合い活動

つ

か

む

1 さし絵を見て、何をして
いる翁か様子を話 し合い、

題意をとらえる。

2 本時のめあてと学習の手
1贋 を確認する。

○隣同士 で、今年 の運

動会 は どうだ ったか

思い出 してみ る。

魔法使いの玉入れで赤組 と

白組の勝敗はどうなるのか、

問題への関心を高め 4。

単元の学習計画の流れ につ

いて簡単にふれる。

ちがしヽか ら、数をもとめる方法のせつめいオ彗できるようになろう。

取

り

組

む

広

げ

る

P.64① の問題 をテープ
図を使 って自分で考える。

グループで答え合わせを

し、説明の練習をする。

P.64② の問題に取 り組
む。

①自分で考える。

②グループで話 し合う。

グループで話 し合ったこ

とを全体に広げる。

◎友達が分かるように
、図を使って、説明を

する。

○友達が言葉に詰まっ

たときは言えるまで

待ってあげるか、助

けてあげる。

○説明の仕方のよかっ

たところをほめる。

○ 自分たちの考えと比

べなが らしっか り聞

き、「どうですか」

という友達の言葉に

きちんと答えてあげ

る。

っ

け

助

ヽ
ま

う

正

て

ね

つ

　

で

　

い

を

た
　

ず

と

　

　

が

　

　

し

と

伸
と

て

こ

と

　

目

る

　

に

か

え

）
こ

つ

る

フ」

に

い

　

文

う

加

躁
く

か

い

む

　

い

て

　

題

ど

け

間

く

友

て

言

ホ

全

で

に

テ

じ

説

聞

分

て

か

　

違

き

　

間

か

つ
ま

と

め

る

7 本時の まとめ をす る。 ○友達 鋤発見を 自分 の

ノー トに も書 き加 え

る。

「は っけんJで きた こと
喜びをみんなで称賛する。

一
の

(3)評   価
① 学習の評価
○ 一方が多いということは他方が差の分だけ少ないと考えて問題を解 くことがで
きたかo                         (ノ ー ト)

○ テ
′
―プ図を見て、自分の言葉で分かりやす く説明できたか。   (ノ ー ト)

② 学び合いの評価
○ 聞いたり伝えたりする活動に意欲的に参加できたか。       (ノ ー ト)

‐5‐



第 2学年 4組  生活科学闇贈導案
第 3時限 2命 4教室 指導者 松曲 轟司

1 単  元  あ したヘ  ジ ャンプ
2 単元 目標
○  自分の成長に関心をもち、振 り返ることを通 して、 自分が成長 してきたことや、成
長の背景には多 くの人の支えがあったことに気づ く。
○ 成長を支えてくれた人に感謝 し、意欲的に未来に向かって生活 しようとすることが
できる。
○  自分や友達の成長の様子や互いの良さ、これか らの自分の成長への思いを自分なり
の方法で表現 し、認め合うことができる。
3 単元構想 (16時 間完了 )

〈学 習 計 画〉            〈学び合い翁場面〉

き

自

大

○
くなったじぶんをたしかめよう
分の成長の様子を振 り返る。

(関心・意欲・態度)①
O自 分の成長の様子を正夫 してまとめる。

(思考・表現)②～⑤
O発表会をする。   (思 考・表現)⑥

できるようになったことを見つけよう
○小学校に入学 してからできるようになっ
たことについて振 り返 る。

(関心・意欲 。態度)①③
O家庭や地域でできるようになったことに
ついて振 り返 る。

(関 心・意欲・態度)③

できるようになったことをお しえあおう
○できるようになったことを発表する。友
達の成長や良さを見つける。

(表現・思考)⑩

じばんのせいちょうやよさをまとめよう
○ 自分の成長や良さをまとめる。

(表現・思考)①

ありがとうをとどけよう
○成長を支えて くれた人たちに、感謝の気
持ちを伝える手段・方法を考える。

(関 心・意欲・態度)⑫
O感謝の気持ちを伝えるものをつ くる。

(表現・思考)⑬⑭

あしたヘジャンプ
○これからの夢や目標をもつ。

(関心・意欲・態度)⑮
O夢や目標について発表する。

(表現・思考)⑬

‐6嗜

鶴

,友達の「ふりかえり力‥ドJを参考に
自分の振り返りを深峰る。
・聾作途申までの経過を発表し合もヽ、お

互もヽの参考にする。
・友達勢よしヽところや工夫してあるとこ

ろをみつける。

。グループごとに、入学してからこれま

でに単習したことや攀校生活で身:こつけ

たことを話機合う。

・友撞仰「できるように融ったよカー

ドJを参考に、自分の農慢でき掛ことを
決定する。

・グループで「できるようになったよカ

ード」をもとに発表極合う。

・友達の成長や良さを積極的にみつけ力

―ドに書しヽて渡す。

。発表を聞き合い、自分自身の成長や良

さに気付く。

'感謝を伝える手段・方法のアイディ

アを出し合 tヽ、自分鍮製作に生かす。
・製作途申仰経過を発表し合 tヽ、参考

にする。

。グループで成長の支えになってくれた

人につ tヽて話し合う。

・グループで夢や園標を発表し合い、励

ましり言葉を掛け合う。

― -4＼
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4 本時の学習 (10/16)
(1)本 時のね らい   .
① 学習の|ね らい
○  「できるようになったよカー ドJを もとに友達の前で発表することができる。
○  自分が気づいた友達の成長や良さを積極的に見つけることができる。
② 学び合いのね らい
○ 友達の発表を、真剣に聞こうとする態度を培 う。
○ 友達の成長や良さを素直に喜んだ り、賞賛できたりする。
(2)学 習の設計

(3)評  価
① 学習の評価
○  で きるようにな った ことを友達 の前で発表 で きたか。

(「 で きるようにな ったよカー ド」、観察 )
○  友達 の成長や良さを見つけ ることがで きたか。

(「す ごいね カー ドJ、「友達 カー ド」)
② 学び合いの評価
○ 友達の発表を真 tljに 聞くことができたか。
O 友達の成長や良さを賞賛できたか。

(観 察 )

段

階
児童の活動

教 師の働 きかけ学習活動 学び合い活動
つ
か

む

本時のめあてとt学習雨
流れを知 る。

百
……“
Fでぎ略
‐
Iじ
…
だ恐
由
」だ
~J

カー ド」をもとにグループ
で発表 し合う。
①グループで発表の準備を
する。
・机移動、発表順、進行係
②発表する。

ド」

に記

を読

③「すごいねカー
入する。

「すごいねカー
み合う。

轟　　渡す。

な

と
考

し
、

韓転織職

る
以
と
脚

き

ゴ

い

ド

で

ド

よ

一

Ｆ

一
の

カ

カ

達

達

４

・発表 を聞 く側 が

達 だちのす ごい
るよう、指摘す 1

,学習の進め方をリ
す る。
・「す ごいね カー

の仕方について i

重要 で、友

所 を見 つ け
る。
黒板 に掲示

ドJの 記 入
説明す る。

なったことを |よっびょう しあおう。

取

り
組
む

広
げ

る

○協力 して準備する。

○具体物や絵・写真な
どを使い、工夫 して
発表する。
○友達の発表を聞き、
分か らないことは質
問する。
○友達のよいところを
見つける。

○友達のよいところを
学級全体の場で紹介
し、広める。
○普段の生活か ら友達
のよいところを考え
る。
①友達に見つけてもら
った自分のよいとこ
ろに気づ く。

一
し

ま

一ょ

ヽ
‐

一の

け

一い

つ

一互

見

一お

を

一〇

す ばや く準備 で

助す る。

声 の大 きさに注
に呼びかけ る。

発表 に 自信 の な
くにい て、 困 っ

った りした ら手 I

何 が、 どの よ う
か、具 体 的 に書
巡視 しなが ら助
よ く書 けてい る
ドも紹 介す る。

記 入 が進 まない

過 去 に あ った場
こす よ う呼 び か

き ご とか ら友 達
ろを見つけ るよ |

一脚
臓
一麟
耀
一黎
神
一賞
和

きるよう補

意す るよう

い児童の近
た り、つ ま
助けする。

にす ごいの
けるように

言す る。
児童のカー

児童 には、
面 を思い起
け、そので
のよい とこ

)に する。

ま

と

め

る

5 「友達 カー ド」の感想 を
発表す る 6

○友達に感謝する気持
ちをもつ。

次 時 |よ 、 自分 の成長 や 良 さ
につ い て ま とめ る こ とを伝
え るょ

暉7-

(「す ごいね カー ド」、「友達 カー ド」、発表 )
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第 3学年 1組  国語科学習指導案
第 38春 限 3の 1教室 指導者 奥村有希代

単  元  サーカスのライオン
単元 目標

物語の中心となる人物の気持ちを考えながら読みとることができる。
心に強 く残 った場面の感想を、 自分なりの方法を選んで表現することができる。
単元構想 (15時 間完了 )

く学 習 計 画〉 く学び合いの場面〉

○教材文を通読 し物語の大体をとらえる。
初発の感想を書き交流 し、今後の学習の

見通 しを持つ。 (関 心 。意欲・態度)①

○新出漢字や言葉の意味について考える

(言語に関する事項)②

○男の子と出会う前のじんざの境遇や気持
ちを読み取る。      (読 む)③
O男 の子とであったじんざの気持ちを読み
取る。          (読 む)④
O男 の子がおりをたずねてくるようになっ
てからのじんざの気持ちを読み取る。

(読む)⑤
O火事の場面でのじんざの気持ちを読み取
る。           (読 む)⑥
Oサ ーカスの最後の日の様子や、お客の気
持ちを読み取る。     (読 む)○

○一番強 く心に残った場面を選び、音読発
表会で発表できるよう計画 し練習する。

(読む)(関 心・意欲・態度)③⑨

Oペ アのグループで中間発表会をし、さら
に発表の工夫をする。

(読む)(話す。聞く)⑩①

○全体の発表会をして、感想を交流 した り、

上手に発表できた友達鍮良いところを 話
し合った りして、学習のまとめをする。

(読む)(話す・聞 く)⑫⑬

○心のふれあいを描いた他の物語を読む。

(関 心・意欲 。態度)⑭⑬

本時の学習 (11/15)
(1)本 時のね らい

。画数の多ヽヽ漢字や間違えやすい漢字の

筆順や意味・使い方などをグループの友

達と確認しながら進める。

・理由をはっきりさせて、サーカスの申

のじんざの境遇を読み取り、グループで

話し合う
。じんざの気持を吹き出しに書き、その

変化を理由を含めてグループでの話し合

いを通して個人の考えを深める。
・金色に光ったじんざに手紙を書き、グ

ループで互いに発表し合い、表現の仕方

や言葉の使い方を工夫していく。

。人物り気持ちが伝わるように工夫して

音読している友だちの姿を認総合い、そ

の理由も発表する。

。今までの読書経験を生かし、心のふれ

あいを描いた物語を友だちと紹介し合っ

て、選ぶようにする。

・グループに分かれ、友だちの音読を聞

き、もっとよくな鶴ようにア ドバイスし

合う。

:ア ドバイスシー トを使って、互いの音

読につしヽて気が付いたことを伝え合う。

“8疇
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① 学習のね らい
○
｀
心に残うた場面の人物の気持ちが伝わるように工夫 して音読発表する。

○ 友達の感想から、聞き手に登場人物の気持ちや情景がより伝わる読み方を考え
る。

② 学び合いのね らい
0 友達の良いところを見つけ、認め合うことができる。
(2)学 習の設計

(3)評   価
① 学習の評価
○ 登場人物の気持ちを考えて、感情を込めて音読発表することができたか。

(態 度 )
○ 音読発表を した友達の良いところや直すところを見つけ、ア ドバイスできたか。

(ア ドバイスシー ト)
○ 友達にもらったア ドバイスを参考にして、 自分の課題を見つけることができた
か 。 (ワ ータシー ト)
② 学び合いの評価
○ グループの友達と協力して音読発表をしたり、聞いたりする活動に意欲的に参

段

階

‐児童の活動
教師の働 きかけ

学習活動 学び合い活動

つ

か

む

1 本時のめあて と、学習の
流れ を確認 し、個 々に音読

練習 をす る。

○前時 の活動で、友達

の良か った ところを

思い出す。

一覧表にした全時間の目あ

てを掲示 してお く

じんざと男の子の安群奪ち力嶋盤胤るよラ鍮音講をするため こ、自分仰課題を見つけよう。

取

り

組

む

深

め

る

|

最初 のグループが発表す

る

発表す る側

自分が選 んだ場面 の様子

や登場人物 の気持 ちが伝 わ

るように読む。

聞 く輩導

友達 のよい ところや もっ

と上手 に読 むためには どこ

を気 をつけれ ばよいかチ ェ

ック しなが ら聞 く。

声の強弱や感情の込め方

など、友達へのア ドバイス

シー トを書 く。

発表するグループを交代

する。

ア ドバイスシー トを交換
して、 自分の課題について

考える。

08つ のグループが発
表する側 と聞 く側に

分かれ、向かい合う。

○発表する友達に体を

向けて聞 く。

○友達の読み方を参考

に して、 自分の発表・

に生かす。

○グループ全員が責任

を持 ってア ドバイス

シー トを書 く。

○友達が くれたア ドバ

イスシー トの内容を

参考に して、次の課

題を決める。

それぞれの活動時間の割 り

振 りを提示する。

友達の発表の良い点に注 目

するよう声かけをする。

グループを順 に回 り、発表

会が順調 に進 んでいるか確

認する。

だれ もがア ドバイスシー

がもらえるよう配慮する。

時間を意識させる。

課題 を見つけることが困難

な児童を支援する。

課題が見つか らないで困 っ

ている友達 に声 をかけるこ

とが出来てい る児童 を賞賛

する。
ま

と

め

る

6 自分の課題について発表
する。

○本時の学習りや って

良か った点をみんな

で出 し合う。

今 までの学習 を生かす こと

ができたか確かめ るように

する。

次時の学習 を伝え、音読練

習の意欲を高める。

加 で きたか。

-9海
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第 4学年 2纏 算 数 科 学 習 指 導 案
第 38春限 4の 食教室

4年ワ・・―ク
指導者  /「Jl松 敏麟
指導者 加藤 順子

1 単  元  はしたの大 きさのべつの表 し方を考えよう
2 単元 目標
○ 単位分数の何個一分という考え方をもとに、分数の大 きさの表 し方を考えることがで
きる。

○ 分数の大小の判断や、仮分数や帯分数に表すことができる。
○ 分数の表記、数 としての分数、連続量 としての分数、帯分数や仮分数などの意味が
理解できる。
3 単元構想 (10時間完了 )

く学 習 計  LW」〉           〈学び合いの場面〉く錯在 撃導 計十 LW」〉

○はしたの長さを表す方法を考え、「何分
の lJと いう表現を知る。
(数学的な考え方)(知識 。理解)①

O分数の意味と表 し方を理解する。
(知識 。理解)②

01よ り大きい分数の表 し方を考える。
(数学的な考え方)③

○数直線を使って 1よ り小さい、 1に 等 し
い、 1よ り大きい分数を理解する。

(知識・理解)④
Oグループで話し合って問題をつくる。ま
た、他のグループがつくった問題を解く。

(関心・意欲・態度)④
O同分母分数の大小を比較する。

(表現 ,処理)⑤

○真分数、仮分数の用語を知り、その意味
を理解する。    (知 識・理解)⑥
O仮分数を帯分数にしたり、帯分数を仮分
数に直したりする。 (表現 。処理)⑦

○分数ものさしをつくり、いろいろなもの
の長さを演Jる 。 (関心・意欲・態度)③

○教科書の練習問題に取 り組む。
(関 心 。意欲 。態度)(表現・処理)③⑩

4 本時の学習 (4/10)
(1)本時のね らい
① 学習のねらい

。分数の書き方につもヽで、ペアで確認し

合う。           |
・グループで順番を

‐
決め、練習問題を解

き、答え合わせをする。
・グループで確認し合って、分数をテー

プ国に表す練習をする。      ・

。ペアで自分の考えを伝えたり、答えを

確認したりする。

・グループで練習問題に取り組ぷ、分か

らなしヽ子にIよ、柔んなで理解できるよう

に説明する。

・グループ停中で、自分の考えを分かり

やすく伝える。

・できたものさしを使ってグループ間で

交流する。

・解いた問題が正犠tヽかどうか、グルー

プで確認極合う。

・答えが間違っていた子にIよ、みんなで

その子が理解できるように説明する。
。自分の学習 |こつしヽてふり返って、カー

ドに書き、発表する。

。ペアで確認し合って、戦直線に色を塗

番。

・グループの算数係が中心になって話し

合もヽを進め、問題をつく鶴。
・解いた問題が正しいかどうか確かめ合

う。

-10-



段

階
児童の活動

教師鈴働 きかけ学習活動 学び合い活動
つ

か

む

一取

り

組

む

:

深

め

る

一ま

と

め

る

前時の学習を振 り返 り、
本時のめあてを確認する。

数直線を使って分数

テー プ図 を見ゼ

い 出 させ 、数 謹

るようにす る。

て前時 を思

線 とつなげ

の大きさを考えられるようにしよう。

本時の流れ を確認す

数 直線 に色 をぬ り

2/5に ついて理解す る。
①個人で考 える。

⑫ペアで確認する。
③全体で確認する。

る 。

1/5

1/5を 3こ 、 5こ 、 6こ
集めた数を分数で表す。
・ 5/5は 1で あることを知
る。

教科書 P.67③ 、④ の間
題を考える。
①個人で考える。
②グループで確認する。

グループで話 し合 って分
数の問題づ くりをする。
①できた問題をホワイ トボ
ー ドに書 く。

②黒板にホワイ トボー ドを

貼 り、問題を提示する。
他の班がつ くった問題を

解 く。

①個人で考える。

②グループで確認する。
問題をつ くった班が答え
を確認する。

○分か らないときは t
ペアやグループの友

達に教えてもらう。

○グループの算数係が

中心になって話 し合
いを進め、みんなの

考えを聞く。

○解いた問題が正 しい

かどうかグループで

確かめ合う。

本時 の流れ を書 いた紙 を黒

板 に提示 して説 明す る。

数 直線 を書 い た ワー クシー |

9 振 り返 つカー ドを使 いな
が ら、本時のまとめをす る。

○上手にグループ活動
ができたか振り返る。

本時の学習 を振 り返 り、

時予告をする。

一次

○ 数直線を使 って分数の大きさを考えることができる。        |
② 学び合いのね らい
○  グループで話 し合 って分数の FDS題 をつ くることができる。
○  グループで助け合 って、他のグループがつ くった問題を解 くことができる。
(2)学習の設計

(3)評   価
① 学習の評価
○ 数直線を使って、分数の大きさを理解することができたか。 (ワ ークシー ト)
② 学び合いの評価                         

゛

○ グループで協力 して問題をつくったり、問題を解いたりすることができたか。
(振 り返リカー ド)
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第 4学年 3組  国語科学 習指 導案
第 3時限 4の 3数室‐指導者 平松 理穂

1 単   元   ごん ぎつね
2 単元 目標
○  叙述 に即 して、場面 の移 り変わ りや人物 の気持 ちの変イれを読み取 る。
|○  物語を読:ん で強 く心に残 っている場面を申心に、気持ちを込めて音読発表会を行う。
3 単元構想 (16時 間完了 )

く学 習 計 画〉           〈学び合いの場面〉く学 習 計 画〉

○教材文を通読 し、感想をまとめ、学習計

画を立てる。 (関 心 。意欲 :態度)①
Oご んの行動に注意 して、出来事の流れを
とらえる。       (読 む)②③

○ごんの気持ちを読み取る。

(話す 。聞く)(読む)④⑤③⑦

○兵十の気持ちの変化をつかみ、最後にう

なずいたごんの表情やそのときの気持ち

を読み取 る。

(話す・聞 く)(書 く)(読む)③

○自分の音読 したい場面を選択 し、グルー

プを作 り、学習計画を立てる。

(関心・意欲・態度)③
O音読発表会に向けてそれぞれのグループ
で学習する。

(話 す・聞 く)(読 む)⑬ ⑬⑫⑬⑭
O新美南吉の他の物語を読む。

(読む)⑮⑬

本時φ学習 (8/16)
(1)本 時 鍮ね らい
① 学習のねらい
○ 兵十の気持ちの変イヒをつかみ、最後にうなずいたごんの表清やそのときの気持
ちを読み取ることができる。

◎ 学び合いのねらい
○ 友達の意見を聞いて、自分の意見と比べて発表することができる。

・なぜそのような行動になったのか、話

し合う。               
′

・友達の意見を聞いて、自分の意見と比

べて意見を発表する。

・一番心に残った場面を選び、グループ

でその場面について学習を深わる。
・それぞれ鍮グループで音読発表会を行

もヽ友達的よかったところ密発表し合う。
・新美蘭吉仰他鈴作品を読み合って、紹

介は合う。

12‐
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(2)学 習の設計
段

階

児童の活動
教師の働 きかけ

学習活動 学び合い活動
つ

か

む

一取

り

組

む

深

め

る

1 前時 までの学習 を振 り返
る。

2 本時 のめあて と、学習 の
流れ を確認す る。

前時の様子が思し

うに話をす る。

出ヽ せ る よ

兵十の気持ちの変ギ[

そのときの気持事を譲

1をつかみ、最後にうなずいたごんの表情や

:み取ろう。

物語の流れをつかむ。
・登場人物の気持ちになっ

て 6章 を一人で音読する。
・分か らない言葉や気にな

る言葉がないか書 き出 して

みる。

登場人物の気持ちを読み

取る。

・登場人物の気持ちが表れ

ているところに線を薔|く 。
・線を31い たところに、気

持ちの付け足 しをする。

登場人物の動作や様子か

ら考えたことを全体に発表

する。

・ ごんに対する兵十の気持

ちがどこでどのように変わ

ったか見つける。
・兵十の驚きが分かる文に

注 目し、その気持ちを言葉

で表現 してみる。    |

○互いに質問 し合って

全体で確かめ合う。

○全体で確かめ合い、

自分の意見と比べて

話 し合う。

自分 鋤ペ ー スで気持 ちを込

め て音読 す るよ うに指示 す

る。

ま

と

め

る

7 発言 において、 よ くがん
ば った友達 を発表す る。

○友達 の意見を聞いて

お互 いによい点 を認

め合 う。

どの意見がよか ったか

由もつけて発表する。

一理

(3)評   価
① 学習の評価
O 兵十の気持ちの変化をつかみ、最後にうなずいたごんの表情やそのときの気持
ちを読み取れ たか。 (ワ ークシー ト)

② 学び合いの評価
○ 友達の意見を聞いて、自分の意見と比べて発表することができたか。 (態度 )

崎13o
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第 5学年 2組 算数科学 習指 導案
第 3時限 5の 1教室 指導者 奥村 久子

有賀ますみ

1 単  元   くらべ方を考えよう
2 単元目標
○ 割合の意味について理解 し、小数や百分率を用いて問題を処理することができる。
○ 割合を帯グラフや円グラフに表すことができる。
○ 自分の考えを相手が分かるように説明することができる。
3 単元構想 (14時間完了)

く学 習 計 画〉            く学び合いの場面〉

02つ の量を比べることで、割合の意味と
割合の求め方について理解する。

(関心 0意欲・態度)①

○割合を使 った問題を解 くことができる。
○全体と部分、部分と部分の割合を求める。
○割合を使 って比べる量を求める。
○割合を使ってもとにする量を求める。
(数学的な考え方)(知識・理解)②～⑤

○百分率の意味を知 り、小数と百分率の関
係を理解する。
○百分率を使った問題を解く。
○百分率を使った問題作 りをする。
(数学的な考え方)(知識・理解)③～③

○帯グラフ・円グラフの意味を理解 し、グ
ラフを読むことができる。

○帯グラフ、円グラフを書 くことができ
る。

(知識・理解)(表現・処理)⑨⑩

02つ の量の和にあたる大きさを考えて解
くことができる。
○全体を 1と して割合の積を考えて解 くこ
とができる。

(数学的な考え方)(知識 。理解)①⑫

○割合を使ってお買い物をする。
○身の回りの資料をグラフで表す
○割合の復習をする。
(数学的な考え方)(知識・理解)⑬⑭

・自分の身の回りで使われている百分

率を取り上 :ずて、その表す意味をみん

なで考え、関心を高める。

・線分図の書き方の答え合わせをグル

ープで行しヽ、全体で確かめる。 ′
・比べる量、もとにする量をしっかり

理解できるようにする。

・考えたことを、グループで話し合って

全体に伝え、みんなで考えを深蹄る。

・グラフから読み取ったことが正ししヽ

か、確かめ合う。

・グラフをかく手llMを確認し合いなが

ら進める験うにする。

。もとにする量がどれなのか、線分図

を使って確認し話し合って、問題が解

決できるように進める。
。自分の考えたことが、グJじ―プφ友

達によく分かるように説明する。

・害場合、比べる憂、もとにする量を求

めることができ、友達と話し合って解

決する。
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4 本時の学習 (11/14)
(1)本時のねらい
① 学習のねらい
0 2つ の量の和が、もとにする量の何倍にあたるかを考えて、問題を解くことが
できるようにする。

② 学び合いのねらい
○ グループで話 し合うことで、学習 した内容を正 しくノー トにまとめたり、相手
に分かりやす く伝えたりすることができる。

(2)学 習の設計

(3)評   l~m
① 学習の評価
○ 問題を線分図や関係図に表 して考えることができたか。  (ヮーリート・ノー ト)
② 学び合いの評価
○ 説明 したり聞いたりする活動に意欲的に参加できたか。  (振 り返 リカー ド)

段

階

児童の活動
教師の働 きかけ

学習活動 学び合い活動
つ

か

む

1 本時のめあてと、学習の
流れを確認する。

割合をつかって

比べ る量、 もとにす る量 の

割合の学習 を思い出させ、

本時 の学習の内容 をつかむ

ことができるようにす る。

2つ の量の和をもと総られるようにしよう。

取

り

組

む

2本 のテープを使って、
2本 のテープを合わせた長
さを考える。
①実際のテァプで考える。
②線分図を考える。

②関係図を考える。
④立式をして考える。

P.52回 を解く。
①個人で考える。
②グループで考える。
③先生に説明する。

P.52回 を解く。
①個人で考える。

②グループで考える。
③先生に説明する。
速 くできたグループは、
プリントの問題を解 く。

○線分図の書 き方が分
か らない時は友達 に

聞 く。

○線分図を使 って、話

し合 って問題を解決

するようにする。

○友達の説明を しっか

り聞き、みんなが説

明できるようにする。

テープを使 って既習の内容
と本時の違いを確認する。

もとにす る道 の りを確認ま
る。

テープをつないで提示 し、

実物 が線分図に移行で きる

ようにする。

線分図か ら関係図に移行で

きるようにする。
テープを使 って考えた例 の

ように進め ることを、助言

する。

グループの話 し合いが進 ま

ない ときは、教科書の線分

図や関係図を参考 にす るよ

うに助言す る。

話 し合 いが進 まなか った グ

ル ー プ には、前 間 よ り自分

た ちで正答 をま とめ られ る

ように励 ます。

同 じ歩 調 で進 め るよ うに声

を掛 け る。
ま

と

め

る

6 説 明が上手だ った友 だ ち
を発表す る。

7 振 り返 リカー ドに書 いて
本時のまとめをす る。

○良かった点をみんな

でたたえる。

①学び合 ったことを記

録する。

一山““
一饗
洵
椰

一の

確

つ

一で

か

に

一ま

る

時

五
マ
い

次
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第 5学年 3縄  社会科学 習指 導案
第 38寺 限 5の 3数室 指導者 滝  競己

1 単  元  わた したちの生活 と環境
2 単元 目標
○ グラフや統計 といった基礎的資料を効果的に活用 し、公害など人 々の生活における
、環境問題について調べることができる。
○  これまでの環境問題について知 ることで、
さに気付き、今後 どうしたらよいか自分なり
3 単元構想 (6時 間完了 )

〈学 習 計 画〉

0人 々の生活における環境問題について調
べたいテーマを決め、教科書・資料集・

図書館の本を使 って調べる。
(関心・意欲・態度)①

Oイ ンターネットを使って、補足 したい資
料を調べ、詳 しくまとめる。

(関心・意欲・態度)②
O資料やグラフを活用 して、画用紙に詳 し
くまとめる。    (技 能 。表現)③

○環境問題について調べているテーマと同
じグループ (ペ アのグループ)と 交流 し、
自分だちの調べた内容をより詳 しくまと
め、環境問題に対する理解を深める。

(思考・判断)④
O画用紙にまとめた内容を整理 し、大きな
声で分かりやす く伝えられるように練習
する。    (関 心・意欲・態度)◎

○他のテーマのグループに自分たちが調べ

上げたことを発表する。発表を開いてい

るグループは、発表された内容をまとめ、
分からなかったところを質問 した リダ /1/
―プの良かった点を話 した りする。

(関 心 。意欲・態度)◎

く学び合いの場面〉

本時勢学習 (4/6)
(1)本 時のねらい
① 学習のね らい
○ 環境問題について調べているテーマと同 じグループ (ペ アのグループ)と 交流
し、自分たちの調べた内容をより詳 しくまとめ、環境問題に対する理解を深める。

② 学び合いのね らい
○  ペアのグループに対 して、 自分たちのグループが調べたことを正確 に伝えるこ
とができる。

○ ペアのグループの発表を聞いて、改善するとよい点を付箋に記 した リア ドバイ
スをした りすることができる。

人 々の健康 や生活環境 を守 ることの大 tJ」

の意見を もつ ことがで きる。

・グループで協力して爾べ学習をし調べ

たことをまとめる。

①どの資料を選ぶかどの文章を参考にま

とめるか相談しながら進わる。

②役割分担をし、自分がまとめるところ

は、責任もって調べる。

・発表を聞いてよかったところを認め、

今後自分たちが取り入れたいと思うこと

を感想に書く。

・ペアのグループに対して自分たちのグ

ループが調べたことを正確に伝え合う。

・ペアのグループの発表を聞いて、改善

するとよい点を付箋に記したリア ドバイ

スをしたりする。
。大きな声で相手に分かりやすく発表で

きているか、グループの伸闇で聞き合い

ながら練習する。
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(2)学 習の設‐計
段

階
児童の活動

教師の働 きかけ学習活動 学び合い活動
つ

か

む

1 本時 のめあてを確認 し、
調べた 内容が発表 で きるよ

う練習す る。

2 学習 の流れ を理解す る。

○ しっか りと発表す る
ことができるか、互
いに確認 し合う。

大 きな声 で分 か りやす

す練 習 を してい るか確

る。

環 境 問題 につ い て ま と

内容 や 発表 の仕 方 をみ

きの ポ イ ン トを黒板 に

的 に示す。

く言舌

認 す

め た

る と

具体

それぞれのテーマごとで交流会をは、調べた環境FEE題について内容を深めよう。

取

り
組

む

深

め

る

同 じテー マで調べてい る

グループ同士 (ペ アのグル
ープ)で交流会 をす る。
① 自分たちが調べた環境問
題について発表す る。発
表を聞いている間、 自分
たちにはなか った内容が

あればメモをする。
②聞いていたグループは直
す とよい点を付箋に書い

て渡す。

③発表するグループと聞い

てア ドバイスをするグル
ープの役割を交代する。
付箋 に書いてあることや

.

発表を聞いて取 り入れたい
ことを基に、意見を出し合
い、環境問題についてもう
一度調べ直 した り発表の仕
方を修正 した りする。

改善 で きたグループか

発表 の練習 をす る。

○発表のときに、戸惑
って しまうことがあ
れば、グループの仲

間で教える。

○相手のグループの発

表をきちんと聞き自

分な りの意見を考え

る。

○交流会の後に直す と
よくなるところを具

体釣に話す。

○付箋 に書いてある内

容を読み取 り、 どう

改善 した らよいか話
し合 う。

○相手 グループの発表
を聞いて、良かった

点を話 し合い、 自分
のグループにも取 り

入れ る。

○改善 したことで良 く

なったか確かめなが

ら練習す る。

交 流 会 の準備 が で きてい る

か確認す る。

付箋 に書 く内容 に困 って い

る児童 を見 た ら、発表 の 内

容 や仕 方 の ポ イ ン トの具 体

例 を挙 げ、 少 しで も書 き込

め るように促す。

時 間 を意識 して、す ばや く

交代 し、次 の準備 が で きた

グループを褒 め る。

時 間 が あれ ば、 付箋 の 内容

を基 に、 どう直す とよい か

話 し合 うように促す。

付箋 に書 かれ てあ る こ とを

取 り上 げて話 し合 って い る

か机間指導す る。

グル ー プ全員 で話 し合 われ

て い るか確 認 し、 で きて い

ないグループには助 言す る。

ど う改善 し解 決 した らよい

か迷 ってい る グルー プは発

表 の 内容 や仕 方 の ポ イ ン ト

に沿 って助言 をす る。

相 手 の グル ー プ に も らった

付箋 を生 か し、 上手 に改 善

され ているか確認す る。
ま

と

め

る

次しを6 本時の振 り返 り
時につなげる。

○次時の発表会にむけ
て、グループの結東

力を高める。

詳 しくまとめ る ことが で き

た か声 をか け、次 時 の発表

会 に備 えるように励 ます。

(3)評   価
① 学習の評価
○  同 じテーマで調べているグループ (ペ アのグループ)に もら
ア ドバイスを参考 して、 自分たちの調べた内容をより詳 しくま
たか。 (ポ スターセ

② 学び合いの評価
○ ペアのグループに対 して、自分たちのグループが調べたこと
とができたか。

った付箋 の 4~j容 や

とめ ることがで き

ッシ ョンの資料 )

を正確 に伝 え るこ

(机 間指導 )
○  ペ アの グループの発表 を聞いて改善す るとよい点 について一生懸命考 え、付箋
に記 した リグループにア ドバ イスを した りす ることがで きたか。  (机 聞指導 )
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第 6学年 2組 算数科学 習指導案
第 3時限 6の 2教室 指導者 間瀬千鶴子

氷室 朋子

1 単  元   6年 のまとめ
2 単元 目標
○ 小学校で学習 したおもな内容について自分か ら復習 し、学習を進めることができる。
○ 小学校で学習 したおもな内容について、総合的にまとめることができる。
○ 発展問題に意欲的に取 り組むことができる。
3 単元構想 (17時 間完了 )

く学 習 計 画〉            〈学び合いの場面〉

○数と量の領域の学習内容をまとめ、復習

する。        (表 現・処理 )

①～③

O計算と見積もりの領域の学習内容をまと
め、復習する。    (表 現・処理 )

④～⑥

O平面図形の領域の学習をまとめ、復習す
る。         (表 現・処理 )

⑦

○立体図形の領域の学習内容をまとめ、復

習する。       (表 現・処理 )

③

○数量の関係の領域の学習内容をまとめ、

復習する。    (数 学的な考え方 )

◎～⑫

O問題の見方・考え方の領域の学習内容を
まとめ、復習する。 (数学的な考え方 )

⑬～⑭

○単元内容のふ り返

り組む。 (関 心
りをし、発展問題に取
・意欲・態度)⑮～⑬

本時の学習 (15/17)
(1)本 時のね らい
① 学習のねらい
○ 図形に関心を持ち、面積をいろいろな考え方で求めることができる。
② 学び合いのねらい
○  自分の考えをグループや全体の場で発表 し、みんなで協力 し合って考えること
ができる。

・分からないところは、友達に聞きなが

ら問題を解く。
0できたら答え合わせをして、みんなが

できるように説明する。    ‐

・友達と協力しながら発展問題に取り組

む。

・分からない子 |よ、分かった子の説明を

聞いて自分の考えを深める。
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(2)学 習の設計
児童の活動

教師の働 きかけ学び合い活動
1 本時の課題 と学習鋤流れ
を確認する。

2 副教本 ワン・ッー・スリ
ー (P.41)の 2間 か ら由分
が解いてみたい方の問題 を
選んで考える。     |
0-人 で考える
。相談 して考ぇる
。ヒン トカー ドで考ぇる
3 同 じ問題 を解いた子同士
でグループを作 り、答ぇ合
わせをする。

① 自分の考え方を友達に説
明す る

②グループで相談する。
③担当の先生に説明する。|

4 グルニプで残 りの問題を
考える。

①自分で考える。

②グループで相談する。
③担当の先生に調明する。

他の問題を解 く。

7 本時の学暫あ覇万班ぢ丁

図形 の発 展学 習 をす る こと
を伝える。

・各 自の学習方法で進めるが、
途 中か ら方法 を変えて もよ
いことを確認する。
・ ヒン トカー ドゃ具体物 を準
備 し、必要 に応 じてヵ― ド
を渡 した り操作 をさせて考
えさせる。
・話 し合いの中心 になる子 を
考え、グループをつ くる。
・机間指導 を し、話 し合いが|
円滑に進むよぅに助言する。

お互いの意見交換 を しなが
ら、みんなが分かるように
する。

自分だけでな く、まわ りの
友達 も問題が解けるように、
互いに励 ま し合 うように声
かけをする。

。互 い に認 め合 い、次 の学 習
へ の意欲 が持 て るよ うに言
葉がけをす る。

しヽろしヽろな影の面積をェ夫 して求めょぅ。

61天下落I~ぎ万れ l
時は、どのように考
えたらよいか友達 と

相談 した り、 ヒン ト

カー ドを利用する。
○分からない子には教
えてあげる。

○どのように考えたか

をグループの友達に

分かりやすく説明す
る。

○自分の考えと比べな|
が ら友達の発表を聞

く。

○求め方がよく分か ら

ないときは、その FD7

題を解いたグループ

の子に相談 して考え

る。

○ 自分が説明できるよ

うに しっか り聞 く。

分か らないことは質

問をする。

○早 く終わ ったグルー

プ |よ 、困 っている友

達 に積極的に声をか

ける。

OE= f:ffi*fi*\bn
lf'##'L#)o

3. +tj,'At\i:=L:
T H 

=,r+fffi-f 
&,

(3)評   価
① 学習の評価

② 学び合いの評価
○ 聞いたり伝えたりする活動に意欲的に参加できたか。
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○ 図形に関心を持ち、問題を意欲的に解 くことができたか。
○ 友達に分か りやす く説明 したり、友達の説明を しっか り聞 く

(ワ ークシー ト)
ことができたか。

(観察 )

(振 り返 リカー ド)
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第 6学年 3組  国語科学習指導案
第 3時限 6の 3教塞 指導者 松浦 圭―~f

1 単  元  海 のいのち
2 単元 目標
○ 物語を読んで、登場人物の生 き方を中心に感想をまと
○ 根拠の考えとの関係に注意 して話 し手の考えを聞き、
を分か りやす く話す。
3 単元構想 (14時 間完了 )

く学 習 計 画〉

○全文を通読 し

にまとめる。

○難語旬を調べ

○初発の感想や

方法を選択 し

物語を読んだ感想を文章
(書 く)(聞 く・話す)①
使い方等を理解する。
(言語に関する事項)②
「手引き」を参考に、学習
学習計画を立てる。
(関心・意欲・態度)③

○物語の設定 【時・場所 。登場人物】につ

(読む)④いて検討する。

○段落の検討をし、8場面に分け要約する。
(読む)⑤～⑥

手のクライマックスを見つけ、「瀬の○物課
主」に対する太一の考えの変化を読み取

(読む)⑦る。

(読む)③O主題について考える。

○ポスターセッション・読書会・語 り発表
の中から一つを選択 し、最も強 く心に残
ったことをまとめて紹介する。

(書 く)(聞 く 。話す)③～⑬
Oそれぞれの発表会を開いて、感想や意見
を伝え合う。  (聞 く。話す)①～⑫

○立松和平の他の本を読み、「海のいのち」
と比較 しながら、感想をまとめる。

(書 く)⑬～⑭

本時の学習 (7/14)
(1)本 時のね らい
① 学習のねらい
○ 会話文や行動に着目して、物語のク
② 学び合いのねらい
○  自分の意見を意欲的に発表 したり、
考えたりすることができる。

め る。

聞 き手 を意識 して 自分の考 え

く学び合いの場面〉

・根拠となる自分の考えを持ち、聞き手

に分かりやすく話す。
・グループで互いの意見を出し合うこと

で、考えを深め合う。
・グループで話し合った意見を全体の場

で検討し合うことで、納得したり共感じ

たりする。

・各自が考える「海の命」を聞き合いな

がら、自分の考えを深め、まとめる。思

うように考えが出せなもヽ児童がいたら、

その児童が何を言おうとしているのかを

周甲のみんなで一緒に悩んだり、考えた

りする。

・選択した学習方法の発表を聞きながら

共感する部分と、自分鋤考えと違う部分

を感じて問くようにする。

・互いに感想を伝え合うことで、さらに

自分働考えを深静る。

ライマ ックスを見つけることがで きる。

友達 の意見 を聞いて 自分の考え と合わせて

・難語句調べは、言葉に詳しもヽ児童を中
心にグループで進め、教え合ったり調べ

たりする。
・読書会や講り|こつtヽでイメージが沸か

ない児童は、友達と相談しながら選択す
ることで見通しを持つ。
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(2)学 習の設計
段

階
児童の活動

教師 の働 きかけ学習活動 学び合い活動
つ

か

む

本時 の学習 のめあて

習の流れ を確認す る。

学

クライマックスの一

○説明を聞 く中で、分
か らないことがあれ

ば隣勢子に開いて確

認 しなが ら進める。

クライマ ック

が もっとも緊
った場面 であ

て教科書か ら

き出す ことを 1

ス とは、物 語

張 し盛 り上 が

る こと、 そ し

そ の一文 を抜

曜認す る。

文を見つけ、自分の考えを伝え合おう。

取

り

組

む

深

め

る

クラ イマ ック スを見 つ け

る。

①自分で考える。

② 自分が考えたクライマッ

クスを、グループで検討

する。

③ グループで出 された クラ

イマ ックスを短冊黒板 に

書 く。 同 じ文 が出ていた

ら、名前 のマグネ ッ トを

そ の 短 冊 黒 板 の 下 に貼

る。

グループで見つけたクラ

イマ ックスについて、全体

で意見交換 をす る。
・賛成意見
・反対意見

○隣の子が分か らな く

て悩んでいるようで

あれば、声をかけ、

隣同士またはグルー

プで話 し合いを始め

た り、教えた りする。

○ グループで検討す る

ときは互いの考えを

しっか り聞き、共感
できるところはない

か考えた り、納得で

きないときは反対意

見を伝えたりする。

○考えがまとまらない

子がいても、 グルー

プ全員の意見を言う

場を保障する。

○隣同士やグループで

相談 した り確かめ合
った りす ることで、

安心 して発表できる

ようにする。

○出されたクライマッ

クスを近 くの友だち

と検討 した りつぶや

いた りしなが ら、全

体での話 し合いを進

める。

会 話 文や 行動 な ど表 現 の細

部 に注 意 しなが ら教科 書 を

読 む ようにす る。

一 文 にな って い ない児 童 に

:ま 一文 の意味 を確認す る。

まず 自分 の考 え を も って ノ

ー トに書 い て か ら、相 談 す

るよう言葉 をかける。

分 か らない言葉 は教 え合 っ

た り、調べ た りで きるよう、

国語辞典を準備 してお く。

自分の考えが持てない児童、

または話 し合いが進 まない

グループには、教師が グル

ープの話 し合いに加わ り、
ヒン トを与えなが ら考える

手がか りを持たせる。

グループの意見が一つにま

とま らな くて もよいので、

考 え られ るクライマ ックス

は短冊黒板 に書 くことを伝

える。

途 中で 自分の考 えが変わ っ

た場合は、なぜ変わ ったか

理 由を |よ っきり確認 させ る

ようにする。

ま

と

め

る

4 話 し合いの結果、最終的
な考えをまとめ る。

自分 の意 見 と して言 え る よ

うに 自分 の言葉 で ま とめ さ

せ る。

(3)評   価
① 学習の評価
○  会話文や行動 に着 目 し、太一 の気持 ちの変化 を考 えなが ら、物 語 の クライマ
ックスを見つけることがで きたか。 (ノ ー ト)

② 学び合いの評価
○  自分の意見を発表 したり、友達の意見を聞き自分の考えと合わせて考えた りす
ることができたか。

m21-
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:｀   第 1学年 1組  国語科学習指導案
第4時限 1の 1教室 指導者 浅輪 郁代

1 単  元   じゃんけん
2 単元 目標
○ 教材文からじゃんけんの仕組みを読み取 ることができる。
○ いろいろな じゃんけんのや り方の説明ができるようになる。
○ いろいろなじゃんけんのやり方を聞いて、人に伝えられるようになる。
3 単元構想 (15時 FHD完 了)

く学 習 計 画〉            〈学び合いの場面〉

○教材文を通読 し、新出漢字や言葉の意味
について考える。(言語に関する事項)①
Oじ ゃんけんの経験について話 し合ったり
今後の学習の見通 しを持ったりする。

(関心・意欲・態度)②

○じゃんけんの勝ち負けの仕組みを読み取
る。         (読 む)③～⑤

○インドネシアのじゃんけんを例に、勝ち
負けの理由について話し合う。 (話す)⑥
O説明を文章に表すことができるようにす
る。          (書 く)⑦

○グループでじゃんけんになる組み合わせ
を考える。 (関心・意欲・態度)(話す)③
Oグループのじゃんけんの組み合わせにつ
いて、勝ち負けの説明を考えたり図に表
したりして、じゃんけんや説明をする練
習をする。 (書 く)(話す 。聞く)◎～①

○他のグループと、 自分たちの じゃんけん

や他のグループの じゃんけんをやってみ

て、勝ち負けの説明を したり、教えても
らった じゃんけんの説明を自分のグルー

プに話 したりする。 (話す 。聞 く)⑫ ～⑭

○聞いた じゃんけんの中でおもしろかった

ものについて発表 した り、上手に説明で

きた友達の良いところを話 し合 った りし
て、学習のまとめをする。

(関心・意欲・態度)⑮

・新出漢字は隣の友達が正しい筆lllEで書

けているか確認しながら進める。
・言葉の意味については、知っている子

がなるべくみんなに説明をするようにす

る。

・自分で読みとったワークシー トの答え

合わせをグループで行しヽ、全体で確かめ

る.

。まず自分の考えを持ち、グループで話

し合って全体に伝え、みんなで考えを深

める。

・自分が書いた説明が分かりやすいか、

友達に聞いてもらって意見を聞く.

・すらすら聞きやすく発表できるか、友

達に聞いてもらって練習をする。

。自分のグループのじゃんけんを分かっ

てもらえるように説明をする。

・自分のグループの友達に、他のグルー

プのじゃんけんを伝えられるように、し

うかり聞く。

・友達と良かったところを認め合い、

自分たちの力にもなるように取り入れ

て、話し方聞き方を工夫できるように

する。
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4 本時の学習 (13/15)
(1)本 時のね らい
① 学習のねらい
○ いろいろな じゃんけんの勝ち負けの説明を分か りやす く話す ことができる。
○ 他のグループの じやんけんの説明を聞いて理解する。
② 学び合いのねらい
○́ 他ゆグループの じゃんけんを自分のグループの友達にきちんと伝える責任を果
たす ことができる。

(2)学 習の設計
段

階

児童の活動
教師の働きかけ

学習活動     1  学び合い活動
つ

か

む

取

り

組

む

広

げ

る

1 本時 も他のグループとじ
ゃんけんの、交換をす ること

を確認する。

2 本時のめあてと、学習の
流れを確認する。

目J時 の様子を思い出させ る
ようにする。

前時 までに確認 した、上手

な伝え方のポイン トを再確

認する。

じゃんけんのせつめいを正しく|まなしたりきいたりできるようにしよう。

１

教
一Ｃ

②

教
一①

②

3
き

4

け

て

教

5

て

ん

教
一

自分たちのグループの動

を確認する。

じゃんけんの説明をしに

回 目の移動をする。

|え る時は
)じ ゃんけんをする前に、

まず、どんな じゃんけん

か説明をする。
)実際にじゃんけんをしな

がら、説明を覚えてもら

えるまでする。

|え てもらう時は
|じ ゃんけんの説明をきち

んと聞 く。

1聞 いた説明を言えるよう|
に練習する。     |

自分の グループにもどっ

、他 グループの じゃんけ

について伝え合 う。

えて もらった子は

今教 えて もらった じゃん

んを戻 ってきた子 に伝 え

t実 際 にや ってみ る。

えに行 っていた子は

○相手グループの子が

きちんと言えるまで

聞いてあげる。

○理解できるように し

っか り聞 く。分か ら

ない ことは質問をす

る。

○ じゃんけんを しなが

ら、 自分で説明がで

きるように言ってみ

て、分か らないとき

は聞いて教えてもら

う。

○相手が分かるように

目を見て、聞きやす

い速 さで話す。

01回 目に話 しに行 くペアと
2回 目に話 しに行 くペ アを
確認する。
・制限時間を意識す るように

させる。

・声 の大 きさに注意す るよう

に呼びかける。

・相手の子がで きるようにな

るまで、練習 をす るように

促す。 どう して も覚え られ

ない ときは、 メモをす るよ

うにすすめる。

聞 い た二 人 の うち、 中心 に

な る子 が話 し、 もう一 人 |よ

よ く聞 い て足 りない と ころ

を補 足 す るよ うにす る こと

を確認す る。
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深

め

る

一ま

と

め

る

教 えに行 った時 の気持 ち

を考 えて、 きちん と聞 く姿

勢 を取 る。

6 教 えて もらった じゃんけ
んについて内容 をまとめ、

自分が受 けた説 明について

評価 をす る。

7 2回 目の移動 を し、同 じ
ように繰 り返す。教 えに行

った り教 えて もらった りす

る。

8 説 明が上手 だ った友達 を
発表す る。

9 自分 の話 し方、聞 き方 に
ついて振 り返 る。

○理解 で きるように し

っか り聞 く。分か ら

ない ことは質問 をす

る。

① 自分でまとめ られな

いときは、グループ

の友達に教えてもら

う。

○良かった点をみんな

でたたえる。

卜の文 章 の意味

1確 認 す るよ う
ワー クシー

が 分 か るか

に伝 える。

。今 までの学習が生か させて

いるか確かめるようにする。

(3)評   価
① 学習の評価
○ 自分たちのじゃんけんを友達ができるように説明できたか。
○ 他のグループのじゃんけんの説明をしっかり聞くことができたか。
② 学び合いの評価
○ 聞いたり伝えたりする活動に意欲的に参加できたか。

(評価カー ド・振 り返 り

(ワ
ークシート)

(ワ
ークシート)

カー ド)
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第 1学年 3組  国語科学 習指導案
第4時限  1の 3教室 指導者 大島奈保美

1 単   元   「たぬ きの糸車 J(「 は るのゆきだるまJの 発展 )
2 単元 目標
「はるのゆきだ るま」

○ 様子を思いうかべなが らお話の展開を読み取 り、おもしろかったところを劇や音読
で発表する。
「たぬきの糸車 J
O は
｀
のぼのとした昔話の世界を味わいなが ら楽 しく読む。

○ 昔の人々の生活ボ リや、時代を経ても変わ らない命に対するやさしい思いを読み取
る。
3 単元構想 (16時 FHD完 了 )

く学 習 計 画〉            く学び合いの場面〉

○題名からどんな物語かを予想する。
(関心・意欲 。態度)①

O教材文を通読 し、新出漢字や言葉の意味
について考える。 (言語に関する事項)②

○登場人物に気をつけて場面分けをし、一
から四場面について、人物の会話や行動、
場面の様子を想像 しながら「はるのゆき
だるまJを読む。   (読 む)③～⑦

○お話の好きなところを決め、視写 し、そ
の理由を書いたり話 したりする。

(書 く)(話 す・聞く)③～⑩

○音読発表会をし、他のグループの発表を
聞いて感想をもつ。
(関心・意欲・態度)(話す 。聞く)(読む)①～⑬

○「たぬきの糸車」を読んで、いいなと思
うところについて交流する。

(読む)(話 す 。聞く)⑭⑮

○ どうぶつ図書館でいろいろな本を読んだ
り好きな本を紹介 し合 ったりする。
(関心・意欲・態度)(読む)(話す 。聞く)⑬

。物語の内容を想像して隣の子に話す。
・正ししヽ筆順で新出漢字が書1すているか

隣同士確認し合う。
・言葉の意味が分からないときは友達に

質問して、分かる子がみんなに教える。

・グループで相談しながら場面分けをす

る。

・人物の気持ちや場面の様子について自

分が考えたことをグループで話し合う.
・グループで話し合ったことを全体に伝

え、みんなで考えを深める。

。自分が好きな場面について、好きな

理由を友達に話す。

・気持ちや場面の様子が表れるように

読めているか聞き合う。
・友達と良かったところを認わ合い、

自分働力にもなるように取り入れる。

・グループで講むとき、分からないこ

とばについて話し合う。 (教え合う)
・自分がいいなあと思ったところにつ

tヽて、友達と考えを交流する。

・自分が読んで良かったと思う本を、友

達に紹介する。

・教えてもらった本を進んで読む。

4 本時の学習 (15/16)
(1)本 時のねらい
① 学習のね らい
①  自分の思いを言葉で伝える。
○ お話の中のいいなと思うところをたくさん感 じ、お話の楽 しさを味わうこと
ができる。

⑫ 学び合いのね らい

‐25‐
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段

階
児童の活動

教師の働 きかけ学習活動 学び合い活動
つ

か

む

1 「たぬきの糸車」はIF
んなお話だったかを思い出
す。
2 今日のめあてと学習計画
を知る。

い くつかの質問をして、物
語のあらす じを思い出せる
ようにする。
3、 4人 グループの確認を
して、番号本Lを 配る。

お気に入りのところをしら域あって、おはなしをたのしくよもう。

取

り
組

む

交

流

す

る

お話 を読 んで、 自分がい

いな と思 った ところを確認
し、隣の友達 に話す。

自分が特 に気 に入 った箇
所 を決 め、理 由とともにワ
ークシー トに書 く。

気 に入 った箇所 と気 に入
った理 由をグループで発表

し合 う。

(3人 または 4人 グループ )

新 しいグループで、気に

入 った箇所 と気に入 った理

由を発表 し合う。
(1番 同士、 2番 同士、 3
番同士を基に して、 4人 ま
たは 5人 のグループをつ く
る)

○自分が気に入 ったと
ころを隣の友達に伝
える。

○分か らないことがあ
った ら質問をする。

O話 し方が良いか、ま
た直 した方がよいと
ころはないかを教え

合う。    .
0話す友達の方を しっ

‐

か りと向いて聞き、
互いの気に入 ったと
ころを認め合う。
○ グループの友達に教
えてもらったこ・とを

生か して発表する。
○話 し方、聞き方につ

いて良か った点をみ
んなではめ合う。

前時 に貼 った付箋 を参考 に

見てい くよう声をかける。

本文 を示 しなが ら話す よう
に指示する。
なぜそこを気に入 ったのか、
理 由をきちん と言える箇所
を選ぶように助言する。
机間指導で考 えがまとま ら

ない子を支援する。
気 に入 った箇所 を示 しなが
ら、聞 き手 に分か りやすい

声の大 きさと速 さで、話形
に沿 って発表す ることを確
認する。

番号札 を付けて、 lFE番 に話
すようにする。

自分 の グル ー プでの発表 を

レベル ア ップで きる とよい

と励 ます。

よ りよい発表 が で きるよ う

に、机 FE5指 導でほめ る。

これ までの学 習 が生 か され

てい るか確 か め るよ うにす
る。

感

じ

る

7 友達 の気 に入 った箇所 を
教 えて もらって、気付いた

ことや感 じた ことを発表す

る。

8 本時 の学習 について振 り
返 り、「たぬ きの糸車」 は

よい ところがた くさんあ る

お 話 で あ る こ と を確 か め

る。

○友達の発表を しっか
りと聞き、多様な感
じ方があることを知
る。

具体例 を挙 げ て述 べ ると

い ことを知 らせ る。

発表者 が全員 か ら見 え る

うに配慮 をす る。

みん なで考 え ると、 自分

気 付 か なか った ことに気
か され ることを確認す る。

一ょ

　

よ

　

　

の

付

○ いいなと思うところを交流す ることによって、 自分の気付かなかったお話の
よさを知 る通とができる。

(2)学 習の設計          | 1  1 ‐

(3)評   価
① 学習の評価
○  自分が選んだお気に入 りの箇所やいいなと思った理由を、友達に上手に話す
ことができたか。
① 物語のよさを味わいなが ら楽 しく読む ことができたか。

(話 し合い )

(態度 )
② 学び合いの評価
○ 話したり聞いたりする活動に意欲的に参加できたか。   (ヮ ークシユ ト)
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第 2学年 2組  国語科学習指導案
第4時限‐ 2の 2教室 指導者 荒木 陽子

1 単  元  主語 と じゅつ語 に気 をつけよう
2 単元 目標
○ 主語と述語の働 きを理解 して、主述のそろった正 しい文を書 ぐことができる。
3 単元構想 (5時間完了 )

く学 習 計 画〉           く学び合いの場面〉

○教材文を通読 し、新出漢字や言葉の意味
につぃて考える。

○主語と述語とはどのようなものであるか
を理解 し、今後の学習の見通 しを持つ。
○例文から主語と述語を見つける。

(言語に関する事項)①

○教科書 P.61上 段 の二つの例文を読み比
べ、文の違いを考える。

○例文を使 って、視点を変える練習をする。

(言語に関する事項 )②

○教科書 P.60の さ し絵か ら自由に文 を作
り、主語と述語を見つける。

○作 った文を使 って、視点を変える練習を

する。     (言 語に関する事項)③

○教科書 P.61の さ じ絵 をもとに、主語 と
述語のそろった文を書 く。

○書いた文を発表する。    (書 く)①

○教科書 P。 62「 ことばの広場」で組になる

言葉を集めて語彙の拡充を図る。

○飲食にかかわる動作を表す言葉の使い方

を学習する。

○組になる言葉に使われる漢字の練習をす
る。      (言 語に関する事項)⑤

4 本時の学習 (4/5)
(1)本 時のね らい
① 学習のねらい
○ 主語と述語のそろうた文を正しく書 くこと
○ 自分が考えて書いた文の主語、述語につい
② 学び合いのねらい

ができる。

て説明ができる。

・新出漢字は隣の友達が正しい筆llEで書

:すているか確認しながら進める。
・自分の考えを隣同士で確認することに

より、文の基本は主語と述語からなるこ

と、主語と述語だけでも文ができること

をおさえる。

・二つの例文を読み比べ、文の違いをグ

ループで考え、全体で確かめる。
・文の視点を変えて書き換える問題をグ

ループで考え、他のグループと意見交換

を行い、全体で深める。

・グループで組になる言葉を集めたり分

類したりする学習を通し、組になる言葉

を確かめたり、広げたりして、語彙の拡

充を図る。

'自分の選んだ主語で文を作り、グルー

プの友達と確かめ合う。

・どの言葉が主語で、どの言葉が述語か

を説明しながら発表をする。

・発表された文を音読し、主語と述語が

ある文か確認する。

・グループで組になる言葉を集めたり分

類したりする学習を通し、組になる言葉

を確かめたり広げたりして語彙の拡充を

図る。
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段

階

児童の活動
教師の働 きかけ学習活動 学び合い活動

つ

か

む

一取

り

組

む

深

め

る

1 本時 も主語 と述語 に気 を
つけて文作 りをす ることを

確認す る。

2 本時 のめ あて と、学習 の
流れ を確認す る。

・前 時 の学 習 が思 い 出せ る発

間 をす る。
・前 時 まで に確 認 した、視 点

を変 え た文作 りのポ イ ン ト

を再確認す る。

主語とじゅつ語のある文を正しく作れるようになろう。

3

ね

いっ
　
　
調
暉

４

5
一三
る

言

覇
爾
る
　
　
で

寄

６

　

　

　

　

７

8

ド

さ し絵 を見なが ら、「だ

(́何 )が 」「何を しているJ¨
どんな様子だJを 話 し合

さし絵の中か ら主語、述
:に なる言葉を見つける。

挙げ られた主語の申か ら
つの主語を選んで文を作

グループの友達に、どの

葉が主語でどの言葉が述
か発表 しなが ら説明をす

同 じ主語を選んだ子同士

、できあがった文を持 ち

り意見交換をする。

で きた文 をホ ワイ

に書 き、発表す る。

ボ ー

どの言葉 が主語 にな

るか、述語 は何 か を

話 し合いなが ら確認

し合 う。

疑 1賛|に 思 うことは質

問 を して確認 しなが

ら進め る。

で きた文 を友達 に聞

いて もらい、主語 と

述語があ る文 か確 認

しなが ら進め る。

○主語や述語を線で示

しなが ら説明 し、間

違いがあれば教えて

もらう。

○ 自分の作 った文 と比
べながらしっか り聞

き、疑間に思うこと

は質問をする。

① 自分の考えがまとま

らなかったときはく

グループの友達に教

えてもらう。

① グループで話 し合 っ

た り確かめ合 った り

することで、安心 し

て発表できるように

する。

一交

た

一見

し

二
思
談

一に

相

一由

り

一自

た
　

。

一と

し

る

一嬢
競
吋

一〇 。さ し絵 を見 て」

文 を、 何 で も l

発表 で きる雰囲

。さ し絵 を もと |

語 を板 書 して 1

変 え て言い換 リ

とを確認す る。
・ 主 語 と述 語 が 2

よ うに、 しっノ

をす ることを伝
・ 効率 よ く進 め

'担 して考 え る (

す る。
・ 主 語 と述 語 だ i

き る こ と、 FE
示 す修 飾語 J″

文で もよい こと
。で きた文 か ら、

て言 い換 え て 1

ことを確認す る
。相 手 が分 か る c

て、 聞 きやす ヽ

ように声 をかけ

。主 語 は同 じで く

わ る こ とに よ 三

な文 が で きる こ

る。
・ 主語 と述 語 が 減

ことが ね らい え

長 くな くて も』

認す る。
・み ん なが見 てチ

書 き方 がで きЦ

す る。

考え た言葉 や

思いつ くまま

]気 をつ くる。

こ見 つ けた主

なき、視 点 を

たて もよい こ

らる文 を作 る

うヽり話 し合 い

:え る。

うため に、 分

彙うに指示 を

すで も文 が で

1的 ・ 対 象 を
を入れ た三 語

)を 説 嘱す る。

視 点 を変 え

じ文 が作れ る

ミうに 目を見

速ヽ さで話 す
・る。

し、述 語 が変

Dて い ろい ろ

1と をお さえ

らる文 を作 る

Iの で、文 は|
にい ことを確

|

)か りやす い
|

:い るか確 認
|

○  自分のグループや他のグループの文を読んで主語と述語が正 しく照応 している
かを確認 し、伝え合う責任を果たす ことができる。

(2)学 習の設計
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一を一想一感一だ一ん一読一を一文

。

一た

る

一き

す

一で

表

一　

発

一９一ま

と

め

る

○全員で音読 し、主語

と述語がある文か確

認をす る。

○友達の文 と読み比べ

ることで、 自分の考

えを深める。

。全体での話 し合いがで きる

ように机や体 の向きを変え

るように指示をする。
,今 まで

′
の 自分の文作 りにつ

いて振 り返 るように促す。

(3)

①
価評

② 学び合いの評価
○ 聞いたり伝えたりする活動に意欲的に参加できたか:

学習の評価

○ 主語と述語のある文を作 り、
○ 友達や他のグループの説明
か 。

友達に分か りやす く説明できたか。  (ワークシート)
意見を聞 くことで、文作 りの基本を理解できた

(話 し合い )

(話 し合い )
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第 2学年 3組 算数科学 習指導案
第 48寺限 2の 3教室

2年ワーク
指導者 村瀬 電子
指導者 大澤 宏美

1単  元  長い長さをはかろう
2 単元 目標
0 1mを こえる身近なものの長さを、進んで見当をつけて涸Jろ うとする。

｀

○ 大きな長さの単位の必要性に気づき、 lmを こえる長 さを lmの い くつ分になるか
を考えて数値化できる。

0 1mも のさしを使 って、手際よく長 さを測ることができる。
○ 長さの単位 lmを 知 り、lmと l crnの 単位命相互の関係を理解することができる。
3 単元構想 (6時間完了 )

〈学 習 計 画〉           〈学び合いの場面〉

030cmも のさしで■llる ことによって、

長いものさしの良さに気付き、これから

100cmを こえる長 さについて学習す
る意欲を持つ。 (関心・意欲・態度)Φ

O rnの 単位やmと cmの 単位の相互関係が
わか り、 lmは 自分の身長のどのあた り
か調べ量感をつかむ。 (知識 。理解)②

01m以 上のものの長 さを予想 し、いろい
ろなところの長さの実測をする。

(表現・処理 )(関心・意欲・態度)③

○長さの単位や相互関係などについて復習

する。        (知 識・理解)④

O見 当をつけて 1・ 2・ 3mの テープを作
ったり、 5mの ものさしをテープで作った
りして、長さの量感を高める。

(表現・処理)(関 心・意欲・態度)⑤⑥

4 本時の学習 (3/6)
(1)本時のねらい
① 学習のねらい
0 1 rnを 超えるものの長さを見当づけることができる。
①  lm以 上のものを正 しく測ることができる。
② 学び合いのねらい
○ ものの長さをグループで濃1っ たり、他のグループの測った長さを検討 したりす
ることができる。

○ グループで協力して活動ができる。

・両手を広げた長さをグループで一人ず
つものさしで測るとき、正しくできてい

るか確かめ合う。

・ lmの長さは、自分の身長のどこにな
るのかをグループで調べる。

・ものの長さをグループで予想して実測

する。

・他のグループが測定した長さを確かめ

合い、測定方法を身に付ける。。

・見当をつけて作ったテ…プの長さをペ

アで測る。

・5mも のさしをテープで作り、いろい
ろな長さをグループで測る。

‐30“
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(2)学 習の設計
段

階

児童の活動
教 師の働 きかけ

学習活動 学び合い活動

つ

か

む

確

か

め

る

取

り

組

む

深

め

る

1 l rrlの 長 さは、 自分の身
長の どの ぐらいだ ったか想

起す る。

2 本時 のめあて と、学習 φ
流れ を確認す る。

lmも のさして札 ろヽ

○隣同士で lmの 位置
を確認 し合う。

'lmの 量感 を思い出 し、本
時につなげる。

・本時の流れ をカー ドで提示

する。

いるなものの長さを |まかれるようになろう。

黒板 のたての長 さを予想

す る。

代表児童 の実測 を見なが

ら、 lmも の さ しで どの よ
うにulJる とょぃか方法 を知

る。

いろい ろな長 さをグルー

プで実 rljす る。

他の グループに出かけ、

正 しい測定 がで きてい るか

確認 し合 う。

測定の結果をグループで

見直 し、先生に見てもらう。

○予想の理由をあげな

が ら隣同士で相談す

る。

○役割分担 して能率よ

く正確にIllる 。

○全員が平等にできる

ように配慮 し合う。

○測定 してもらう役 と

点検す る役に分かれ

て、測定 してもらう

役の児童は、隣のグ

ループに測 り方が正

しいかどうか、確認

してもらう。

0測定 してもらう役の
児童は、検討 しても

らった結果をグルー

プに知 らせ、 自分た

ちの演J定 がよかった

かどうか確かめる。

身長や手の長 さなどか ら根

拠 のある予想 が立て られ る

ように助言する。

実測す るのを見なが ら、留 |

意点 に気付 くように支援す
|

測定の結果 を全体にも返 し、

これか らの生活 に役立て ら

れるようにする。

ま

と

め

る

8 本時の振 り返 りをす る。 ○協 力 して正 しい方法
で預1る ことがで きた

か振 り返 る。

振 り返 リカー ドに書 くポ イ

ン トについて知 らせ る。

(3)評   l‐E
① 学習の評 l~m
○ いろいろな場所の長さを見当して、留意点に気をつけながら実測できたか。

○ 長さを測る活動に意欲的に参加できたか。
② 学び合いの評価
○  グループで協力 して活動できたか。

(ワ ークシー ト)

(振 り返 リカー ド)
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第 3学年 2組  国語科学 習指導案
第 48春限 3の 2教室 指導者 吉田 清美

単   元   サーカスのライオン
単元 目標

物語の中心 となる人物の気持ちを考えなが ら読みとることができる。
心に強 く残 った場面の感想を、 自分なりの方法を選んで表現することができる。
単元構想 (15時 間完了 )

〈学 習 計 画〉

○教材文を通読 し物語の大体 をとらえる。
初発の感想を書 き交流 し、今後の学習紗
見通 しを持つ。 (関 心・意欲・態度)①

○新出漢字や言葉の意味について考える。
(言語に関する事項)②

○男の子と出会う前のじんざの境遇や気持
ちを読み取る。      (読 む)③
O男 の子と出会ったじんざの気持ちを読み
取る。          (読 む)④
O男 の子がおりをたずねてくるようになっ
てからのじんぎの気持ちを読み取る。

(読む)⑤
O火事の場面でのじんざの気持ちを読み取
る。           (読 む)⑥
Oサ ーカスの最後の日の様子や、お客の気
持ちを読み取る。     (読 む)①

○一番強 く心に残った場面を選び、音読発
表会で発表できるよう計画 し練習する。

(関心・意欲・態度)③③
Oペ アのグループで中間発表会をし、さら
に発表の工夫をする。 (話す・聞く)⑬①

○全体の発表会をして、感想を交流 した り、
上手に発表できた友達の良いところを話
し合 った りして、学習のまとめをす る。

(話す・聞 く)⑫⑬

○心のふれあいを描いた他の物語を読み、
友達 と交流する。

(関心
・
・意欲・態度)⑭⑮

〈学ぴ合いの場面〉

本時の学習 (6/15)
(1)本 時 のね らい

・初発の感想をベアの友達に見せながら

話し、友達の感想をみんなに紹介する。

。画数の多い漢字や間違えやすしヽ漢字の

筆lllEや意味 。使い方などをグループの友

達と確認しながら進める。

0人物峨気持ちが伝わるように工夫して

音読機ている友達の姿を認峰合い、その

理由も発表する。

。今までの読書経験を生かし、心のふれ

あいを描いた物語を友達と紹介し合い、

本を選ぶようにする。

・グループで話し合い、じんざの境遇に

ついて読み取る。
・じんざの気持ちを吹き出しに書き、グ

ループで話し合って考えを深める。
・2回目のグループ活ullを行しヽ、表現の

良い吹き出しを選ぶ。

・グループで印象に残った場面を決め、

登場人物の気持ちや様子を想像して読め

ているか聞き合いながら練習する。

・友達の音読を聞き、気がつもヽたことを

アドバイスし合う。
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① 学習のねらい
〇
｀
物語の中Jい となる人物の気持ちを考え、吹き出 tノ に書くことができる。
10 グループで練 り上げた吹き出しを、 2回 目のグループの友達にきちんと伝える
ことができる。

② 学び合いのねらい
○ 友達の良いところを見つけ、認め合うことができる。
(2)学 習の設計

(3)評   価
①
:学
習の評価

○ 物語の中心となる人物の吹き出しを考え、理由をつけて紹介することができた
か 。 (ワ ークシー ト)
○ 友達鈴意見をしっか り聞き、 自分の考えを深めようとすることができたか。

(ワ ークシー ト)
② 学び合いの評価
○  グループの話 し合いで、友達の良いところを見つけることができたか:

(振 り返 リカー ド)
-33‐

段

階
児童の活動

教師の働 きかけ学習活動 学び合い活動
つ

か

む

一取

り

組

む

深

め

る

1 本時のめあてと、学習の
流れを確認する。
・ 主人公の気持ちを想像 じ
て吹き出 しに書 き、発表す
ることを確認する。

火峨申にとぴこん武

友達の考えを聞くこと

○前時の活動で、友達
の良かったところを

思い出す。

前時の様子 を思

ようにする。

前時 までに確認
グループ活動 の

認する。

い 出 させ る

した 2回 の
流れ を再 確

ゴじんざの気持ちを読み取

二でさらに深く考えられる

り、

ようにしよう。

火事が起 きた ときの じん

ざの様子や気持 ちが表れ て

い るところをさが し発表す
る。

自分の考えをワークシー

ト①の吹き出 しに書 き、グ
ループで互いの考えを発表
する。

文中のどの言葉や文章か
ら想像 したのかをはっきり

′

させて話すようにする。
友達の発表を参考にし、
各 自の表現を推敲 してワー

クシー ト②に書 く。
2回 目のグループ活動で|
互いの吹き出 しを紹介 し、|
グループの中からおすすめ

|

の吹き出 しを一つ選ぶ。 |

発表 してい る友達
に体 を向けて聞 くよ

うにする。

グループの友達が

聞き取 りやすい声の

大きさで話す。

自分の考えがよく

伝わるように、ワー

クシー トを見せなが

ら発表する。

じんざの男の子 に

対す る思いが よ く伝

わ って くる吹 き出 し

に附箋 をは り、附箋

の一番多 か った吹 き

出 しを代表 にす る。

○

○

○

○

つ
い

間

ｏ
目

て

。
り

す

　

ず

箋

表

ヽ
ド

困

て

時

る

注

じ

る

よ

力

　

必

附

代

ら

一

じん ざの行動 に注意 して本

文 を読む ように指示す る。

ま

と

め

る

6 グループの代表の吹き出
しを読み、本時のまとめを

する。

7 友達の発表や 自分の話 し
方、聞き方について振 り返
る。

代表 の児童の発表

を しっか り聞 く。

良か った点 をみん

なでたたえる。

○

○

鏡珈請
滑

る饗
商
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確

で
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第 3学年 3組  国語科学習指導案
第48寺限 3の 3数室 指導者 石田 洋子

1 単  元も サー ヵスのライオ ン
2 単元 目標
○  物語 の中心 となる人物 の気持 ちを考 えなが ら読 み取 ることがで きる。
○ 心に強 く残 った場面の感想を、 自分なりの方法を選んで表現することができる。
3 単元構想 (15時 FHO完 了 )

く学 習 計 画〉            〈学び合いの場面〉

○教材文を通読 し物語の大体をとらえる。
初発の感想を書き交流 し、今後の学習の
見通 しを持つ。 (関心・意欲・態度)①

○ 新出漢字や言葉の意味について考える。
(言語に関する事項)②

○男の子と出会う前のじんざの境遇や気持
ちを読み取る。      (読 む)③
O男 の子と出会ったじんざの気持ちを読み
取る。          (読 む)④
O男 の子がおりをたずねてくるようになっ
てからのじんざの気持ちを読み取る。

(読む)⑤
O火事の場面でのじんざの気持ちを読み取
る。           (読 む)⑥
Oサ ーカスの最後の日の様子や、お客の気
持ちを読み取る。     (読 む)⑦

○いちばん強く心に残った場面を選び、音
読発表会で発表できるよう計画し練習す
る。     (関 心 。意欲・態度)③⑨
Oペ アのグループで中間発表会をし、さら
に発表の工夫をする。 (話す・聞く)⑩①

○全体の発表会をして、感想を交流 した り、
上手に発表できた友達の良いところを話
し合 った りして、学習のまとめをする。

(話す 。聞 く)⑫⑬

○心のふれあいを描いた他の物語を読む。
(関心 ,意 欲・態度)⑭⑮

・樹発の感想をペアの友達に見せながら

話し、友達の感想を肇んなに紹介する。

・画数の多い漢字やFED違えやすtヽ漢字の

筆lllEや意味・使い方などをグループの友

達と確認しながら進わる。

・理由を1まっきりさせてサーカスの中の

じんざの境遇を読み取り、グループで話

し合う。

・じんざの気持ちを行間に書き込尋、グ

ループで話し合って考えを濃める。
・ゲJレープで話し合った気持ちや考えが

よく表れるように読な。

・グループで印象に残った場面を決め、

登場人物の気持ちや様子を想像仁て読め

ているか聞き合いながら練習する。
。友達の音読を聞き、気がついたことを

アドバイスし合う。

。人物の気持ちが伝わるように工夫して

音読している友達の姿を認め合しヽ、そり

理由も発表する。

。今までの読書経験を生かしてt心峨ふ
れおいを描しヽた物語を友達と紹介しあっ

て、選ぶようにする。
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4 本時の学習 (5/15)
(1)本時のねらい
① 学習のねらい
○ 男の子とのふれあいを通 して変わっていくじんざと男の子の気持ちを考え、行
間に書き込むことができる。
○  じんざと男の子の気持ちをグループで話 し合うことができる。
② 学び合いのねらい
○ 友達の良いところを見つけ、互いに認め合うことができる。
(2)学 習の設計
段

階
児童の活動

教師の働 きかけ学習活動 学び合い活動
つ

か

む

１

　

　

２

○ じんざの様子や男の

子 との出会いの場面

で、心に残 っている

ことをペアで話 し合

う。

寂 しか った じん ざが、 男 の

子 との 出会 い で温 かい気 持

ち を持 つ ことが で きた こ と

を思 い 出 させ るよ うに声 を

かけ る。

じんざと男の子の様子や気持ちがよく表れている言葉を見つけ、
二人の気持ちを考えよう。

取

り

組

む

深

め

る

3
グ

4
気

見

5
と

書

だ

う

6

学習の流れ と自分たちの
し
ループの動 きをつかむ。
,じ んざと男の子の様子や

1持 ちが表れている言葉を

,つ け、傍線を引 く。

言葉 を手がか りに じん ざ

男の子の気持 ちを行間 に

き込む。

ワ∵ クシー トに書 き込 ん

内容 をグループで話 し合

○線を引いた言葉をペ

アで確認 し合う。

○傍線を引いた理由を

相手にわか りやす く

説明する。理解でき

るように しっか り聞

く。

○理由が上手に言えな

いときは、一緒に考

える。

○分か らない ことは質

問 してペアで考えを

まとめる。

○違 う考えの場合は相

手が理解できるよう

に説明する。

○ い ろい ろな気持 ちが

出 るようにグループ

で話 し合 う。

○ 国語 の リーダーを中

心 に話 し合い を進め

る。

・ 前 半 はペ アで じん ざ と男 の

子 の気 持 ち を考 え る こと、

後 半 は グル ー プで話 し合 う

ことを確認す る。
。それ ぞれ の活 動 時 間 の割 り

振 りを提示す る。

'手 が か りにな る言葉 に傍 線
を引 く活 動 は、 まず 、個 人

で行 って か らペ アで確 認 す

ることを指示す る ./
・ じん ざ の気持 ちの変化 を表

す 言葉 に着 目す るよ うに声

をかけ る。
・ じん ざの動 きを動作化 しな

が ら、 気持 ちをつ かむ よ う

に助言す る。
・会 話文 に含 まれ る「… …」

には どん な気持 ちが か くさ

れ てい るのか考 え るよ う促

す。

・病 気 で入 院 してい た り退 院

した りす るときの気持 ちは、

子 ど もた ちの体験 を聞 きな

が らふ くらませ てい くよ う

に助言す る。
・ グル ー プ を llFに 回 り、 講 じ

合 いが順 調 に進 んで い るか

確認す る。
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広

げ

る

一ま

と

め

る

7 気持ちを考えながら第二
場面を読む。

代 表 の グル ー プが音読 す

る。

9 課題への取 り組み と学 び
合いについて振 り返 る。

○話す人の気持 ちを考

えて、うなず きなが

ら聞 く。

○グループで、じんざ、

男の子、地の文を読

む人の役割分担をす

る。

○ 自分の振 り返 りをし

た後、友達に本時の

感想を伝える。

○良かった点をみんな

でたたえる.、

。と くに会話文 に気持 ちをこ

めるように声をかける。

・気持 ちや様子が分か る読み

方ができたことを賞賛する。
・ 良か った こと、楽 しか った

こと、分か った ことが共 に

共有で きるような振 り返 り

にする。

(3)

①

価評

②

学習の評価

○  じんざと男の子の気持ちが分かる言葉に線を引き、行間にその気持ちを書 くこ
とができたか。                      (ヮ _ク シユ ト)
○  グループの話 し合いで、自分の意見を進んで言うことができたか。  (観 察 )
学び合いの評価

○ ペアやグループで相談 したり音読 した りする活動に意欲的に参加できたか。
(観察・振 り返 リカー ド)
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第4学年 1組 体育科学 習指導案

第 43寺限 体育館 指導者  本島美保子
Jヽ倉 正愛

1 単  元  跳び箱運動 (器械運動 )
2 単元 目標
○ 跳び籍運動の技の楽 しさを求めて、友達 と励 まし合い、協力 し合 って、安全に気
をつけて意欲的に取 り組 もうとする。

○  自分の力に応 じためあてを持ち、その達成のための練習場所や練習の仕方を選び、
計画的に練習することができる。

○ 今できる技のできばえを高めた り、新 しい技ができる。
3 単元構想 (6時間完了 )

く学 習 計 画〉            〈学び合いの場面〉

○学習のね らいや進め方を理解 し、グルー

プで役割分担を して、学習の見通 しを持
つ。       (関 心・意欲・態度 )

03年 生での跳び箱遊びをもとに、 自分が
できるいろいろな跳び越 し方を試 して、

自分の力を知 る。

(思考・判断)(技能)①

○助走・踏み切 り 。着地 までの一連 の動作

が調子 よ くで きたか をグループで互いに

見合い、声 をかけ合 って、楽 しく跳ぶ。

(関 心・意欲・態度 )(技能 )
○跳び越 し方ので きばえをよ くした り、が

んばれ ば跳べそ うな高 さや種 目に挑戦

した りして、跳 び籍運動 を楽 しむ。

(思考 ,判 断)②～⑤

○発表会で友達の良いところを見つける。
(関心・意欲・態度)(思 考 。判断 )

○チャレンジして、技能向上 した跳び越 し

方を発表する。      (技 能)⑥

4 本時の学習 (3/6)
(1)本 時のねらい
① 学習のねらい
○  自分に適 した課題を持ち、互いに教えあったり、励まし合ぅたりしなが ら、安
全に気を付けて跳び箱運動を楽 しもうとする。

○ 能力に応 じて、自分に合 った練習方法を選択 し、跳び箱の使い方を工夫 して運
動できる。                [
○ 横向き、または縦向きの跳び箱で、助走・踏み切 り・着地までの一連の動作が
調子よくできる。

② 学び合いのね らい
○ 友達の演技を見て、ア ドバイス したり、賞賛 したりすことができる。

・練習の場づくりや片付 |サなど、安全に

気を付けながら、友達と協力して手際よ

く行う。
・生活グループのメンバーで、声をか|す

合い、励まし合いながら、楽しく跳び箱

運動をする。

・授業の前半は、生活グループのメンバ

ーで4種類の跳び方の場をlllHに回ってい
く中で、教え合い励まし合う。

・授業の後半は、チャレンジグJL―プで

ペアの友達に見てほしい所を伝え、剛tん

だ後どうだったか友達に聞いたり、ペア

の友達の跳び方をみて、ア ドバイスした

りして、互いに励まし合う。

・学習の成果を発表し、互いの良いとこ

ろやがんばりを見つけて、発表し合う。
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(2)学
｀
習の設計

段

階

児童の活動
教師の働 きかけ

学習活動 学び合い活動

つ

か

む

取

り

組

む

深

め

る

一
ま

と

め

る

1 集合、整列、あいさつを
する。

2 準備体操をグループごと
にする。
・ス トレッチ体操
・補強運動

3 本時のめあてを確かめ、
学習の見通 しをもつ。

きちん とで きてい る

か見合 って声 をかけ

る。

・ 健康 観 察 を し、子 ど もた ち

の状況 を把握す る。 … Tl
・ 見学者 には、体 育 メモ を配

布 し、学 習 内容 を記録 す る

ように指示 をす る。 … T2
・足 打 ち、 馬膨Lび な どの補 強

運 動 で十 分 ウ ォー ミングア

ップをす るように声 を掛 け

る。    ABグ ルーフ・・…Tl

CDク
゛
ルーフ …゚・T2

,学習のめあてを確認 させ、
学 習 の進 め方 をつか ませ る

ようにす る。    … Tl

自分の跳べそ うな高さや、種 目にチ ャレンジしよう。

4 本日
認す |

5 グノ
の種 I

開脚】

↑

台上囃

6 跳 て

にな l

か っ ¬

・開勝
・台 _
。かズ

・下「

簡藍7

8 本酵
次時θ

時の 自分のめあてを確

う。

レープごとにそれぞれ

ヨの練習す る。

(ロ ーテー シ ョン)

兆び→下 向 き横銚び

↓

慮転←かかえこみ跳び

ゞこ し方別 のグループ

9、 自分のめあてに向

〔練習す る。

印跳び

L前転
)ヽ えこみ跳 び

司き横跳ぴ

ユな発表会 を行 う。

拳の学習を振 り返 り、

)め あてをつ くる。

○ グループ内での ロー

テー シ ョン (試技 を

す る子～踏み切 りを

見 る子～手の 付 き方

を見 る子～着地 を見

る子～)で、励 ま し
合 った り、助 言 し合

った りしなが ら練習

をす る。

○ 自分が演技 をす ると

きは、手 を挙 げて、

自分が跳ぶ ときに気

をつけ ることを友達

に伝 えてか ら、助走

に入 り、後で助言 を

受け る。

・ 挑 戦 す る技 の と ころ

ムプ レー トが貼 付 し

ことを確認す る。

・教 室 の グルー プ を も

言 し合 い なが ら、練

よう指示す る。
・ 4種 類 の跳 び方 を順
ばせ る ことで、 それ

技 につ い て、 自分 の

つかませ る。
・ 台上前 転・ か か え こ

・開脚跳 び・下 向き横選

。い ろい ろな場 を設定

自が 自分 のめ あて に

挑 戦 で きる場 を選 ば

うにす る。

・め あて を達成 した子

演技 を見せ 、 で きる

な った ことに対 して

す るよ う、子 ど もた

きかける。

・ め あてが達 成 で きた

合わせ 、満足 感 と次

挑戦 す る気持 ちを高

ようにす る。

・ 単 に跳 び こせ る高 さ

にネー

てある
…彎

と に助

1習 す る

番 に跳

ぞ れ の

調 子 を

み 跳 び

…・Tl

兆び
。…T2

し、 各

向 け て

せ る よ

どもの

ように

、賞賛

ちに働

か話 し

の技へ

めれ る
…・Tl

のみを
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9 整理運動をす る。

10 後片付けをする。 ○体育係 の子 を中心 に

友達 と協 力 して片付

ける。

(3)評   価
① 学習の評価
○ 安全を確かめ、友達と協力し合って、眺び箱運動を楽 しむことができたか。

(観 察 )

○  自分のめあてを持ち、技量に合 った練習場所で工夫 して練習できたか。

○ 助走・踏み切 り 0着地の一連の動作が、調子よくできたか。
(観 察 。発表 )

(観 察 。発表 )

(観察・発表 )

追求す るのではな く、技の

で きばえ もめあて と して持

たせ られるようにする。

伸 び伸 び と行わせ、体 を リ

ラックスさせる。  … Tl
安全 に気 をつけ、手際 よ く

片付けさせる。   … T2

② 学び合いの評価

○ 友達の演技を見て、ア ドバ イス した り、励 ま した りで きたか。
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第 5学年 1組  家庭科学 習指 導案
第 3時限 5の 1教室 指導者 若原 公代

題  材   くふうしよう !か しこい生活
題材 目標

○ 身の回 りの整理・整 とんを通 して、物の使い方や買い物に関心をもつことができる。
○ 身の回 りを快適に整えた り、地域・環境に配慮 した生活の仕方を工夫 した りするこ
とができる。

○ 身の回 りの整理・整 とんやそうじができる。
○ 整理・整とん、そうじの手順、不用品の活用の方法や適切なごみの始末の しかた、
計画的な物の使い方や買い方を理解することができる。
3 題材構想 (15時 間完了 )

く学 習 計 画〉

○快適に生活できる住まいについて話 し合
い、今後の学習の見通 しを持つ。

(関心・意欲・態度)①

○学校のよごれ調べをする。 (技 能)②
Oそ うじの手順や方法を考え、クリーン作
戦の計画を立てる。  (創 意工夫)③
O家庭科室や教室などでクリーン作戦を実
行する。        (技 能)④⑤
Oわが家のクリーン作戦を立てる。

(創意工夫)⑥
Oわが家のクリーン作戦を実行する。

<家庭 >
○わが家のクリーン作戦の結果を発表 し合
う。      (創 意工夫)(技能)⑦

○不用品の活用方法を考え、話し合う。
(創意工夫)③

Oごみの始末のしかたで工夫していること
を調べ、発表する。

(関心・意欲・態度)⑨⑩
O学校や家庭で出るごみの適切な始末のし
かたを考える。    (倉 J意工夫)①

○くらしとお金の関係について話 し合う。
(関心・意欲・態度)⑫

O購入の意志決定のシミュレーションを行
う。           (技 能)⑬
O商 品の情報を集める方法について話 し合
い買い物計画を立てる。 (創 意工夫)⑭

○学習を振 り返 り、 これか らの生活に生か

ずことを話 し合う。

(関 心・意欲・態度)⑬

〈学 び合いの場面〉

・住まいの問題点を挙:ザながら、快適な

住まいの条件につtlて考えを出し合う。
・自分の生活を見つめ直し、経験から意

見を言えるようにする。

・よりきれいになる掃除の作戦をグルー

プで立て、協力して実践する。

・わが家のクリーン作戦の結果をわかり

やすく説明し、しヽろいろな方法をみんな

で交流する.

。自分の考えを持ち、グループで話し合

い全体に伝え、みんなで考えを深める。
・よtヽアイディアがあれば、みんなで認

め、たたえあう。

・自分の経験を生かしてわかりやすく発

表し、全体に伝える。

・友達の発表をしっかり聞いて考えを深

め、自分の生活に役立てる。
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4 本時の学習 (7/15)
(1)本 時のねらい
① 学習ねらい
○ よごれの種類、クリーン作戦の方法、家庭での実践、家族の反応などを分かり
やすく発表することができる。
○ 友達の発表を聞き、自分の家に合ったそうじの方法を見つけることができる。
② 学び合いのねらい
○ それぞれのグループで発表されたそうじの方法を交流 し合い、さらによい方法
を考えることができる。

(2)学 習の設計
段

階
児童の活動

教師の働 きかけ学習活動 学び合い活動
見

つ
め

る

一追

究

す

る

一　

　

と

　
。

り

　

て

る

ク

　

あ

す

の

。
め

認

家

る

の

確

が

返

時

を

わ

り

本

れ

ふ

　

流

2

ン作戦を

、学習 の

を

　

を

践

　

れ

実

　

流

の
　
　
の

で

　

習

。

庭

　

学

る

家

。
と

す

の

る

題

示

れ

せ

課

明

ぞ

さ

の

に

れ

起

時

板

そ

想

本

黒

わが家のクリーン作戦勢結果から、よりよい方法を考えられるようにしよう。

3 わが家の ク リー ン作戦 の
結果 をグループで発表 し合
う。

①順番に発表する。
・場所
0よ ごれの種類
。そうじの方法
・工夫 した点
・家族の反応  など
②質疑応答する。

③感想を述べ合う。 ` ‐
4グ
芳重与會基轟事をF他

の
|

○ グループの友達 にわ
か りやす く要点をま

とめて説明する。

○他のグループの友達
にも正 しく伝えるこ

とができるようにし
っか り聞き取 り、メ
モを取 る。

O聞 く人が分かるよう
に資料を活用 しなが

らていねいに説明す
る。

○友達の説明を最後ま

で静かに聞き、分か

らないことは質問す
る。

Э聞いてきたことを正

しく報告するように
J泌カミける。

Э初めて知 った方法に

実物や実践 の様子の写真 i

どを提示 させ、分か りや
‐

く発表するように助言する
よごれ を落 とすために使 ヽ

た材料や用具 を知 らせ、こ

の結果 を教え合 うように 1
す。

他のグループヘ取材 に出ソ

け る子 と残 って説 明す る f
に役割分担 をさせ る。そオ

ぞれ鋤役割 を理解 し、責 {
を果たせるように促す。
移動の仕方のルールを確言
する。

制限時間を意識す るようほ

呼びかける。

机 間巡視 を し、話 し合 い C

様子に応 じて助言す る。

これ か ら自分 が挑戦 してこ

な

ケ

ｏ

つ

そ

足

ト

ル

ｔ

丑

忍
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(3)

①

入する。

③教えてもらった方法を参
考に してさらによい方法
を話 し合う。
6 本時の学習を振 り返る。
O友達のクリーン作戦でよ
いと思ったことを発表す
る。

② これから自分が実践 した
い方法を発表する。

ついて感想 を述べ合

つ 。

○ グループで協 力 して

新 しい アイデ ィアを

出 し合 う。

○よかった点をみんな
でたたえる。

○友達の発表を聞いて

意欲を高め合う。

たいそ う じ方法 を発見す る

ように呼びかける。

継 続 して い くこ とが で きる

そ う じ方法 が大切 で あ る こ

とを確認す る。

今 日の学 習 を今後 の生活 に

生 か してい くことを呼 びか

け る。

とができたか。

(話 し合い )

じを しようとい

(ワ ークシー ト)
②

学習の評価
○ わが家のクリーン作戦の結果を友達に分かりやすく説明するこ

○ 友達の発表や話し合いを参考にして、自分に合った方法でそう
う意欲を高めることができたか。
学び合いの評価

○  聞いた り伝えたりす る活動に意欲的に参加できたか。 (振 り返 リカー ド)
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第 6学年 1組  社会科学習指導案
第 48寺限 6の 1教室 指導者 橋本 敦史

1 単  元   日本と関係の深い国々
2 単元 目標
○ 我が国と経済や文化等の面でつなが りが深い国の人 々の生活の様子に関心を持つ。
○ 外国の人々と共に生きてい くためには異なる文化や習慣を理解 し合うことが大切で
あることが分かる。

○ 友達 と協力 して諸外国の現状を調べ、グループの友達に伝えることができる。
3 単元構想 (6時間完了 )

く学 習 計 画〉           〈学び合いの場面〉

〇 日本 と結びつきの深い国を調べる学習の

進め方を確認する。

○グループでアメリカ・韓国・サウジアラ
ビア・中国ブラジルの中か ら一人 1国選
ぶんで分担を決める。

○参考になる図書などを調べる。

(関心・意欲・態度)①

○同 じ国を選んだ友達 といっしょに、イン

ターネッ トやいろいろなものを使 って調
べる。

○調べたことをワークシー トにまとめる。

○調べたことを自分のグループの友達に説
明す るための練習をする。

(関心・意欲・態度)(技能・判断 )
(知識 。理解)② ～④

○自分で選んだ国について自分のグループ
の友達に説明をする。

○友達の説明をしっかり聞いてメモを取
る。   (技 能・表現)(知識 。理解)⑤

○情報交換で得た内容を基に、 5か 国と日
本との結びつきについて考え、学習のま
とめをする。

(関心・意欲・態度)(思 考 。判断)⑥

・グループで話し合って5か国に分かれ
同じ国を選んだ友達同士で学習計画を立

てる。

・インターネットを使って見つかった情

報は、同じく国のグループ内で共有しな

がら調べてしヽく。

・調べたことを情報交換して、内容を取

捨選択しながらまとめていく。
・まとめる段階で、友だちにアドバイス

をオさくる。

'同 じ国のグループ内でうまく説明でき

るように聞き合って練習する。

・自分で選んだ国について友達に分かっ

てもらえるように説明する。

・友達の説明がよく分かるようにしっか

り聞く。

・友達から聞いたことを基に、 5か国に
ついてまとめていく。
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4 本時の学習 (5/6)
(1)本
｀
時のねらい

① 学習のねらい
○  自分で選んだ国について、グループの友達に分かりやすく説明することがで
きる。

○ グループの友達から聞いた説明をしっかり聞いて理解する。
② 学び合いのねらい
○ 調べたことをく:自 分のグループの友達に分かりやすく伝えたり、聞き取ること
でお互いの学習を深め合う。

(2)学習の設計

(3)評   価
① 学習の評価
○  外国の国について調べた ことをグループの友達 に説 明できたか。(説 明の様子 )
○  グループの友達 の説 明を しっか り聞 くことがで きたか。

(聞 く様子・ ワー クシー ト)
② 学び合いの評価
○ 説明したり聞いたりする活動に意欲的に参加できたか。   (活 動の様子)

段

階

児童の活動
教師の働 きかけ学習活動 学び合い活動

つ

か

む

一取

り

組

む

一ま

と

め

る

1 グループ内で、それぞれ
の国についての情報交換 を

することを確認する。

2 本時のめあてと、学習の
流れを確認する。

外国につい

前時 までの活動 を生かす よ

うに指示する。

ての説明をきちんと聞き取 ろ う。

自分のグループの友達 と

各国の情報交換 をする。

①アメ リカについて説明を

聞 く。

☆学校 tlj度

☆食事

☆言語

☆祭や文化

☆ 日本との結びつき

②メモを取 り、分か りづら

かったことやもっと知 り

たいことを質問す る。

③説明の評価をする。

韓国・サウジアラビア・

中国・ブラジルとЛ質に説明

を聞 く。

○友達がワークシー ト

に確実に書 き残せる

ように分かりやす く

説明をする。

O友達の説明を理解で
きるようにしっか り

聞く。

制限時 FEDを 意識す るように

させる。        '
時間があれば質問にも答え |

るように指示す る。

よ く分 か らない ところにつ

い ては、 もう一度説 明 して

もらうように助言す る。

メモ を元 に学 習 してい くこ

とを意識 す る よ うに声 をか

け る。

聞 きやす い説 明だ ったか と

い う点 につ い て のみ に絞 る

ように、気 をつけ させ る。

5 友達 の発表 について互い
に振 り返 る。

6 次時 には、情報交換 した
5か 国についてまとめ るこ
とを知 る。

○ ワー クシー トに書 き

込み、友達 に伝 え る。

一　
　
　
詢

視

一　
　
　
の

ン
」

一
　

　

本

え

一　　　闘
鶴

一
　

　

特

い
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仲 よ し 1組  生活単元 学習指 導案
第 4時限 伸よし 1教室 指導者 高本真由美

1 単  元  すみえきょうしつ
2 単元設定の理由
本校ではいろいろな方 と交流する機会を意図的に設定 している。特殊学級では、地域
の方を支援者 としてお迎え した り、デイサービスの方と交流 した りしている。特殊学級
児童が将来地域で生 きてい く時に障害を理解 し支援 して くださる地域の方を増や してお
くことが必要だと考えているか らである。

支援者 と特殊学級で墨絵、珠算、習字、手遊びの活動をした り、交流学習に付き添 っ

て もらい交流学習で楽 しく有意義な時間が過 ごせ るように した りしている。老人のデ

イサービスの方とは、双方が楽 じめる活動を計画 し定期的に交流 している。

本単元の墨絵の授業は、担任や支援者 も児童 と同 じように講師に教えてもらう立場 に

立 ち、サークル活動の疑似体験ができる設定 に している。墨絵が趣味に発展 しな くて

も、将来地域のサークル活動 に参加す る時 に役立つようなコミュニケーシ ョンスキル

を学ぶことで、将来の有意義な余暇の過 ごし方につなが って欲 しいと考えている。
大人が学び合う姿を見て、子 どもが学び、子 どもと共に学ぶことで、また大人が学ぶ

という学び合いの楽 しさを実感 し、技能の向上を喜び合える授業を目指 している。.

3 単元のねらい
○ 担任や支援者 と共に墨絵を描 く学習を通 して、異年齢の集団で学び合う楽 しさを味
わい、社会性を養 う。

4 目指す姿
動

面

活

場

目指す姿

A(2年 ) B(3年 ) C(6年 ) D tz+l
準

備

。
片

付

け

,自 分のことは自分でや

ろうとす る。
・手伝 って もらった ら感

謝の気持ちが伝え られ

る。

自分 の ことだけでな く、他 の人 の ことも気

にかけ、「手伝 い ます。」等 と声 をか ↓すなが

ら手伝 いがで きる。

感謝 の気持 ちを伝 え られ た時 に、言葉や態

度 で応 えようとす る。

平
成
十
九
年
二
月

一
日
転
入
。

支
援
を
素
直
に
受
け
な
が
ら
楽
し
く
活
動
し
て
欲
し
い

取

り
′

組

み

うま く出来た り、失敗

した りした時 に、 自分

の思いを表情や声 で表

現す る。

話 しかけ られ た ら、相

手 の顔 を見 る。

問いかけ られ た ら動作

や声で応 じる。

自分の思いを言葉で

伝えるだけでな く、

相手の反応 を待 った

り最後 まで話を聞い

た りしようとする。

うま く出来 た り失敗

した りした時等 に、

自分 の思い を単語で

表現す る。

自分 の思い と違 うこ

とを穏やかな表現で

伝 え られ る。

助 言 を聞 き入 れ 、

自分 の言動 を変更 し

ようとす る。

発

表

。
振

り

返

り

自分の思い を声 で表現

しようとす る。

発表 で きた喜 びが表情

に表れ る。

他 の人 の作品 を見た り

発表 を聞いた りして、

拍手 をす る。

自分の思いが言葉 で

表現で きる。

自分が一番 にな るこ

とに執着せず、他 の

人の良さも発表 しよ

うとす る。

他 の人 の発表 を聞い

た後 に拍手 をす る。

自分 の思い を単語で

表現す る。

他人 の作品 を見た り

発表 を聞いた りしよ

うとす る。

発表 を聞いた後 に拍

手 をす る。
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5 活動計画 (9時間完了 )
(1)す みで えが かけるよ う。・・・・・・・・・・ 1時 間
(2)さ かなを えがこう・・・・・・・・・・・・・・ 2時 Fal
(3)ね んが じょうを かこう 。・・・・・・・・・・・ 2時 間
(4)な すを えがこう 。・・・・・・・・・・・・・ 。2時 間 (本 時 2/2)
(5)け しきを えがこう・・・・・・・・・・・・・・ 2時 間
6 本時の学習 (7/9時 間 )
(1)本 時のねらい
D・ ・ 。こだわる気持ちを切 り替えて、活動に参加 しようと努力する。
A・ ・・気に入 った作品を自力で選び、発表 しようとす る。
B・ ・・思い通 りにならな くてもくじけず、助言を素直に聞き入れ る。
C・ ・・ 自分の思いを伝えなが ら、最後まで取 り組 もうとする。
(2)学 習の設計
段

階

講師の活動

△担任の補助

児童の活動 El担任・支援者 の活動
A(2年 )。 D(2年 ) B(3年 ) I C(3年 )

事

前

△ 協力 し合って準備が
できるように見守る。

・準備をする。

□  正 しい手順で
準備ができるよ

う手を添えて支

援す る。 Aは 見
守 る。

・各 自の準備を し、水黒板や水入れの

用意をする。

□ 協力 し合 って準備ができるよう見
守る。

つ

か

む

教室に入 り、挨拶 を

する。

気持ち良い挨拶がで

きるよう援助する。

手本を見せなが ら、

課題を伝える。

課題 を掲示 しなが

ら、読み上げる。

描 き順 が書 かれ た手

本 を使 って、描 き方 を

実演す る。

描 き方 のポ イン トと

な るところをカー ドで

付け加える。

正 しい描 き順 を手本

で確認す る。

5 筆 の準備 をす るよう
声 をかける。

△  筆 の準備 の順番が書

△

△

△

・「おねがい します。Jと 大きな声で挨拶をする。
□  児童の手本 となるように、大 きな声で挨拶を し、 し
っか り頭を下げる。

□ 号令係が姿勢を正 していない級友に気づかない時は、
号令係に声を掛けるように助言す る。
・課題について思 ったことを言葉や表情で表現する。

□ 課題について児童が思ったことに共感 じ合う。
□  講師の話を静かに聞こうとしない級友｀に気づき、注
意ができるよう支援す るが、それでも静かにな らない

時は、日に人差 し指を当て、静かに聞 くよう促す。

・講師の実演 を見 る。

□  見 る ことに集 中で きない時 は、講師 の方 に 目を向け
るよう声 や手 をかけた り、筆 の使 い方 を講 師 の動作 に

合わせて言葉 で伝 えた りす る。

□  講 師 の代 わ りに実演 を したが る児童 が いた場 合 は、
そ の児童 を指名 し、講師は支援 を しなが ら、描 き方 を

説 明す る。

・描 く順番 を決め、順番 を守 って描 く。

□  自分たちで描 〈順番が決め られ るように支援す る。
□  筆 の水 を取 った り、墨 を付 けた りす るタイ ミングが
良 く分か るように声 を掛 ける。

□  級友 が描 いてい る時 に級友 のす る ことに 目がそれ る
よ うな児童 には、描 くタイ ミングに合わせ て描 き方 の

ポ イ ン トを言葉 で伝 え、描 き方 の確認 が で きるように

す る。
・「筆 の準備 Jの 表 や講 師 の説 明 を手 が か りに筆 の準備
をす る。

□  F筆 の準備」の表 を児童 と読みなが ら筆 の準備 を し、
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かれた用紙を黒板に掲

示する。

上手 くで きない児童 には手 を貸す。

□  友達 の様 子 も気 に掛 けなが ら準備 を してい る児童 を
賞賛 しなが ら準備 をす る。

取

り

組

む

6 各 自で取 り組 む よう
声 を掛 け、個 Bllに 手 を

添 えて描 き方 を指導す

る。

△  な ごやかな雰 囲気作
りに心掛 ける。

△  手際 よ く取 り組 め る
よう配慮す る。

・手本を写 した り、見た りして描 き、仕上が った作品は

教室の後ろの台の上の自分用の箱に入れる。

□  児童 も会話に巻 き込みなが ら楽 しく活動できるよう
心掛ける。

□  先回より進歩 していることを見つけ、互いの良さや
頑張 りが賞賛 し合えるよう心掛ける。

片

付

け

7 片付 けを行 うように
声 をかける。

△  片付 けが しやす い よ
う、事前 に箱 を用意 し

てお く。

。自分 の道具 を 自

分で片づけ る。

□  最後 まで 自力
で 出来 た ら誉め

る。

◆自分の道具が片付いたら、筆洗いの

水や敷物を協力 しながら片付ける。

□ 譲 り合 って活動 していたら誉め、
できない時は支援する。

発

表

・
振

り

返

り

「今 日の作品」 を選

ぶ よう声 をかけ る。

全体 の様子 を見て声

を掛 けるタイ ミングを

講師 に伝 え る。

△

回

□

一番気 に入 った

作 品 を選 んで、

席 に着 く。

「 どれ が一番

好 きか な。J等
と声 を掛 け、二

人 で決 め るまで

待つ。決 め られ

た ら賞賛す る。

「一番に発表 したい

人Jと 発表意欲を喚起
するように尋ね、挙手

した児童を指名する。

上手 く発表できるよ

う支援する。

△

。自分の番がきたら前に出て、作品の発表をする。
・級友の発表は静かに聞き、思 らたことは挙手を して発

表する。

□ 一番 を譲 り合わない時は、 じやんけんにす るよう助
言する。

□  A、 D、 Cが 発表者になっても話 し出せない時は、
児童の思いを代弁する。

次 国の予定 を話 し、

終わ りの挨拶 をす る。

次国の作品 を黒板 に

掲示す るふ

10

△

次国の予定 を聞 き、お礼の言葉 を大 きな声で伝 え る。

次 国 に対す る期待 や意欲 を言葉 で表現 ヒ/な が ら、児

童 にも語 りかける。

児童 の手本 とな るように1大 きな声 で挨拶 を し、 し
っか り頭 を下げなが ら、挨拶 で きない児童 を支援す る。

□

□

(3)評   価
D・ ・・級友の活動 を見た り、支援 を受 けた りして活動 に参加 したか。 (表 情 )

A・ ・・支援 を受 けなが ら、 自分で選んだ作品 を発表 したか。 (行動 )
B。 ・・落 ち着いて取 り組み、 f■

~品
を仕上げたか。 (作 品 )

C・ ・・他者 の問いかけ に対 して、 自分の思い を伝 えなが ら取 り組 んだか。 (会 話 )
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伸よ し2縄  算数科学習指導案
第 48寺眼 仲よし2教室 指導者 佐光美智子

１

２

単  元  スーパーで買い物を しよう
単元設定の理由
本学級は、 5年女子 と 1年女子の 2名 が在籍す る。 5年 Bは 、今年度より国語・算数
社会の教科のみ基礎学力を身につけるため, 5年 の教科書を中心に特殊学級で学習 して
いる。 1年 Aは 、ひ らがなや数字をなぞ って覚えている過程である。そのような理由で
2人 がい っしょに過 ごす時間や学習する時間も限 られているうえ,学習能力差 も大変大
きい。 このような状況で 2人 が関わ り合うことはなかなか難 しい。
そこで、学年 も主に生活する教室 も異なる 2人が、それぞれの能力を生か しながら意
欲を持 って関わ り合うことができる本教材を設定 した。一緒に楽 しみ学び合いなが ら活
動することで相手を理解 し、社会に役立つ経験を身につけることを目指 している。
3 単元のねらい
O Aは 品物の数量を視覚的に理解 し、 Bは Aが 購入 した品物の代金を計算することに
より計算力を高めることにつながって欲 しいと考える。
○  スーパーで買い物をすることの楽 しさを味わうとともに、異年齢の集団で楽 しく社
会生活 に役立つ体験を楽 しく活動する。
4 目指す姿
習

面

学

場
目指す姿

A (1年生 ) B(5年生 )

算

　

数

品物の数量が

買い物の代金を支払うことができる。

式 (た し算・ひき算 :~が け算)を 立
てることができる。
計算 (た し算・ひき算・かけ算)が
速 くできる。

支援 を受けなが ら最後 まで計算 に取
り組む ことができる。

学

び

合

い

自分の言いた弓ヽ ことを支援 を受 けな
~

が ら 恥ずか しが った り泣いた りしゃ
がみこんだ りしないで短い言葉で話す
ことができる。
Bの 発表 を 一生懸命見た り聞いた り
することができる。
店の人とのコミュニケーシ ョンができ
るように店での言葉をはっきり話す。
Bに 教えてもらったら感謝の気持ちを
込めて「あ りがとう。」 と伝えること
ができる。
Bの 発表を静かに聞 く。

・ 自分の言いたいことをまとめてから
大きな声で話す ことができる。
・積極的に活動 し,Aが 困 っている場
合 (品物を分けられない時や買う物
が決め られない時、お金が分か らな
い時など )、 Aに 進んで教えてあげ
ることができる。

活動計画 (7時 間完了 )
スーパーでのた し算やひ き算の問題 を とこう 。・・・ 2時 間
スーパーでのかけ算や順序 の問題 を考 えよう 。・・ 。2時 間
買い物 ごっこを しよう 。・・・・・・・・・・・・ 1時間
スーパーで買い物 を しよう  。。・ 1・ ・・・ ・ °2時 間 (本 時 1/2)
本時 の学習 (6/7)
本時のね らい

①学習のねらい
A・ ・・品物と対応 して数量が分かる。
B・ ・・計算 (た し算・ひき算 。かけ算)に 最後まで根気よく取 り組む。
②学び合いのねらい

A・ ・・友達と関わり合い伸良く楽 しく活動する。
BC・ ・お互いの頑張りを認めあい仲良く活動する。

5

(1)

(2)

(3)

(4)

6

(1)
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(2)学 習の設計
段

階
学
・
習活動   ○学び合い

教師の働 きかけ奥(1年)    | ~~     丁
つ

か

む

一取

り

組

む

|

一ま

と

め

る

l 始まりの挨拶をする。

2 本時のめあてを聞 く

・声 をかけ合 って,良 い姿勢で
始 ま りの挨拶 がで きるように

見守 る。
・前時 までの問題への取 り組み

を確認す る。

A:か うもりやおかねのかずを、かぞえられるようにしよう。
B:式を考え、速く計算できるようになろう。

3黒 板の写
・ どんな物

表する。
4 品物をラ
けて机に立

おか しうじ

やさいうじ

さかなうり

牛乳・ プ リ
5 買い物 こ
①それぞわ
に分かね

②お店 (オ
ように ,こ
。 お客の書
こんにち |

～をくだ

あ りが と

した

③教師が穫

を買う。

④買った湿

のお金を
べた りす

⑤代金を払

⑤いろいろ

返 し練習

6 今 日の活
・良い姿勢
しっかり

・店 の人の言葉

い らっしゃい

どれがいいですか

一　

　

　

　

分

せ

一
。　
　
　
　
が

見

。

一る
　
　
　
　
Ａ

を

る

一す

　

　

　

ヽ
り

げ

一臨

　

　

　

判

爆

動

一を
　
　
　
　
見

い

え

一物

　

　

　

に

な

教

百
国
　
　
　
　
か

ら

ら

一や

　

　

　

静

か

た

一場

　

　

　

○

しの持ち場 〔店の人 (B)と お客 (A)〕
じることを知る。
3客 ・店の人)の 言葉をはぅきり言 う
卜がける。
「葉

|ま

さい

うございま| ありがとうございま

:う 数や品物|OAが 買う品物の数を一
緒 に数 えてあげた り

て手助けをす る。

物 の 1

数 えた

る。

つ 。

つ分 |・ 品物 の合計金額やおつ

り並 | りを計算する。

な計算に慣れ る

する。

うに②～⑤を繰 り

」
に

一
　

め

一
　

と

一こ

の

ら

一る

分

か

一す

自

て

一表

・

一発
―
―
―

一を

で

一想

ま

一感

後

ｏ

一の

最

す

一動

‐で

話

A 大 きな声 で話す よ
かιする。

大 きな声ではっき
ように一緒に復唱 し

援する。

積極的な態度が見

賞賛する。

正 しい数 の品物が

に支援す る。

B 立式を迷 っている[
示をヒン トにするよ

か↓する。
B 品物の合計金額や :

まちがえないで計算
｀

見守る。
A 代金 を間違えずに 1
おつ りを受け取 った

とができるか見守る。
・楽 しか ったことや困

など、 自信を持 って :
るように児童の側にヽ

する。

A

A

うに声 を

り言える

ながら支

られたら

買えるよ

時は、掲

うに声 を

おつ りを

できるか

払った り

りす るこ

った こと

発表 で き

ハて支援

(3)評   価
① 学習の評価
A・ ・・品物の数量が分かったか。
B・ ・・根気よく立式や計算に取 り組むことができたか。
② 学び合いの評価
A・ ・・友達と関わ り合 って楽 しく活動できたか。
B・ ・・お互いの頑張 りを認め合い、積極的に活動できたか。
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参加者名簿         | ヱな・

∫
0暴参ゼ著
L縛暑

参加分科会

大山市立粟栖小学校        《

多 軍塾 蟄″

Z″夕L仁 /k/‐l多 /J

盤 月ヽ豪
ジ尋オニつbぺ十じよ

輛 ジ孝磨 >ケ
lilillをと二i」L二蕉 Ilil

1ヤ幹 嗅 畿

11再 与ュら己(Ptt CP―夕′′_

わ たと彎め
｀

b2ィ /Fジ 〕レ ク

詩鶏ハ槻ず
｀
)

盈 i村解峰
ち憾り■

摯市

ち可称渡″
‐
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参加者名簿 市内 (保護者)

17日分科会2

ゝ

舟生
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参加者名簿 市外

白
ご
研
「ど

′.■3

i傷

畿
ヽ
フ

」

番号 氏 名 連 絡

一
先 参加分科会 弁当 備 者

O 小林 いづみ 三重県員弁郡東員町立神田小学校 6
Q 酒丼 敦子 三重県員弁郡東員町立神田小学校 颯0 杉山 貴美子 静岡市立富士見小学校 6
④ 高橋 /AL洋 岩手県花巻市立八幡小学校 0
5 中村 嘉美 石川県小松市立今江小学校

Э 山田 勝裕 石川県能美市立根上中学校 ○
0 小梁 光史 石川県能美市立根上中学校 θ

0 田中 成子 岡山県岡山市立福島小学校 2

9 石垣 美智子 桑名市立t和小学校 欠

一（

野村 直樹 桑名市立七和小学校 欠

近藤 克也 長野県佐久中央小学校

0 百含 良二
的

0 森  文香 伊勢市立中島小学校 賀 0
〇 吉丼 清浩 岡山県赤磐郡瀬戸町立江西小学校 2 O
⊂
【
小関 英明 ―宮市立木曽川東小学校 ひ

∪ 浜辺 静香 石川県相見小学校 め
1ブ 奥田 理奈 石
C 日置 '幸嗣 二重県員弁郡笠間小学校(大安町教育研究会) ∩
C 吉村 阿紀

欠 Э
あ 栗田 真理子 二重県員弁郡石博小学校(大安町教育研究会) 欠 ∂
塾
〈
伊藤 格 三薫県曇弁郡丹生川 11学校 (大安町教育麟究会) 欠 ∂

一む
!清
水 弘之 三重県員弁君β大軍中学校(大安町教育研究会) 欠 0

つ
【
前)青E 康彦 尼崎市立中央中学校

午後から
安丼 秀臣 京田辺市立三山本小学校

多胡 紀代子 伊丹市立花里小学校 0
④ 住本 真弓 広島県江田島市立高田小学校 3`‐ 多
〇 柴田 孝明 大分県豊後大野市立三重東小学校 0
⑬ 石川 勝美 群馬県板倉町立東小学校

0 村上 好生
=薫
県名張市立つつじが丘小学校

① 松本 泰介 同
一

上

0 大垣内清広 同 上

J 置名 由起 鳥取県米子市立加茂小学校

Ъj 村上 はつ子 浜松市立久留女木小学校 2 ●
Lぅ 北野 真也 鳥取県箕蚊屋中学校 危
σ 長鴫 照代 埼玉県所沢市立南小学校 6
① 小守林志朗 宮城県栗原市立若柳小学校 0
ω 後藤 恵子 愛西市立市江小学校 ③

2LI

乃

Ｆ
ｆ

じ

Ｌ
「
ψ
ヂ

一

・

i
I

NO1 tz ヤt

兵庫県三田市立すずかけ小学校

岩倉市立岩倉南小学校

舟生
長方形



Ъ疇ご

:ゝ辱↓

摯ヽ

｀1:   lθ
θO爾

参加者名簿 市タト
hft T # ]e,4

NOz- u
番号 氏 名 連 絡 先 参加分科会

欠

弁当

有

備 考

● 夏丼 修 大阪市高槻市立南平台小学校

む 安岡 巌
欠 有

○ 西久保信一
欠 有

0 小泉 雅章
欠 有

0 辻丼 進
欠 有

0 西田 隆
欠 有

44 西田 日出夫
欠 有

0 新丼 1薔宏 浜松市立東小学校 2 e
⊂ ・桑原 伸幸 野田市立みずき小学校 X
こう 玉山 孝子 者手県花巻市立石鳥谷小学校

同  上
D

密 菅原 裕子
つ0 宇野 豊 岡出雨立清輝小学校

同  上⑩
ゝ`
杉野
´
)告―

辻  善嗣③ 三重県教育委員会
|

Э
一
神野 義一 販早県本垣市立安丼小学校

ジ 河村 反味子 清洲雨東須 ヶ口 139-1

⑭ 鈴木 千恵子 清拶11市助tl.-78‐ 2

D 神谷 美紀子
① 房野 敦子 斉原雨立出部小学校 3

0 河 丼 野田雨立南音β中学校

58 林  重男 T冨市立回出小学校

Q 住田 裕子 広島県江田島市立高田小学校 B
〇 西澤 員由美 静岡県掛川市立第一小学校 θ
〇 植田 量子 ,0

③・〇
｛
福島 冨美 半田雨立横川小学校

〇

"

柴田 民雄 冨舛県船岡小学校 D
Ot 相澤 ―彦 Ш形県天薫市立第三中学校

1・ 2限授業参観

1・ 2限授業参観
レ|→ 町野田 真裕 同  上

〇 本ム
ろ
一
公尋 Lttt

~67

68

69

70

71

72

73

74

15

舟生
長方形



参加者名簿

伝
オ′鼈

NO
番号 氏 名 連 絡 一先 参加分科会 弁当 備 者

一れ
”ｔ濤
一・
・輝
一

奄)、l難く亀空ぉ女詳議l十議 負ヽ字弔町 ゞ 0
・
２ 嶺 θ
Ｒ

ノ 墨tt博 量←瑳:壬 ニダ /
午 屎ヽ 轟 準尊ぶ…奪鳳 /
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′
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り
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・
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~ガ

乙 ¨

夕/ 童多 r雀∠ _Jム韓日高1耳覆
グダ 尉 グー ク

9/ぢ 凛J夏戒み 枚 / ぬ
27 ヤ添中わ`リ // / ヽ
F'参 l」 Fヽκ二工堕 二磁力角山 2

イ 多 甘監 2

多・θ ,て澪タフで ノ

′

ヮ
ぅ
／． 辮pギ ″
た 立午縫巧ガЯ //

キ
ゝ 7 Fふ    `蜂~¬
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万
~体
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づて増
」
半
　́、ヽ、

´
″

感汚

簿者〈
〓
司者言助

番号 氏 名 連     絡 参加分科会 弁当 備 者0 中村 安志 天Ш雨豆太出西小学校 1分助言者

0 高島 雅展 だヽ松市立今江小学校 1分助言者 懇親会出0 石田 勢津子 名古屋タト国語大学 1分助言者 役員会出席 懇親会欠0 中野 太四 大山市立犬山南小学校 1分司会者
0 高木 真由美 天Ш雨立犬出北小学校 1分発表者
0 岩森 進 者張雨立つつじ丘小学校 1分発表者
θ 有本 高尉 天出可立楽田小学校 2分助言者 畿

一Q 荒木 正志 東京練馬区立第三小学校

神戸大学

大山市立城東小学校

2分助言者

2翁助言者

2分司会者

千1
〇 伊藤 篤

fザ6 水谷 茂
0 高木 泰子 天Ш雨立羽黒小学校 2翁発表者
０
一
船橋 高志 野田雨立出崎小学校 2分発表者
0 須賀 陽子 天Ш雨豆堀栗小学校 3分助言者
〇 山本 美― 6張雨豆つつじ丘小学校 3分助言者
○ 小石 寛文 習F字院大学 3分助言者

3分司会者
董6 市原 尊光 大山市立東小学校

〇 長谷川紀美子
3分発表者

Ω 林  貴子  | 」`毯市立,江小学校 3分発表者 懇親会出
口
く【〕F

∧ 大  思 ― 入出市立雨都中学校 4分助言者

4分助言者

4分助言者 会欠

Q 六関 健道 野田市教育委員会

南山大学の 宇田 光
0 河村 雅之 入出市立南部中学校 4分司会者0 岩田 禾□敬 天Ш雨豆城東中学校 4分発表者p 梅  建 野田市立南部中学校 4分発表者
下
０ 奥村 英俊 犬山市立大山中学校 5分助言者
小栗 祥吾 工販雨立泉中学校   が 5分助言者

① 伊藤 康児 名城大学 5分助言者

9 小川 仁史 本出市立東部中学校 5分司会者

0 鍵野 英夫 大出市立東部中学校 5分発表者
○ 本間 真弓 Jヽ松市立丸内中学校

り 発表者 |(つ 懇親会出

先

舟生
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参加者名簿 市外教育関係

参加分科会

豊川市障害者地域生活センター

(株)ベネッセコニポレーション教育情報部 懇親会参加

鹿児島県立開陽高等学校

中京大学体育学部

広島経済大学         会員さん

磯員 あゆみ 大阪市中央区東高麗橋 5‐ 7‐503 〒 540-0039

法務省 豊ヶ岡学園         自宅
六日本図書

東京福祉大学 懇親会参加

東京福祉大学 懇親会参加

Avag*

イ ♂
ζ

舟生
長方形



参_j名簿 学校関係
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子育てフォーラム
～いま、子育てに大切なものは ノ～

主催 大山市

日程  平成19年 2月 17日 (土)AM9:00～ 12:15
会場  大山市福社会館  5階大ホール

′

二 ◇プログラム◇                      ―、

9:15   基調報告 、 「子育て昔と今、そしてこれから…」
・               キルシェハイム(母子生活支援施設)施設長色川美鈴氏

9:35   記念講演   「地域の子育て支援J
～地域の一人ひとりができること～

タレント  矢野きよ実氏
10:30   分科会への移動

10:40   分科会
第1分科会   子ども達を近所の目で守ろう

～子どもの危機管理における学校・地域・行政の連携～

話題提供者 :主任児童委員・小学校教教諭・行政児童担当者

第2分科会   いろんな子どもがいていいよね
～障害児支援を地域で考える～

話題提供者 :障害児の支援団体・障害児の保護者

第3分科会   人として生きるために 今、子ども達に大切なもの
～中学生の子育て支援から見える次代の親育て～

話題提供者 :中学校教諭・小学校教論・中学生保護者

第4分科会   みんなの力が集まれば
～子どもにかかわるボランティアの連携～

話題提供者 :市子連会長・小学校教論・児童館長

11:40   大ホールヘの移動 ヽ

11:50   全体会

12:15   終了



◇第 1分科会◇
子ども達を近所の目で守ろう

～子どもの危機管理における学校・地域・行政の連携～

子どもの居場所である家庭・学校・地域それぞれの場で子どもを見守るためにでき

ることを考える。

【司会】

☆小学校教頭      飯田 勝己氏
―       (北 小学校教頭)

【話題提供】

☆主任児童委員     武内たか子氏
(平成13年度12月 より羽黒地域の主任児童員として活動中)

◎地域の子育て支援を担う主任児童委員の役割
・なかなか知られていない主任児童委員の役割について
。市内施設の活動や地域の行事に参加し連携を持つことで知る地域の状況

☆小学校教頭     飯田 勝己氏
(北小学校教頭)

◎開かれた学校運営について
・いつでも誰でも自由に学校に来ていただける体制の効果。
・子どもを見守る外部支援者との連携。

☆大山市子ども未来課  井出 修平氏
(大山市役所 民生部 子ども未来課   児童担当)
、◎子どもの人権を守るための行政としての役割
・要保護児童対策の現状
・危機や子どもの状態を注意深く見守る体制



◇第2分科会◇
いろんな子どもがいていいよね

～障害児支援を地域で考える～

学校を拠点として実践 している団体、障害児を持つ親、それぞれの立場から子ども

たちが共に育ち合うことを考える。

【司会】

☆ぽんぽこ親の会代表      木村 敏夫氏

【話題提供】

☆ぽんぽこ親の会代表      木村 敏夫氏
平成16年4月障害児を支援する団体としてぽんぽこネットワークを設立。

平成17年度9月 より小学校特殊学級児童地域交流支援開始。支援を継続しながら、

空き店舗を拠点とし、障害を持つ親のネットワークづくりを計画中。

保護者 0学校・地域の立場を中立に見て、感じたり実践してきたことを報告し

ます。

☆障害児を持つ保護者      山田真由美氏
現在小学校4年生の障害児を持つ親。

障害は不幸ではない、不便なだけ。自分らしく生きていくため、サポートが必

要なだけ。この子たちのことを知っていただき、共に生きていく方法を一緒に考

えてもらえたらという願いを込め報告します。

☆障害児を持つ保護者      三浦しのぶ氏
養護学校高等部の子を持つ親。

多くの方に支えられ、この子と共に歩んできた道程を報告します。そしてこれか

ら、地域とのかかわりをどうつないでいくか一緒に考えてください。



◇第3分科会◇

人として生きるために 今、子どもたちに大切なもの
～中学生の子育て体験から見える次代の親育て～

子どもたちが異年齢のふれあいの中で、人への思いやりを育む機会について考え

る。

【司会】

☆中学校教頭       河村 雅之氏
(南部中学校教頭)

【話題提供】

☆中学校養護教諭     宮地 朝子氏
°
(南部中学校養護教諭)

◎子育て体験から見える現代の子育てについて
・中学校の子育て体験の報告
・アンケートから見える問題点

☆中学生の保護者     鈴木 佳子氏
(東部中学校保護者)

◎子どもに託す親の願い
・子どもたちが育つ過程での異年齢の関わりについて
・中学生の実態

☆小学校教諭       浅輪 郁代氏
(北小学校教諭)

◎親の願いや地域の期待に応じる学校づくり
・保護者との連携協力を重視した評価活動
・学びの学校づくり評議会



◇第4分科会◇
みんなの力が集まれば
～子どもにかかわるボランティアの連携～

子どもに関わる支援団体のネットワークづくりについて考える。

【司会】

☆大山市地域活動連絡協議会副会長 山田 順子氏

【話題提供】

☆大山市子供会育成連絡協議会 会長      丹羽美代子氏
◎現在の子ども会活動から見える課題について
。親も含めた地域の子育て状況
・子供会育成連絡協議会と単位子供会のそれぞれのあり方

☆小学校教諭                 松山 昌司氏
(北小学校教諭)

◎町づくりに位置づけた学校経営             ′
・地域社会への参加
・学校を核としての子どもにかかわる団体の連携

☆児童館館長                 神田 裕子氏
(大山市中央児童館館長)

◎地域に根ざした児童館運営
。地域のお年寄りから学ぶ子育て支援のあり方
・児童館事業をとおしてボランティア組織の連携を考える。



(平成 19年 2月 17日 実施 )

子育てフォ‐ラムに関するアンケー ト
本国は、お忙 しい中ご参加いただきありがとうございました。

今後の子育て支援の参考にさせていただきたいと思いますので、次のアンケ丁 卜にご協

_力 ください。1                      :(該
当する番号にOを付けてください)

性 別 Φ 男 ② 女

年  齢
010歳～19歳 ② 20歳～29歳 ③ 30歳～39歳 ④ 40歳～49歳

⑤ 50歳～59歳 ⑥ 60歳～70歳 ① 70歳以上

お住まいの地域 ① 大山市内 ② 大山市以外 ( 市・区・町・村 )

今日の子育
｀
てフォーラムはどこで知りましたか ?

① 大山市の広報 ② チラシ ③ 所属する団体などからの呼びかけ

④ その他 (                       )

所属する団体などはありますか ?

① ない

② ある(

(例 :○○小学校、○○保育園、○○協議会、○○会など)

↓よろしければ団体名などを記入してください

)

基調報告・記念講演についてお聞かせ ください。

内容 ① 良かった ② まあまあ良かった ③
・
あまり良くなかった ④良くなかった

時間 ① ちょうど良い ② 長かった ③ 短かった

今後実施 して欲 しい講演などがありましたら記入 して ください

分科会についてお聞かせ ください

参加された分科会     ①    ②    ③    ④
内容 ① 良かった ② まあまあ良かった ③ あまり良くなかった ④良くなかった
時 FEl ① ちょうど良い ② 長かった ③ 短かった

内容についてご意見、ご感想を記入 してください。

X 裏面に続く。



〆

l.◆プログラム◇

9:15

9135

1:0:30

:     10:40

11:40

11:50

12115

子育てフォーラム
～いま、子育てに大切なものはじノ～

・
主催 犬曲市

日程  平成19年2月 17目 (土)AM9:00～ 12:15
.・会場
。｀
大山市福社会館  辱階大ホTル ′

基調報告  「子育て昔と今、そしてこれから…」
キルシェハイム(母子生活支援施設)施設長亀メ!l美鈴氏

‐
記念講演  「地域の子育て支援」

～地域の一人ひとりができることt
タレント  矢野・きよ実氏

分科会への移動               F ・

分科会 ,

第1分科会   子ども達を近所の目で守ろう
～子どもの危機管理における学校・.地域・行政の連携二

話題提供者 」主任児童委員
°
・小学校教教諭・行政児童担当者

第2分科会   いろんな子どもがいていいよね
γ障害児支援を地域で考える～           ・

‐

話題提供者 i・障害児の支援曲体ご障害児の保護者  |  `
第3分科会   人として生きる:たらに 今t子ども達に大切なもの

～中学生の子育て支援から見える次代の親育て～

話題提供者 :・中学校教論・小学校教諭
,中学生保護者・

第4分科会   みんなの力が集まれば
～子どもにかかわるボランティアの連携～

話題提供者 :市子連会長・小学校教諭
・児童館長     _:

大ホニルヘの移動

全体会

終了
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ることを考え`る。

【司会二       r
☆小学校教頭

(北小学校教頭)

飯露
・
勝己氏
・

:

【話題提供】 :

☆主任児章委員,   武内たか子氏
g地
』[:撃磐IIttI重[L書 :・菫属彗書菫肇曇責:]量言

『 子
とし輔 動→  .‐

| ‐なかなが知らヽれていなぃ主任児童員の役舗こ・っぃて ,  /:  ・■
_ ・市内施設の活動や地域の行事に参加し淳携を持つことで知ぅ地域の状況:・

☆小学稜毅頭 ,.:  飯田´勝己氏              .・

:繭ふ  電Lして。・ :

・。いつで:も誰でも自由に学校に米ていただける体制の効果。
.・ 子ど豪を見寺る外部支援者との連携。             ヽ

☆大義南子ども未来課  井出 警平栞
(大山市役所 民生部 子ども未来課  .鬼董担当)'0子
どもの人権を守るた。め鋤行政としてめ役割

一要保護児童対策の現状 ・

一危機や子どもの状態を注意深く見守る体制



◆第2分科会◆

いろんな子どもがいていいよね        「
～障害児支援を地域で考える～
学校を拠点として実餞している団体、障害児を持つ親、それぞれの立場から子ど亀
たちが共に育ち合うことを考える。

【司会磯
'☆ぽんぽこ親の会代表     本村 敏夫氏

護話題提供】
☆ぽんぽこ親の会代表      本村 敏夫氏
平成16年4月障害児を支援する団体と。してばんぼこネットワークを設立。
平成17年寧9月 より小学校特殊学級児童地域交流支援開始。支援を継続しながら、
策き店舗を拠点とし、障害を持ち親のネ.ッ トワークづくりを計画中。
保護者 1学校 1地域の立場を中立に見て、感じたり実践してきたことを報告し
,ます。  :

☆障害児を持つ保護者     山田真由美氏
現在小学校4年生の障害児を持つ親。

障害は不幸ではない1不便なだけ。自分らしく生きていくため、サポートが必 .

要なだけbこの子たちのことを知っていただき、共に生きていく方法を∵緒に考

えてもら,えたらという願いを込め報告
‐
します。

☆障害児を持つ保護者,    三鸞このぶ氏
養護学校高等部の子を持つ親。,

多くの方に支えられ、この子と共に歩んできた道程を報告します。そしてこれかr 
ら、地域とのかかわりをどうつないでいくか一緒に考えてください。



◇第3分科会◇
‐
人としr豊きるた:めた 今《子どもたちに大切なもの       '
,申学生命子育て体験から見ぇも次代の親育て～     i`
子どもたちが異年齢めふれぁぃ鍛中で1人への思いやりを育=む機会について考え
る。

【司会】
☆申学校教頭 '

(南部中学校教頭)

【話題提供】

河村 雅之氏

=☆申学校垂謹教諭     富量
=・

義子氏
.(南部申学校養護教諭)   ●
◎子育て体験から見える

「
現代の子育でについて

い申学校の子育て体験の報告
・アンケー.卜 から見える問題点

☆中学生め保諦     鈴木 ・佳手氏 '

.(南部中学校保護者)・
.◎子どもに託す親の願い
。子どもたちが育つ過程での異年齢の関わりについて
・中学生の実態

☆小学校教諭 浅輪 糠代氏
.(北小学校教諭)

◎親の願いや地域の期待に応じる学校づくり
め保護者との連携協力を重視したI評価活動
・学びの学校べ り秤議会



◇第 4́分科会◇

・みんなの力が集まれば  ́     r  r        '、
.～子どもにかかわるボ・ラ,ティァあ連携～

・
_:■   .・  : :予ギもに関わる量緩団体の栗7,トヮ■クづく,・り:Ⅲついて考・える。・

【司会】                  1
☆本山市地域活動連絡協議会副会長 「 山由・順子氏

【話題提供甕
☆本山市子供会育成連絡協議今

:合
暴
・
. 」 .丹羽美代子民: ◎現在の子ども会活動から見える課題にづいて    i

農曇薯農蓮慧鼻墓基E重澄子真基の二五二耗あふら方
・・
|

☆小学校教論      L
(轟L小学校教諭)・・
?覇基奪戴守響5・ ■
・学校警核と、しての子どもにかかわる団体の連携

☆児童館館長

(大山市申央児童館館長)

◎地域に機ぎした児童館蓮営「

昌司氏
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教育改革を進めるにあたって
犬山市教育委員会 瀬見丼 ス

1.教育の不易と流行

・ 2。 不場をふまえた大山の教育改革

3。 教育改革のすすめ方

4。 自分のまちの子どもは自分の手で育てる

5。 終りに

電.教育の不易と流行

蒲場層轟臨時代と共に移り嚢機轟灘籍にすぎない.

競争と群彊では教育はよくならな機ヽ?

○ 新しい政権はしばしば「教育百年の大計Jを語りたがります。教育議論は百家争
鴫。教育改革は百花織 L(り ょうらん)ですが、この国のかたちを決める教育改革の

流れは、大きく二つになるかと思います。一つは、今、安部内閣が進めている教育再

生会議の方向ともう一つは、犬出のすすめている教育改革です。

教育再生会議は国の積極介入と市場原理を導入することで、教育を競争と評価によ

つて変えていこうという試みです。子どもに文ゴしては、F全国学力・学習状況調査J

を実施することで、子ども間の競争を促すことで学力向上をねらう。学校に対して|よ、

外きβ評価を含めた学校評価制度を徹底させ、学校選択によって学校を変える。さらに、

数職員に対しては、教職員評価で教師の資質向上を図る。極め付き|よ 、́教育ノヾウチャ

(利用券)tll度の導入です。確かに既得権益を持っている倶Jからの改革は困難です。

最大の既得権益者は教師です。

しかし時代働趨勢だからといって教育|こ市場原理がなじまないことを理解しない人

々の提言を安易に教育に持ち込み競争と評価でとりわけ義務教育の活ll■ ILを図ろうと

するのはいささか短絡的で深い危惧を覚えます。

これ講で、市場原理を軸とした構造改革は必然的に社会の格差を大き<しました。
これを取り入れた国はどこにも格越が広がり載した。

…
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この格差社会のFo5題を、教育の分野に持ち込めば、これまで守らねてきた教育機会

の階層格差は確実に拡大します。教育で格差が進むと社会の基本に関わるPo3題をめぐ

つて、判断を求められるときに半J断を放棄する層が生じ、国の存立に関わることにな

ります。お手本のイギリスでは、結果的に学校間、地上或の間の「格差」を生み、学校

の序列が固定し、基礎学力の底上げにもならなかったとの批判があります。

教育は次世代へつながるもので、やり直しの利かない分野であることを改めて肝に

めいじたい。

数膏I竜懲時代と共l蓬諄響変わる流行に対して時代を超えた不場が

ある。学ぶ喜びも教える喜びs自ら学ぶ力は教育の不易です。
○ 本来t/Ak教育の最も重要な課題は、すべての子どもに基礎的な学力を保障するこ
とであつたはずです。今、公教育とりわけ義務教育に何が求められているのか、義務

教育を本来のあるべき姿にヨ|き戻すのにどうしたら良いか、義務教育を考えるとき大

事なことは、教育にはそねぞれの立場によりい<つもの正義があり、そこで語られる

正義は、その時代のその立場の正義でしかないことです。競争原理もその時代の一つ

の正義にすざません。時代と共に移り変わつてゆ<いはば流行です。一方、教育とは

「学びJを授ける活動で、教育制度は、たかだか百数年の歴史にすざませんが、教育
には、人類の歴史とともに教育の知恵として蓄積されてきた不易があります。学びの

動機づけは時代を超えた不易があります。「学びて時に之 (これ)を選ふ。亦 (また)

悦 (よるこ)ばしからずや」もともと学びはそれ自体lllけ値なしの喜びを与えてくれ
るもので、論語は学ぶ悦びについて子L子のはずむようなこの言葉から始まります。教

育を蘇 (よみがえ)らせるとは、何より、まず学ぶ喜び、教える喜びをどう蘇らせる
かです。

義務教育は64万人の教員と十兆円の税金で4百万人を超える子どもに、教育を提
供する高度に整備された巨大な教育システムです。教育の活性化とは「学ぶ喜び」「教

える喜びJを教育システム全体にどう蘇らせるかです。一度思いつきで改革すれば、
シムテム的歪みと機能低下の修復は至難のこととなります。

○ 学力における不易とは何か、教育は本来、生涯にわたって自ら学び続ける子ども
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一人ひとりの姿勢、つまり自ら学ボ1カを育む教竃が基本です。一番大事な学力iま自ら

学ぶ力で自己教育が基本です。自ら学ぶ力とは学ボ子どもの主体的な量らで、学習は

子どもの主体的な活動でなければなりません。学校は自ら学ポカを育む場、それを支

援するのが数師働殺害Jです。当然、学力の議論はまず自ら学ぶヾ力をどう竃むかか各始

めるべきですが、曲ら学ぶ力が教育改革碍議識の狙上に動せられることはますありま

せん。教師主導の教え込む教育は学校制度ができてから生まれた一つの思想で、そ翁

歴史は百年有余です。それまでも人は、自分で必要と思うことは自分磯やり方で、自

ら学んできました。サルの子どもは親兄弟のしぐさを見よう見まねで学習します。こ

れで過酷なジャングルの自然を生き抜<力が生まれるからです。

自ら学ぶ力が学力の不易です。

織育磯革は難奮の不霧をふまえたものでなければならな もヽ

○ 教育改革には、市場原理によって教育を改革しようとする流衛の流れと学ぶ喜ぴ
を動機づけに、子どもの自ら学ぶ力を育む不易の流れの三つあります。

教育は目の前の子どもに視点を置きながらも、10年単位百年単位を見通した文明
的視点が重要です。流行ではなく教育の不易を踏まえないと、競争と評価の市場競争

原理を通すだけで、期待通りの成果を上げるとは、とても思えません。むしろ危惧さ

れる弊害が多いのではないか。「/AN」 重視の世の中となりました。しかし、乱れた規

範を正すとは自らを律するもので、いたずらに縛ることではありません。大切なこと

は自ら学ボカを育み、自由で深い精神を培うことです。

2。 不易を踏まえた大山の教育改革

撃機鍛最も重×な畿寵鐵鍾難を通してすべて鼎響ど鶴①『響謬』覆爆

証することです。

0 不易を踏まえた犬曲の教育改革で大事なことは、まず、学校鋳役書Jを明確|こする
ことです。学校が担えるのは広い意味での教育の一端でしかあり讚せん。学校仰最も

重要な役害」は1受業を通して、すべての子どもの「学び」を保証すること、学校経営の
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基本に学校の最も重要な役害Jは授業で、教師の役害Jは、生徒に質の高い授業を提供す

ることが、きちっと位置づけられることです。そして改革は、「学びとは」を深<間

い続けることで、教師や子どもの声がエネルギーとなつて、学校内倶Jから変えてゆ<
自己改革でなけねばなりません。学校の学びの回復です。

議青は予どもと教麟の人権鹸 格0ふれあいが墓率です.
菫藝な違とは確となる『響ども像』「教饉儀』を明確にすることです。
○ 次に教育は、「人格の完成Jという理想のもとに営まれる壮大な活動です。子ど
もは学ぶ喜びを実感し、教師は教える喜びを感じ取るという内発的な動機づけに支え

られた営みです。目の前の子どもを見つめ、子どもと向き合いながら行わ机る地道な

「人づ<り」です。子どもと教師との強い信頼関係に培われた人格と人格とのふれあ

いがあって、はじめて教育は成り立つのです。その際最も重要なことは、礎となる「子

ども像」と「教師像」を明確にすることです。

○ どんな子どもを育むかという「子ども像Jを考えるにあたり、重要なのは「自ら
学6ヽ力Jです。自ら学ざ力とは、「基礎的な学力を身につけ、家族や茂達を大事鍾し、

地上或を支え、自分の人生を大切にするとともに、生涯iこわたって自ら学び続1サようと

する資質や倉ヒカ」です。子どもめ人格です。次|こ、そういう子どもを育むのには、ど

ういう教師であったらいいかとtr lう教師像が重要となります。教師の資質向上を単な

る能力の向上でな<、 教師の全体像としてとらえることが重要です。

犬曲のめざす季ども像を育む0に夢人数学議は不可欠帥鑢曹覇鑢電ず。
O 子どもが「自ら学ぼヵ」を身につけるには、子どもが授業に主体的に取り組む経
験が欠かせません。それを可能にする教育環境の整備です。これまで、目本鋤授業嵐

景は、一人の教師が黒板と教科書で教え込む一斉指導が主流でした。この授業の形は

百年を超える公教育の歴史で揺るぎないモデルにな場ました。しかし、この受け身の

授業では「自ら学ぶ力」をはぐ<むことができません。大切なことは、子どもか主体
となつて取り組む「学びのi受業Jの実現です。「学びの授業Jに欠かせない母が少人
数学級です。少人数学級は教師が子ども一人ひとりの学習の様子に感じた多様な援助
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を行うことができ、習得を高めます。習得が高まることで、学習への興味、関心が深

まり、学習に主体的に取り組む可能性が高まり、「自ら学ぶ力」を育みます:教育実
践の中で学習と生活を一体とする少人数学級|よ、子ども同主、数師と子どもの人間関

係を築きやすく、1圃に応じた指導を容易にすることなどから、人格形成、学力保障に

最も有効な教育環境であることを確信しました。

○ 米国の初等申等教育への財政支出|ま国内総生産の5.3%、 日本は3。 50/。で、
その差は1:8ポィント.額にして約兆円の格差があります。日本のすべての/AtttJJll
。申学校を30人学級にするに要する人件費は9干 6百億円と資産され議す。教育|よ
未来への投資で、かつ最大の/Ak共事業です。教育改革は、安易な市場原理の導入仰前

に、まず少人数学級など教育への思い切った国家投資から始めなければなりません。

○ 教育基本法は人権の完成を目指すというゆるざない理念を示しましたが、その人
格が国に役立つ人材づ<りにとって変わられようとしています。

改めてこのことについて再認識しておきたい。

犬幽機数爾鰹載められ儀軸爾機は数節自己の『自己醸尊』の機懸重ね

てす。

○ 教師像で重要なことは、自ら学ぶ子ども育むのには、教える教師自身が自ら学S
力を備えてしヽな|ずればなりません。自ら学ぶ教師でなければならないということです。

自ら学S教師というのは、責任と権限を教育現場に与えることで、教育現場がその権
限を行使して、自分の心ゆ<までの授業を作り上げること、それが教姉として教える
喜びの原点です。そぅいう授業を作りあ|ずることのできる教育環境の整備が重要です。

大山での教師の資質・鑓力の向上は、教師自身の自己評1面や「圃l・RI性 JIこ基づく相互

評価など|こより、日々母授業改善の種み重ねです。この取り組みが教師仰握導力向上

に最も有効な手法です。教員評価籠J度によって資質仰向上を図ることとはまつたく文ゴ

極にある考え方です。教員評価による教師の資質向上策は、教師の目線は校長なり教

頭なり評JIMする慎Jの方の目線にしヽきやずい。人事なのは、子どもに対する国線です。
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犬山の難 じヽたもヽ学機機

O P~f詮教育は、煎じ詰めれば人が人菱育てることで教師と子どもの関わり含いです。

関わり含いで最も大事なのは授業です。授業は教師の作品です。よりよい作品とする

ことで、子どもの学ぶ慧欲をどう育むか、もともと教育は、地味な上台をつくる1士事

で、特に奇をてらった方策はありません。大山の教育改革は「私が生徒であったとし

て、また教師であったとして、通いたい学校」を追い求めることで、学校を教師自ら

の手で内恨1から変えてゆ<自己改革です。犬出では、教師自らが日常の授業を振り返

り、継続的に授業改善の積み重ねを測る「自己改革」によって教師としての資質・能

力の向上を図ってきました。教師はもともと授業に工夫を凝らし、手応えを感じなが

ら、教育を充実させていく意欲と情熱を秘めつついます。ここにどう人をつけるか、

教師の手による主体的な授業づ<りを可能にする「学校の自立」が決め手です。

学校の自立は教師の自己改革を促し、授業作りや自己研修などを通して教師相互が

東」激し含い、質の高い授業を創造しようとする意識を高め議す。

学校の自立に欠かせないことは、何をどう教えるかに関する教育課程と、どういう

が級規模にするかの学級編制が、学校の創意正夫で可能になる教育環境の整備です。

犬出の教師の手による学校を内側から変える自己改革の試みは、市場競争原理のタト圧

が増せば増すほど、その対極にある試みとして一層その重みを増します。魅力ある授

業の創造は、教師自らの課題であり、教師による授業の倉」進という文化を教育現場に

どう定着させるのか、これが重要な関心事です。

文イヒと表現したのは、改革の取り組みが教育現場で当たり前の姿となる1犬況、すな

わら文化が理想だからです。

3。 数奮改馨のすすめ方

磯革鱗褥購磯嚢え感ことで又≪鑽羹畿嚢えも軸鑢礁簿えも準機欝えも

地鐵鍮畿雪を竃え難磁ぬではま鑽机鐵鑢響議鸞ん。

○ 改革、改革、改革と世の中改革|ボやつです。市場原理の導入等、国主導の改革議
論が耐えられない軽さで、独り歩きをしています。結果として、管理、数値園標、技
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術論ばかりが横行しています。どちらもつぎはざ文ゴ応で、改革の先にある「国のかた

ちJが全く見えてきません。

問題は教育現場の実態との乖離があまりにも大き<、 今回の教育再生会議で仰鬱覚

に精神副|1話的な教育の在り薄議論をみる|こつけ、改めて日本の教育改革のすすぬ方を

変える必要性を痛感します。

教育改革|ま権J度を変える「器の改革Jにとざまっていてはいけません。改革でます

当然やっておくべきことは、授業を変え、教師を変え、学校を変えることで、地i或の

教育をどう変えるかということです。今教竃改革で求められているのは、教育現場の

実態を踏まえた草の根的な改革論議です。机上の改革論議からは問題の核J断が見えて

きません。教育施策の混迷の大きな要因です。

それに鮭畿青覇網鸞轟議を騰まえた検覆が不可量でも轍麟鰺餡編鑢

菫難でなけれ鐵なりません .

○ それ|こは、これまでの制度のどこが問題か、実態把握を踏まえた検証が不可欠の
はずです。そこでは冷静な実態分析と、実施に移された後の政策評価が不可欠です。

このリアリズムを忘れると改革は不毛となります。事例には事欠きません。

「ゆとり教育」は、三害」教える内容を減らしたことがそれだけで問題|こなるわけで

はありません。「自ら学ぶ力Jといった甘美で冗麗な言葉を軸に教育現場で実際|こ何

が起きているか検証することなく、財政的嚢1寸けも条件整備も不十分なま議事が進め

られ、学力低下問題をヨ|き起こしました。今度は学力低下議論をかわすため、突如、

学習指導要領を F教える最低基準」とし、その最低保障をどう手当するかに触れるこ

となく、発展的学習を奨励し、教育現場に大きな混舌Lをもたらしました。

今回の教育再生会議での議論は、実態を踏まえた政策評価をフィードバックする発

想が極めて乏しく、またこれまでと同じ事を<り返しています。

極論すれ|ざ政策評libは間われることがないから、政策をどう実現するかは考慮に入

れなくてよいという無賣,任な構図が読み取れます。

4。 自総翁ま鶴総子どもは自常の手で爾て懸
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題率の機青制量は地席繊維豊轟率として掛ます息

○ 教育基本法改正のあと、教育振興基本計画の策定。国、都道府県教委、市町率す教
委、学校の権限と賣lIの見直し、学習指導要領の改定作業等、

‐
法改定で国の教育置文ゴ

する闘与介入が3螢まることが予想されます。また、いじめ問題での国の現地調査は全

く異例でしたg改めて、教育の地方分権について再確認しておく必要があります。

○ 日本の教育希J度は当初より地方分権で、市町村が設置している学校は、市町村教
委会が学校管理権 (人事における内申権、教科書の採択、研修、教育課確)を持ちt

その行使にあたって大きな裁量が与えられています。

市町村教委会はこの権限に基づいて、教育現場の学校づ<りを支援し、主体的な倉J

意工大を弓|き出す重要な役害Jを任っています。

国・県にはこのような権限|ま―切ありません。

意外なほど明確に教育の地方自治を基本原理としています。

大事な機は9地方分権の観度を豊かし切る進とである。
○ その気になれば、地方の教育は独自の農間が可能で、充分変えることができます。
なぜ教育が地方で変えられないか。構J度を使いこなせない地方の主体性のない対応に

あります。

○ 各界各層で教育改革が議論を呼び、国も揺らいでいます。しかし、国がどんなに
揺らいでも、忘れてならない重要なことは、子どもに授業を通じてきちっと学びを保

障しなければならない責任は、学校の管理責任をもつ市町村教委にあることです。授

業を通じて子ども|こ学びをどう保障するのか、その対応が市町村数委に関われていま

す。

教育の地方分権とは、市町村教委が学校の管理責任をいかに果たすかにつきます。

Fo5題は、国が揺机る中で、学校管理賣任をもつ市町率J教委からの声が聞こえてこない

ことです。国の揺らざよりむしるこめことが問題で、ここに地方の教育の3寺代と言わ

れながら、今一つ地方からの改革が進まない本当の原因があります。
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教育|ま国の揺らぎの性にする時代ではありません。地方労権の市J度を生かしきるこ

とが、改革の|ま じまりです。

○ しかし特に留意すべきことは、市町本ず教委会を押さえ込んで末端機関の取扱いを
してきたのは他ならぬ国、都道府県教委会で、この切り換えが全<出来ないことにも

重大な責任があります。

5。 終つ|こ

○ 教育はせんじ詰めれば、どんな国にするかの選択です。次の時代をFo5う重いもの
であることに、世の中が気付<のは「国のかたちJがおかし<なつてからで、そうな
つてからで|よ取り返しがつきません。

①ここ10年教育に対する改革案は市場原理を軸とした教育の本質が何であるかを深
く考えたこともない人の提言によるところが大きい。やり直しの利かない教育だけに、

安易な市場原理の導入に抵抗するだけの見識と気概が強<望まれます。

○ 犬曲の改革は、改革の狙いと成果を検証しながら教育現場の地蓮な努力を積み重
ねることで、国主導の教育文化に対して、新しい地方の価値観に基づく教育文イじをつ

<り上げる試みで、実にプラグマテックな試みです。

教育委員会として当然やるべき事をやっていると言うほど翁意味で、改革という

意識は全くありません。義務教育として守るべきざりざりのことを追い求めたにすぎ

ません。犬山の教育改革が世の中に一石を投じたとすれば、当然やるべき事を世の中

がやっていないと言うことの証にすぎ裁せん。こ机は、教育に限らず世の申すべてに

言えることです。
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